

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（……おかしい）

　ディオスは心の中で呟つぶやいた。

（いや、おかしいって）

　ディオスはもう一度、心の中で呟いた。

　彼の前には、人間形態になった神しん獣じゆうたちがいた。

　全員が蕩とろけたような目をディオスに向け、荒あらい吐と息いきを繰くり返かえしている。その息の音と混じるのは、絶えることのない波の音。

　日が落ちて随ずい分ぶんと経たった群ぐん青じよう色の空の下。

　人目につかない、大きな岩いわ陰かげの一角に彼らはいた。

「ご主人様……。どうぞ存分に触ふれてくださいませ」

　腰こしをくねらせ、エメロードがディオスに密着してきた。

　彼女の豊かな胸が、ディオスの腕うでを容よう赦しやなく挟はさむ。恥はずかしさと柔やわらかさと気持ち良さに同時に襲おそわれ、ディオスは心の中で声にならない悲鳴を上げた。

「私も……」

　その逆からはマリン。

「うー……ルヴィも……」

「わっ、私は、その、無理にとはいわないけど……ディオスが嫌いやじゃなかったら、別に、えっと……」

　ルヴィとレイナも、恥ずかしそうにしながら続いた。

　神獣たちがディオスに要求しているのは、共鳴術テグヴエルト。

（……やっぱりおかしいだろ）

　三み度たび、声に出さず呟く。

　神獣の体に直接触れることで絆きずなを深め合い、能力を高める共鳴術テグヴエルト。それ自体は何らおかしいものではない。

　だが──。

　ディオスは神獣たちの姿を流し見る。

　全員がもれなく、エメロードの蔦つたで手首を縛しばられている状態だったのだ。

　そんな状態なのに、積極的に「触れて」と催さい促そくしてくる神獣たち。

　もし誰だれかにこの状じよう況きようを見られたら、『良からぬ組織に誘ゆう拐かいされて身も心も調教されてしまった女性たちと、その良からぬ組織の男』に思われてしまわないだろうか──とディオスは不安で仕方がなかった。

　自分は決して、良からぬ組織の一員などではない。

　心の中で誰かに言い訳をする。

「……お兄ちゃん……」

　呼びかけるマリンの全身から、水が滴したたり落ちていく。

「ディオっち……」

　体が火ほ照てっているのか、いつも以上に顔が赤いルヴィ。

「ディオス……」

　恥ずかしそうに視線を逸そらしているレイナの尻しつ尾ぽは、ピンと上に立っている。

「さあ、ご主人様……」

　エメロードが耳元に熱い吐息を吹ふきかけ、再度ディオスに要求する。

　どうして自分は、こんな危険な絵え面づらの中心にいるのだろう？

　ディオスは思わず瞼まぶたを閉じる。

　繰り返す波の音が、ここに来てからの記き憶おくを呼び起こす触しよく媒ばいとなり──。








一章　新たな街でも共鳴術テグヴエルトは欠かせないですよ？









　海を映した鏡のように、青々とした空の下。

　足首の高さほどの草が生おい茂しげる丘おかを登る、二人の男女の姿があった。

　男の神サ獣マ使ナいーのディオスと、同じく神サ獣マ使ナいーの少女、コーシカだ。

　ディオスの頭の上にはヒヨコ型の神獣ルヴィがちょこんと顔を出し、肩かたには白びやつ虎このレイナが座っている。右みぎ腕うでと左ひだり腕うでには、クラゲのマリンと蛇へびのエメロードがそれぞれ巻き付いていた。

　そしてコーシカの頭の上にも、猫ねこ型の神獣アガートが乗っている。

　ディオスは歩きながら、隣となりに並ぶコーシカに胡う乱ろんげな視線を送った。

「本当にこっちで合っているのか？」

「間ま違ちがいないですっ」

　自信満々に答えるコーシカだが、ディオスの顔は冴さえない。

「その割には、一向に海が見えないんだけど……」

　周囲を見み渡わたしながら、ディオスは不安げに呟く。

「確かに……」

「コーちゃん、本当にダイジョブ？」

「大だい丈じよう夫ぶですってば。私は前に一度バハル・シエロに行ったことがあるのです。間違いないです」

　マリンとルヴィから問われても尚なお、コーシカの顔から自信は消えなかった。

　彼らが目指しているのは、次の事前大会モナーフエスの開かい催さい地。『海辺の楽園』とも呼ばれている街、バハル・シエロだ。

　以前訪おとずれたことがあるというコーシカの言葉を信じ、ディオスは彼女の案内に従い、歩いていたのだが──。

「こっちから行く方が近いです」とコーシカが街かい道どうを外れて歩き出してから、ディオスの心を不安が侵しん食しよくし始めていたのだった。

　コーシカの神獣アガートにも尋たずねようとしたのだが、彼女はコーシカの頭の上でひたすら寝ねていた。

　ディオスは未いまだ一度も、アガートとまともに会話を交かわしたことがない。

　神獣は魔ま物ものと違ちがって人語を話すことができるのだが、本当にこいつは神獣なのか──という疑問さえ、ディオスの心には湧わき始めていたのだった。

　歩けど歩けど、先ほどから見えるのは緑に覆おおわれた丘ばかり。海に近付いている感じがまったくしない。

「なあ──」

　再度コーシカに確かく認にんをしようとした、その時。

　何の前まえ触ぶれもなく、二人の足元が大きく陥かん没ぼつした。

「きゃあっ!?」

「わひゃあっ!?」

「いきなり何ですか!?」

　コーシカとディオスの体に乗っていた神獣たちが、突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感かんにたまらず悲鳴を上げる。たちまちディオスとコーシカは、大人一人分ほどの高さから落ち、尻しりもちをついてしまった。

　この間、ディオスがまったく声を上げなかったのには理由がある。驚きよう愕がくよりも恐きよう怖ふが勝まさっていたからだ。

　彼は元拳けん闘とう士としての動体視力で、誰よりも早く『その存在』を視界に捉とらえていた。

　例えるなら、それは巨きよ大だいなアリジゴク。

　背せ丈たけはディオスの約二倍。どこを見ているのかわからない真っ黒な目は、四つ。顎あごに付いた巨大な双そう対ついの牙きばは、血を彷ほう彿ふつとさせる赤色をしていた。

　魔物、ナムルナール。

　普ふ段だんは地中に生息している魔物だ。地面を擬ぎ装そうし、落とし穴を作ることが得意でもある。

　その落とし穴に落ちた『モノ』を確認するため、彼らが地中から姿を現す理由はただ一つ。

　捕ほ食しよくのためである。

「ま、前通った時は、こんなのいなかったですううううっ！」

　顔を青くして絶ぜつ叫きようするコーシカ。その横で神獣たちがディオスの体から一いつ斉せいに飛び下り、そして体から光を発した。

　たちまち姿を現したのは、四人の少女たち。

　人間形態になった神獣たちはディオスの前に立ち、一斉にナムルナールに鋭するどい眼光を飛ばした。

「お兄ちゃんに……危害を加えようとするなんて……」

　マリンが両りよう腕うでを突つき出だすと、彼女の手に水が集まり始める。

「そうそう。ディオっちを食べようだなんて、ルヴィたちが許さないかんね！」

　ルヴィが掌てのひらを上に向けると、彼女の心を代弁するかのように、炎ほのおが大きく燃え盛さかった。

「そうです。ご主人様を美お味いしくいただくのは、私の役割なのですよ？」

　うふふ、と笑いながら告げるエメロードの背中から伸のびてくるのは、硬こう軟なんを自由に変えることができる蔦。

「エメロード……。それはちょっと意味が違うんじゃ……」

　脱だつ力りよくしながらレイナが言った、直後。

　まるで怒おこったかのように、ナムルナールが動いた。

　双対の牙をガチンと鳴らし、神獣たちに襲いかかる。だが、彼女たちはその場から微び動どうだにしない。

　突とつ如じよ、光の洪こう水ずいが周囲を支配した。

　レイナが発した光だった。

　光に目がくらんだナムルナールが、悲鳴を上げるかの如ごとくカチカチと顎を鳴らす。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、神獣たちは一斉に攻こう撃げきを仕し掛かけた。

　マリンが放った水流が赤い牙を砕くだき、ルヴィが放った炎が、たちまちナムルナールの巨大な体を包み込む。

　そして炎に炙あぶられ悶もん絶ぜつするナムルナールの全身を、エメロードの蔦の鞭むちがいとも容易たやすく両断した。

　あっという間に光の粒りゆう子しへと変へん貌ぼうしたナムルナールを、ディオスとコーシカはただ呆ぼう然ぜんと見つめるばかりだった。

「ディオスさんの神しん獣じゆうたち、相変わらずお強いですね……」

「あ、あはは……。まぁ助かるよ」

　ディオスはただ笑うことしかできない。元・拳闘士としてはちょっぴり情けない気持ちになったりもするのだが。

　ディオスとの共鳴術テグヴエルトを経て、神獣たちの力は確実にアップしていた。特に事前大会モナーフエスに出場したレイナの成長は、目に見えて明らかだ。光の量が、初めて会った日とは比べものにならない。

　それでもレイナは、一人肩を落としていた。

「やっぱり私、光ることしかできない……」

　能力が強くなっているのは嬉うれしいのだが、あれから謎なぞの武器は出すことができないでいたのだ。

　神獣たちは、そんなレイナの周りにゾロゾロと集まる。

「レイナのおかげで……隙ができた……」

「そうだよレイにゃん。ルヴィたちが攻撃を仕掛けることができたのは、レイにゃんの能力があったからこそだよ」

「今の勝利は、私たち全員で摑つかんだものです」

　そう言うと神獣たちは、レイナも交えてお互たがいにハイタッチをする。最初は戸と惑まどっていたレイナも、ようやく小さく笑った。

　その様子を見守っていたディオスは、静かに安あん堵どの息を洩もらす。

　普ふ通つうの神サ獣マ使ナいーのように一体だけしか神獣を召しよう喚かんできなかったら、おそらく今、自分はここにいないと断言できる。

「みんながいて良かった」

　ポツリと洩らした声にコーシカが気付くが、彼女も静かに微笑ほほえむだけで何も言わなかった。

　コーシカの頭の上のアガートだけは、この一連の騒そう動どうでも微動だにせず、スヤスヤと眠ねむり続けていたのだった。




　何とか落とし穴から脱だつ出しゆつしたディオスたちは、再び丘を登り始める。神獣たちは元の姿に戻もどり、またディオスの体にくっついていた。

　やがて、一番高い場所に辿たどり着つき──。

　そして全員が息を吞のんだ。

　そこに広がっていたのは、太陽の光を受けてキラキラと輝かがやく、見渡す限りの水平線。海から流れてくる潮風が、ディオスたちの体を撫なでていく。

「海だ……。海だよディオっち！」

　ディオスの頭の上で、ルヴィがパタパタと飛とび跳はねる。

「あらあら。とても良い景色ですねえ」

「良かった……。ちゃんと……辿り着いた……」

　うっとりするエメロードに、安堵するマリン。

「ほら！　だから道は合っていると言ったでしょう？」

　コーシカは神獣たちの反応を見ながら、腰こしに両手を当て得意げにふんぞり返った。

「これが、海……」

　ディオスは大きく目を見開き、眼前に広がる景色と、嗅かいだことのない匂においに圧あつ倒とうされていた。ディオスは山やま間あいの村の育ちなので、今までに海を見たことがなかったのだ。

「見て。浜はま辺べに人がいっぱいいる」

　レイナの言う通り、浜辺には水着姿の人々が大勢いた。色とりどりのパラソルもそこら中に設置され、まるで花が咲さいているようだ。

「……ん？」

　視線を浜辺から沖おきに移動させたディオスは、小さく疑問の声を洩らす。海の中に、大きな建造物があったからだ。

　まるで要よう塞さいのような、灰色の巨大な建造物──。四角い構造のそれは、どこかの王族の墓のようにも見えた。

「あれは闘とう技ぎ場ですよ」

　コーシカが説明をすると、ディオスは大きくなっていた目をさらに丸くした。

「闘技場？　あれが!?」

「はい。バハル・シエロの闘技場は、あの通り海の中に建てられているのです。といっても遠浅なので、干潮時になると歩いて渡わたることができるのですよ」

「何だか、とても不思議な光景だな……」

　初めて見る光景尽づくしに、ディオスはただ感かん嘆たんするしかない。

「ねーねーコーちゃん。あのチョーでっかいお城みたいなのは？」

　ルヴィが羽で指す方向に、皆みんなも顔を向ける。浜辺の端はしの方に、これもまた巨大な白い建造物が堂々と建っていた。

　コーシカの表情が、そこでさらに明るくなった。

「あれこそがバハル・シエロの象しよう徴ちようであるホテル『ポリテリア』です！　この街が『海辺の楽園』と呼ばれているのは、あのホテルがあるからこそですよ！」

「えっ!?　あれってホテルなの!?　めちゃくちゃデカくない？」

　レイナが思わず高い声を上げる。

　ここからだと闘技場より遠い位置にあるのだが、その大きさは明らかに闘技場よりも大きい。

「はい。何せこの街の象徴ですから。挑戦者ヴアンデラーたちはもちろん、ほとんどの観光客もあそこに泊とまるのですよ！」

「あらあら、とんでもないキャパシティなのですね。下へ手たをしたら、小さな街がまるまる一つ入ってしまいそうです」

「エメロードさん、その通りです。本当にあの中だけでずっと暮らしていけるほど、施し設せつも充じゆう実じつしているのですよ。プールはもちろん、カジノや劇場やショッピングモールまで併へい設せつされていて、まさに楽園と呼ぶに相応ふさわしい場所なのです！」

　拳こぶしを握にぎりながら熱く語るコーシカに、ディオスと神獣たちは「おー」と感嘆の声を洩らす。

　ディオスは当然のこと、神獣たち全員、この街に訪おとずれるのは初めてだったのだ。

　コーシカは遠方に佇たたずむホテルを指さした。

「というわけで、善は急げですディオスさん。早さつ速そくバハル・シエロへと向かいましょう！　海と豪ごう華かなホテルが、私たちを待っていますよ！」

「あ、引っ張るなって！」

　テンションが高いコーシカに引きずられるような形で、ディオスは丘おかを下りて行くのだった。




　ほどなくして、ディオスたちはバハル・シエロの街に到とう着ちやくした。

　街の入り口から真まっ直すぐに延びる道は、そのままホテル『ポリテリア』へと直通している。

　遠くから見ても大きかった白いホテルは、間近で見ると存在感が桁けた違ちがいであった。色も相まって、まるで巨きよ大だいな雲がのしかかってきているように感じる。

　ディオスたちは圧倒され、しばし街の入り口に佇んでいたのだった。

「凄すごい……。本当に……大きい……」

「マジで大きすぎてビビるわー……。ルヴィ潰つぶされそう」

「うふふ。何だか、とても興奮してきました」

「これ、街のほとんどがホテルなんじゃ？」

　レイナの発言に、ディオスはようやくホテルから視線を外し、周囲を見み渡わたす。

　ホテルへと続く道の両りよう脇わきには、商店などがズラリと並んでいる。ところどころ細い道が真横に延びていることから察するに、どうやらこの街は網あみの目め状になっているようだ。

　このメイン通りには、普通の民家は見当たらない。人々の居住区は、両脇の奥まった場所にあるのだろう。

「トルバ・マディナの露ろ店てんも凄かったけど、ここも店が多いなあ」

「この街の主な機能は、ほぼこの道沿いにありますからね」

「へえー。ねえコーちゃん。どうせだから色々と見ながら行くの希望」

「あ、私も」

　ルヴィとレイナの要望に、コーシカは快く頷うなずいた。

「もちろん良いですよ。むしろ今の内に見ておかないと、ホテルに入ったら事前大会モナーフエス終しゆう了りようまで、もうこの辺りには来ないと思います」

「どうしてだ？」

「ホテルの中が、あまりにも快適で刺し激げき的で素す晴ばらしいからですよ。それでは参りましょう！」

　意い気き揚よう々ようと歩き出すコーシカの後に、ディオスたちも続くのだった。




　バハル・シエロの街、とある民家の屋根上。

　メイン通りの店を見ながらはしゃぐディオスたちを、遠くから見つめる二つの人ひと影かげがあった。

　一人は背が低く、一人は背が高い。

　共通しているのは、どちらも黒いフードを深く被かぶっており、黒の外がい套とうで全身を覆おおっていることだ。

「さて、どうしたものか」

　ディオスたちを見つめながら呟つぶやく、長身の方の黒フード。

「改めて見ても、普通の神サ獣マ使ナいーと違ちがって大所帯だ。連れの神サ獣マ使ナいーの方も厄やつ介かいそうだな。これはなかなかに難なん儀ぎするかもしれん」

　長身の黒フードは、隣となりに佇む小こ柄がらな黒フードをチラリと見る。

「どうする？　いっそのこと今仕し掛かけるか？」

「ダメだ。まだ向こうの準備が終わっていない」

　そこでようやく、小柄な方の黒フードが声を発した。

「まぁそうだよな……。でも、あいつら絶対にホテルに行くだろう。そうなると接せつ触しよくが難しく──」

　言葉が途と切ぎれたのは、小柄な黒フードが急に向きを変えたからだ。

「どうした？」

　返答はない。小柄な黒フードは、街の入り口を注視している。長身の黒フードもそちらに視線を送った。

　バハル・シエロの街に入ってくる大勢の人間。その中の一人、入り口で立ち止まっている金きん髪ぱつの少女に、小柄な黒フードの視線は固定されていた。

　大きな斧おのを背負っている少女は、戦士だろうか。

　戦士風の少女は物もの珍めずらしげに、キョロキョロと周囲を見渡していた。街の雰ふん囲い気きに圧倒されているのか、口がずっと開いている。

「いかにも『田舎いなかから出てきました』と言わんばかりの立たち振ふる舞まいだな。知り合いか？」

「……私たちは幸運かもしれない」

　問いの答えにはなっていない。しかし黒フードの下から僅わずかに覗のぞく口元が笑えみの形をしていたので、長身の黒フードは察した。

「もしかして神様のおぼし召めしってやつか？　皮肉が効いてるものだ」

　鼻で笑う長身の黒フード。小柄な黒フードは、瞬しゆん時じに口を真横に結ぶのだった。




　ディオスの体から下りた神しん獣じゆうたちは、今は人間形態になり、通りの店を一いつ軒けんずつ見て回っていた。

　先ほどコーシカが言っていた通り、街の機能はこの大通りに集中しているらしい。

　衣類を扱あつかう店の隣に食料品店があったり、その隣に雑貨屋があったりと、少し歩くだけで暮らしに必要な物が手に入る店の並びだ。

　同時に、観光客向けに飲食店や土産みやげ物もの屋も充実している。

　その土産物屋の一軒、魚を模した工芸品を眺ながめている時だった。

「あれ……。どうしたんだろうあの人」

　レイナが、道行く人の一人を見つめている。

　ディオスもつられてそちらを見ると、明らかに挙動がおかしい人物がいた。地面に手を突きながら、這はうようにして少しずつ移動しているのだ。

　金の髪かみをショートカットにした、ボーイッシュな少女。華きや奢しやな体に似つかわしくない、背の丈たけほどもある巨大な斧を背負っている。

　その戦士風の金髪の少女は、今にも泣きそうな顔で地面を注視しながら、少しずつ進んでいた。

「あらあら。落とし物でもしてしまったのでしょうか」

「…………」

　エメロードの言葉に、しかしディオスは反応しない。

「お兄ちゃん……どうしたの……？　何か様子がおかしい……？」

「ハハハ……。そんなことナイアルヨ」

　語ご尾びが変なうえに、ディオスの額からは汗あせが流れていた。少しずつジリジリと後退していく様は、どう見てもおかしい。明らかに動どう揺ようしている。

「もしかして、知り合い？」

　レイナが尋たずねている間に、金髪の少女はディオスたちに近付き──。

「…………あれ？」

　ディオスの姿を見ると、少女は大きく目を見開いた。

　そして次の瞬しゆん間かん。

　金髪の少女は立ち上がり、猛もうダッシュでディオスの許もとへ駆かけ寄よってきた。

「ディー君んんんんんんんんっ！　やっと……やっと追いついたあああああああっ！　会いたかったよおおおおおおおお！」

　そして熊くまを絞しめ殺ころすような勢いで、力いっぱいディオスに抱だきついたのだった。

「────!?」

　神獣たちとコーシカは、いきなりディオスに抱きついた少女に目を丸くする。

　同時に、彼女たちを纏まとう空気が少し刺とげ々とげしいものに変わった──ことにディオスは気付かない。

　抱きついてきた少女の対応に、手て一いつ杯ぱいだったからだ。

「おわっ！　や、やめろって！」

　ディオスは目いっぱい体を振ふって少女を払はらおうとするが、動物の毛に絡からみつくオナモミのように少女は離はなれない。

　金髪の少女は、目の端はしに涙なみだを溜ためながら続ける。

「だって、だって、ディー君ったらボクに黙だまって村を出ていっちゃうんだもん！　どれだけボクが心配したと思ってるの!?」

「そ、それは、余計な心配をかけるかなと思って……。ごめん……」

「もう！　何も言ってくれない方が心配するってば！　事前大会モナーフエスに出場するために出て行ったってディー君のお父さんに聞いてから、ボクもすぐにディー君を追いかけて村を出たんだよ！　でも魔ま物ものにはいっぱい襲おそわれるし、ようやくトルバ・マディナに辿たどり着ついた時には、既すでに事前大会モナーフエスは終わっていたし！　何とか次の事前大会モナーフエスの情報を聞いたものの、ここに来るまでの道中でお金を落としてしまったみたいだし──！　途と方ほうにくれつつも街の中を捜さがし回っていたら…………うっ……ううっ……」

「あー……。何だか、とても大変だったんだな……」

「それもこれも全部、ディー君のせいだからね!?」

「それは本当に悪かったけど、お金を落としたのは俺のせいじゃない……」

「うぅぅ…………。でも、ディー君の無事な姿を見ることができて本当に良かった。ようやく安心したよおおぉぉ……」

　ディオスに抱きつきながら、泣なき崩くずれる金髪の少女。

　神獣たちもコーシカもしばらくの間、ただポカンと二人のやり取りを見ているばかりだった。

「……ところでディー君。その女の子たちは一体？　まさかボクの知らない間に、たくさんの女の子を泣かせてしまうようなイケナイ男の子になってしまったの……？」

　声を上げて泣いたからか、少し落ち着きを取とり戻もどした少女は、佇み続ける皆みんなの姿にようやく気付いたようだ。

「あー……。ええと……」

　コーシカはともかく、レイナたちのことを「神獣です」と言って理解してもらえるのだろうか。それにはまず、自分が神サ獣マ使ナいーになってしまったことから説明しなければならない──とディオスが悩なやんでいる間に、神獣たちは前に躍おどり出でてきてしまった。

「私たちは神獣ですよ」

「そうそう。ディオっちに召しよう喚かんしてもらったんだから」

「ふーん、なるほど。ディー君が召喚した神獣だったのかぁ。…………………………え？」

　時が止まったかのような静せい寂じやくが、彼らの間に渡わたる──。

　自分が復唱した言葉の異常性を理解した少女は、完全にフリーズしてしまったようだ。

「まぁ、信じられないよな、普ふ通つうは……」

　それでも少女はヨロヨロとレイナに近付き、呆ぼう然ぜんとしながら彼女の虎とら耳をひと撫なでした。

「わひゃっ!?」

「気持ち良い手て触ざわり……。これは本物？　ということは、この尻しつ尾ぽも？」

　さらにレイナの尻尾を撫で上げる金髪の少女。

「にゃぁんッ……！」

　レイナの口から色っぽい声が洩もれる。その横で、コーシカが顔を真っ赤にしながら口をパクパクさせているのが見えたが、今は無視。

　ディオスは慌あわてて、レイナから少女を引きはがした。

「いや、落ち着け!?　彼女の耳も尻尾も飾かざりじゃない。本当に神獣なんだって！　その、俺が召喚した……」

「神獣……。ディー君が召喚した……」

　少女は、ディオスと神獣たちの顔を何度も見比べる。

　その間エメロードは背から蔦つたを生やし、ルヴィは指先から炎ほのおを出し、マリンは足元に水を滴したたらせて自分たちが人間ではないことをアピールする。レイナだけは先ほど触さわられて警けい戒かいしてしまったのか、少し距きよ離りを置いて見つめるばかりであったが。

「つまり、ディー君が神サ獣マ使ナいー……？」

「うん、そういうことになってしまったんだ……。俺も原因はサッパリわからないんだけど……」

「そんな……。ディー君が実は女の子だったなんてことはありえないし……。それは昔、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたから間ま違ちがいないし……」

「おおいっ!?」

　少女の問題発言に、神獣たちとコーシカのこめかみが若じやつ干かんピクリと動く。ディオスはあえてそれを見ない振りをした。

「信じられないけれど、ディー君はこんな噓うそを吐ついて困らせるような子じゃないし……。いや、でも……」

　悩み続ける少女とディオスの間に、ついに神獣たちが割り込んだ。

「んでディオっちー。このボクっ娘ことは一体どういう関係なのさ？」

　腕うでを組んで言うルヴィの顔は、彼女にしては珍めずらしく不満げだ。

「そうです。お知り合いみたいですが、先ほどからご主人様にベタベタと触りすぎではありませんか？」

「お兄ちゃんは……私たちのだし……」

　エメロードとマリンも、眉まゆを寄せながらディオスに詰つめ寄る。

「だから、そういう誤解を招くような言い方はしないでくれって。ええと、紹しよう介かいするよ。彼女は──」

　そこで金髪の少女が、ディオスの口を遮さえぎった。

「ディー君、自分で言うから大だい丈じよう夫ぶだよ。自己紹介が遅おそくなってゴメンね。ボクの名前はファルル・ツェクリ。見ての通り戦士だよ。ディー君とは、子供の頃ころからの付き合いなんだ」

　ファルルはディオスの肩かたを軽く叩たたきながら、人ひと懐なつこい笑え顔がおを作ってみせた。

「先ほどの会話から、何となく予想はしていましたけれど……。いわゆる幼おさな馴な染じみというやつですね？」

　エメロードが聞くと、ファルルは頷うなずく。

「うん。ディー君、子供の頃からとにかく弱くて……。だから事前大会モナーフエスに向かったと聞いてから、ボクはもう心配で心配で……。いてもたってもいられずに追いかけてきたんだ。ディー君、体は無む駄だに頑がん丈じようなくせに、攻こう撃げきに関してはなぜかサッパリだったからね……」

「う、うるさいな。というか、その呼び方はそろそろやめて欲しいんだけど……」

「えー、いいじゃん。それより、トルバ・マディナの事前大会モナーフエスはどうだったの？」

　ディオスと神獣たちは、トルバ・マディナの事前大会モナーフエスでのことを簡単にファルルに説明した。

　話を聞き終えたファルルは、レイナをジッと見つめる。彼女の視線に気付いたレイナは、小さく首を傾かしげた。

「……何か？」

「あ、ううん。いやぁ、こんなに可愛かわいい神獣の子が、ディー君を勝利に導いたんだなぁと思って」

「そっ、そんな、別に可愛くはないし!?　それに私は、大したことはしていないし……」

「またまたぁ。謙けん遜そんしなくてもいいって。さっきの話を聞く限り、テロ組織から皆を救ったのはキミじゃない」

「そうだよレイにゃん」

「私たち……レイナに……助けられたし……」

　ニコニコと微笑ほほえむファルルと神しん獣じゆうたち。レイナは完全に照れてしまい、顔を赤くしながらモジモジと手を弄いじり始めた。

「そんな……。私じゃなくて、あれはディオスが……」

「ふふっ、本当に可愛いね。いやあ、それにしても感かん慨がい深いなぁ。事あるごとにすぐに泣いていたディー君が、まさか事前大会モナーフエスで一勝を挙げていたなんて」

「すぐ泣いていたのはかなり昔の話だろ!?」

「え、なになに？　もしかして、ディオっちって泣き虫くんだったの？」

「ふーん？　私もちょっと興味あるかも……」

　先ほどまでファルルに見せていた敵意はどこへやら。

　ディオスの昔の情報を聞きだそうと、ルヴィとレイナが興きよう味み津しん々しんにファルルを見つめる。エメロードは言わずもがな。期待を込こめた熱い眼まな差ざしを既にファルルに送っていた。

「お前ら、そこは興味を示さなくてもいい部分だからな！」

　ディオスが顔を赤くしながら声を張り上げた、その時。

「お兄ちゃん……。私……早くホテルに……行きたい……。ちょっと……疲つかれてきた……」

　マリンが、ディオスの服の裾すそを摑つかみながら見上げてきた。いつも眠ねむそうな目が、今はさらにとろんとしている。

「ん、そうか。今日はずっと良い天気だったし、水分補給もあまりできてなかったもんな」

　ディオスはマリンに元の姿に戻るよう指示すると、いつものように自分の腕に巻き付かせた。マリンは安心したかのように、つぶらな瞳ひとみをそっと閉じる。

「ふわぁ、凄すごい……。本当に神獣なんだ……」

　マリンの変身を目まの当たりにしたファルルが、感心したように呟つぶやく。ディオスが神サ獣マ使ナいーになったことを、これで完全に信じたようだ。

「でもディー君……。さっきその子、ディー君のことを『お兄ちゃん』って呼んでいたけれど、まさか──」

「いや、違ちがうから！　俺が無理やり言わせているんじゃないからな!?」

　疑ぎ惑わくを宿した目で見つめてくるファルルに、ディオスは慌てて弁明する。

　その間にレイナとルヴィ、そしてエメロードも元の姿に戻り、ディオスの体に乗って移動体勢を整えた。

「ディオスさん。私も早くホテルに向かいたいです」

　ファルルとの再会の間ずっと無言だったコーシカも、少し棘とげのある声で訴うつたえる。

　心なしか怒おこっているようにも見えるが、ディオスは彼女も疲れが出てきたのだろうと考えた。多くの人間は、疲れると余よ裕ゆうのない態度になってしまうものだ。

「よし。それじゃあ早さつ速そく向かうとするか」

　ディオスたちはホテルに向けて移動を開始する。ファルルも少し離はなれて付いてきた。

　気がつけば、日はほとんど暮れかけていた。とはいえ、ホテルから洩れてくる光が街全体を照らしているので、真昼とほとんど変わらないほどの明るさなのだが。

　ホテルに着く前に、ディオスは改めてファルルに向き直る。彼女がこれからどうするのか、聞いていないのを思い出したからだ。

　ディオスの視線にファルルは何か察したのか、ばつが悪そうに俯うつむいた。

「ディー君……。ボク、ええと……」

「お金を落としたって言ってたよな？」

「うん……。あの、村に帰ったらちゃんと返すからさ。だから──」

「わかってるよ。それにファルルには昔から世話になりっぱなしだしな。それくらい、貸してやるよ」

「──っ！　ありがとうディー君！」

　満面の笑みを浮うかべたファルルは、またディオスの首元に抱だきついた。

「だからそれはやめろって！　俺はもう子供じゃないんだから！」

　ディオスは慌ててファルルを引きはがす。何となく、神獣たちから感じる視線が痛い。

「えへへ……。それにしても楽しみだなぁ。ディー君の晴れ姿」

「……ん？　どういう意味？」

「え？　だから、ディー君が事前大会モナーフエスでどういうふうに戦うのか、見てみたいなあって」

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがて、ディオスはおもむろに口を開いた。

「まさか、事前大会モナーフエスも見るつもりなのか？」

「当たり前でしょ。ボクはディー君を追いかけて村を出てきたんだよ！　それとも、このままとんぼ返りしろって？」

「…………」

　ディオスは困ったように頰ほおを搔かく。

　ファルルは昔から、ディオスに対しては異様に過保護で心配性しようなのだ。そのくせ、少しだけ抜ぬけているところがある。このまま村に帰らせても、またどこかでお金を落としてしまうのではないかと、ディオスが心配するほどには。

　かといって、彼女のディオスに対する過保護っぷりを皆みんなに見られ続けるのも、少し辛つらい。

　──それに関しては、既すでに手て遅おくれな気もちょっぴりするのだけれど。

「ご主人様。ファルルさんも一緒に行けば良いじゃないですか」

　ニコニコと言い放つエメロードに、ディオスだけでなくコーシカも目を見開いて彼女に振ふり返かえる。

「エメロードさん!?」

「せっかく遠い所からご主人様を追いかけて来たというのに、すぐに帰れというのはさすがに酷こくだと思いますよ？　それに、既に日も暮れております」

「まぁ、それはそうかもしれないけどさ……」

「さらに言えば、ファルルさんはご主人様のことを幼い頃から知っておられるのですよ？　これは色々とお話を聞くチャンスではないですか。……うふふ、楽しみです」

「確かに、ルヴィもそれは気になるって感じ！」

「……私……も…………。ぐぅ…………」

「マリン、寝ねながら喋しやべってる……」

　ディオスのことなら意地でも会話に参加するマリンに、レイナは思わず苦く笑しようする。

　神獣たちの反応を見たディオスは、大きな息を一つ吐つくと──。

「わかった……。それじゃあ、ファルルも一いつ緒しよに行こう」

　降参したかのように、軽く肩を竦すくめてみせた。

「やったぁ！　ディー君ありがとう！」

　ファルルは満面の笑えみを浮かべ、再びディオスに飛びつく。

「だ、だから離れろって！」

　ジト目で見てくる神獣たちとコーシカに気付いたディオスは、慌あわててファルルを遠ざける。

「ファルルさん……。同行しても良いとは言いましたが、あまりご主人様にベタベタされますと撤てつ回かいしますからね？　ご自分でお金を稼かせいで帰き還かんしてください」

　珍しく、エメロードの目付きが険しくなる。同時に彼女の体から蔦つたが伸のび、ファルルを牽けん制せいした。

「うひぃ!?　それは勘かん弁べんしてください！」

　エメロードに威い嚇かくされたファルルは、慌ててディオスから離れた。神しん獣じゆう形けい態たいのエメロードは蛇へびなので、余計に怖こわかったのだろう。そしてお金のことを言われるとツライらしい。

　ちなみに、ファルルは下心があってディオスに密着しているわけではない。単にスキンシップが激しいだけなのだ。

　──と、ディオスは子供の頃からそう信じている。

　彼女の返答に満足したのか、エメロードは蔦を引っ込め「わかれば良いのです」とまたいつもの雰ふん囲い気きに戻もどった。

（何だか、胃の痛い案件が増えた気がする……）

　今のやり取りを見ていたディオスは、思わず頭を抱かかえたくなるのだった。




　ホテル『ポリテリア』に到とう着ちやくした一行は、街に来た時と同じように、しばし入り口に突つっ立たっていた。

「ほあー……」

　ディオスは間の抜けた声を発することしかできない。あまりにも、ホテルの規模が想像を絶していたからだ。

　まず、ロビーの天てん井じようがありえないほど高い。高すぎて、天井に彫ほられている精せい巧こうな模様が視し認にんできないほどである。

　染しみ一つない真っ白な壁かべには、等とう間かん隔かくで巨きよ大だいな絵画が飾かざられている。おそらく、どの絵も相当な価値があるのであろう。全すべて黄金色の額がく縁ぶちで彩いろどられているので、そんな気がする。まったくわからないけれど。

　足元に広がるのは、細やかな刺し繡しゆうが施ほどこされた厚い絨じゆう毯たん。踏ふんでしまうのが申し訳ない気持ちになってしまうほど、複雑かつ美しい螺ら旋せん模様である。

　ロビーには受付用の白いカウンターが設置されているのだが、その受付ですら、今までに見たことがない規模であった。

　カウンターが異様に長く、その中には多くの受付用スタッフが、壁の絵画と同じように等間隔で並んでいる。現在ほとんどのカウンターは埋うまっており、受付スタッフたちの丁てい寧ねいな説明の声が、途と切ぎれることなく聞こえてきていた。

　ディオスは救いを求めるかのように、前に一度来たことがあると言っていたコーシカに視線を送る。

「どうしました？」

「いや、何だか圧あつ倒とうされちゃって……」

「まだ何もない入り口じゃないですか。中はこんなものではありませんよ。『海辺の楽園』を満まん喫きつするため、早く受付を済ませてしまいましょう」

　そう言うと、コーシカはディオスを引っ張ってズンズンと歩き出す。

　今だけはコーシカの強ごう引いんさが、少し頼たのもしいと感じるディオスだった。




　何とか受付を済ませたディオスたち。

　ディオスが個室で、コーシカとファルルが同室という部屋割りになった。

「ファルル。くれぐれもコーシカに迷めい惑わくをかけるなよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって！」

　自信満々に答えるファルルだが、ディオスはいまいち信用することができない。とはいえコーシカの不安を無む駄だに煽あおりたくはなかったので、それ以上は何も言わないでおいた。

　部屋の前まで来たディオスたちは、そこで就しゆう寝しんの挨あい拶さつをして別れる。疲れもあり、その日はすぐに休むこととなったのだ。

　渡わたされた鍵かぎを恐おそる恐る差し込むディオスと、それを見守る神しん獣じゆうたち。解かい錠じようの音を聞いてから、重い扉とびらをそっと押し開ける。

　部屋の中に入った瞬しゆん間かん、天井の明かりが瞬しゆん時じに点灯したのでディオスは驚おどろいた。人感式の明かりは相当に高価な結けつ晶しよう具なので、今までに見たことがなかったからだ。

　それを言ってしまえば、この街のほとんどがディオスにとって初見のものばかりではあったのだが──。

　改めてディオスは、これから数日間世話になる部屋を見回す。

　一人部屋とはいえ、広さには余裕がある。簡単なトレーニングならできるだろう。

　窓を見ると、当然のようにオーシャンビュー。

　明かりに照らされた夜のビーチが、幻げん想そう的な雰囲気を醸かもし出している。

　壁かべ際ぎわに設置された小さなテーブルの上には、淡あわい緑色の結晶がはめ込まれた、長方形の白い物体が置いてある。これは、少し離れた場所の人間と話すことができる結晶具だ。

　その側そばには、食事と飲み物の一覧が書かれた紙もあった。どうやら部屋まで軽食を運んでくれるサービスをやっているらしい。

　神獣たちはディオスの体から飛び下りると、人間形態になり部屋の中を見て回った。

「うわぁ。さすがにベッドもデカいね！」

　ルヴィは歓かん声せいを上げながら、ベッドに勢いよくダイブする。ルヴィの全身は面おも白しろいほどよく跳はねた。

「うふふ。なかなか良いベッドです。これは共鳴術テグヴエルトもはかどりそうですね」

「……え？」

「何ですかご主人様、その反応は。リゾートホテルですよ？　広いベッドに素す敵てきな景色ですよ？　ここはシチュエーションに興奮しながら、存分に堪たん能のうするべきです」

　いつになく真しん剣けんな顔で力説するエメロード。しかし言っていることがアレなので、どうにも締しまらない。

「私も……エメロードの意見に……賛成……」

　しかしマリンが乗っかってしまった。疲つかれていたはずの彼女だが、部屋を見て興奮したのか少し復活したらしい。

　エメロードとマリンの積極的なコンビネーションには、今のところディオスはまともに対たい抗こうする術すべを持っていない。

　ディオスは困こん惑わくしながら、ルヴィとレイナに視線を送る。控ひかえめな二人であるが、モジモジとしながらも、どちらの顔も嫌いやそうではない。

「まぁ、ここ数日ずっとコーちゃんと一緒に野宿だったし？　今日くらいはその、ルヴィもいいかなって？」

「わっ、私は……ディオスが疲れているなら、別に──わひゃぁっ!?」

　レイナが悲鳴を上げたのは、エメロードが蔦でレイナの体を撫なで上げたからだ。

「レイナさん、無理をしてはいけません。ストレスを溜ためると健康にも良くないですよ？」

「べ、別に無理なんてしていないし！」

「あらあら。それでは、レイナさんがトルバ・マディナの事前大会モナーフエスの時にご主人様にした、あの──」

「にゃああああああああッ!?」

　絶ぜつ叫きようしながら、レイナは慌ててエメロードの口を塞ふさぐ。彼女の反応に、ディオスもルヴィもマリンも目を丸くした。

「……何だ？」

「何でもないッ！」

　振り返るレイナの顔は真っ赤だった。明らかに何でもないわけがない。が、レイナの目が「聞くな。何も聞くな」と切実に訴うつたえていたので、ディオスはそれ以上問うことはできなかったのだった。

「えー。そんな反応されたら、チョー気になるってカンジー？」

「…………怪あやしい……」

「本当に何でもないから！　そ、それよりも共鳴術テグヴエルト！　次の試合に向けてここは共鳴術テグヴエルトをしておかないと！　ホラ！」

　全身をリンゴのように赤く染めたまま、レイナは不自然な笑え顔がおを浮うかべた。ついでにベッドをバシバシと叩たたくが、少しヤケクソ気味に見えるのはおそらく気のせいではない。

「うふふ。まさかレイナさんから、共鳴術テグヴエルトを催さい促そくするようになるとは。最初の頃ころとは随ずい分ぶんと変わりましたね」

「そっ、それは!?　だって、もっと、つ、強くならなきゃだしっ……！」

「うふふ。レイナさんが積極的になってくださって、私とても嬉うれしいです」

　ぐぬぬと恨うらみがましい目をエメロードに向けるレイナだったが、草の神獣はニコニコと笑い続けるばかりだ。

「これはエメ姉、確実にレイにゃんの弱点を握にぎってんね……」

「私も……気をつけよう……」

「んー？　マリぴっぴならその点は大丈夫そうだけど。弱点とかなさそう」

「……そう？」

「それとも、何かあったりするの？」

「…………たぶん、ない……？」

　マイペースな火と水のコンビの会話を眺ながめていたディオスの体が、そこでふわりと宙に浮いた。

「おおおっ!?」

「さあ、共鳴術テグヴエルトを始めましょうご主人様」

　エメロードが蔦つたを使い、ディオスを強制的にベッドの上に移動させたのだ。

「いや、でもお前たちも疲れただろ？　ほら。特にマリンなんか、早くホテルに行きたいって言っていたじゃないか。別に慌あわてて共鳴術テグヴエルトをしなくても──」

「じゃあお兄ちゃん……浜はま辺べで共鳴術テグヴエルトをしよう……。そうしたら私……大丈夫……。元気になる……」

「……何ですと？」

　彼女の返答に、ディオスの目が点になる。

　マリンを思っての言葉が、この場合逆効果をもたらすなどとは、誰だれが想像できたであろうか。

　浜辺で──。

　浜辺とは、海の近くにある砂すな浜はまのことである。

（いや、いくら山奥の村育ちとはいえ、さすがにそれは知っている）

　自分の思考に自分でツッコむディオス。

　彼はさらに考える。

　なるほど。水の神獣のマリンだから、ついでに海に浸つかれば元気になるというわけか。だから海に近い浜辺で共鳴術テグヴエルトを──。

「いやいやいやいや!?　浜辺はダメだろ!?　外だし！　夜の海は危険がいっぱいな気がするし！」

　咄とつ嗟さに、コーシカと初遭そう遇ぐうした時のことを思い出す。

　あの時、心から後こう悔かいしたではないか。もう共鳴術テグヴエルトは外でやらないと。自分の共鳴術テグヴエルトは、人に見せてはいけないものだと。

　しかし、もう遅おそかった。砂糖菓が子しを前にした子供のように、エメロードが目をキラキラと輝かがやかせていたのだ。

「それは素す晴ばらしい意見ですマリンさん！　私もそれに賛成です！　事前大会モナーフエスまでここに泊とまるわけですし、ベッドでの共鳴術テグヴエルトはいつでもできますよね！」

　あ、もう何を言っても無駄だな──と、ディオスは悟さとらざるをえなかった。

　真っ先に反対してくれそうなレイナはエメロードに弱みを握られているらしいし、残るルヴィは押しに弱い。

「でも、さすがに外は──」

「レイナさん。何事も経験です」

　エメロードの鶴つるの一声。レイナは悔くやしそうな顔はするものの、それ以上何も言い返す気配はない。

「ちょ、ちょい待って。外って。コーちゃんの時みたいに、誰かに見られる可能性があるじゃん？」

　少し焦あせるルヴィの前に、マリンが進み出る。そして彼女は自分の唇くちびるに人差し指を立ててみせた。

「私の能力で……見つからないようにする……大丈夫……」

「うわー何それビビるし。……チート？」

「うふふ。では問題ないようですね」

　話がまとまってしまった。この流れが予測できてしまったことが、ディオスは少し悲しい。

　本音を言えば、ディオスは共鳴術テグヴエルトが嫌なわけではない。男子たるもの、やはりドキドキしてしまうし、ちょっと嬉しかったりもする。

　だが、それ以上に良心が痛むのだ。能力を強化するためとはいえ、恋こい仲なかでもない女性の体に触ふれることには、やはり抵てい抗こうと後ろめたさがあった。

　たとえ彼女たちが人間ではなく、神獣であろうとも。

（そういえば、どうして俺の共鳴術テグヴエルトは、神獣たちが人間形態じゃないと効果がないんだろう……？）

　自分が神サ獣マ使ナいーの素質があったこと同様に、それもまた大きな疑問点ではあった。

　神しん獣じゆうたちの話では、本来の共鳴術テグヴエルトは神獣形態のまま行われるものであるという。

　さらに言えば、神獣と神サ獣マ使ナいーがお互たがいに「これから触れ合って絆きずなを深め合おう」と強く意識しないと発生しないものらしい。

　コーシカがアガートに触れても、共鳴術テグヴエルトが発生していなかったのはこれが原因である。

　まあ、あのコンビの絆の深め方は、また特とく殊しゆではあるのだが──。

　そんなディオスの内なる葛かつ藤とうや疑問など露つゆ知しらず、エメロードは嬉き々きとして話を進める。

「ではでは、早さつ速そく浜辺に向かうことにしましょう」

「もうわかったから、拘こう束そくを解いてくれ……」

「このまま縛しばられた状態でお外に行く、というのは──」

「俺を社会的に殺す気なのか？　そうなのか？」

　ただでさえ『神獣四体連れの男』というだけで目立っているというのに、さらに『拘束好きの変態』という属性まで付ふ随ずいされたらたまったものではない。これ以上、変な注目を浴びたくはないのだ。

　切々と目で訴えるディオス。エメロードは観念したのか、それともただからかっていただけなのか、ディオスを縛っていた蔦を自分の体に巻き戻もどした。

　神獣たちは元の姿に戻り、ディオスの体に乗ってくる。すっかり移動体勢だ。

　こうなったらもう、従うしかない。進路変へん更こうも許されないだろう。

　隣となりの部屋のコーシカとファルルに気付かれないよう、静かに部屋を出るディオス。

　まるで、自分の葬そう儀ぎに向かうような気分であった。




　壁かべに貼はられたホテルの地図を見ると、海へ通じる出入り口はいくつもあるようだ。ディオスはその中でも、人の出入りが少なそうな端はしの方を利用することを選んだ。

　何とか無事に外に出ると、いくつもの岩場がすぐ眼下にあった。ここは遊泳エリアからもっとも離はなれた場所らしい。

　ディオスは小さな明かりに照らされた、細い階段を下りていく。

　夜は遊泳禁止になっているからか、海の中に人の姿はない。遠くの砂浜の方から、バーベキューをやっているのであろう歓かん声せいが聞こえてくるのみだ。

　岩場を確かく認にんしながら歩いていると、腕うでに巻き付いていたマリンが突とつ然ぜん離れた。

「マリン？」

　彼女は振ふり返かえらず、一直線に海へ。そして波打ち際ぎわまで行くと、ざぶんと海に浸かった。

　ぷかぷかと海に浮かぶ様子は、どう見てもクラゲだった。

　ひとしきり海を堪たん能のうした後、またふよふよと戻ってきたマリンは、体から小さな光を発し、ディオスの前で人間形態になる。彼女の全身はずぶ濡ぬれで、薄うすい布地の服は当然のように透すけていた。

「ありがとう……ちょっと……元気になった……」

　控ひかえめに笑うマリン。その言葉に偽いつわりはなさそうだ。

　さらに彼女の手から、淡あわい水色の光が発せられた。その光はドームのようにディオスたちを取り囲み、やがてじんわりと見えなくなる。

　先ほどルヴィに言っていた、水の屈くつ折せつを利用した『周囲から見えなくなる』能力を使用したのだ。防音を兼かねた能力でもある。

　マリンは姿を消す能力を使うことができるが、その対象を自分以外にしたものだ。効果範はん囲いは広くないが、共鳴術テグヴエルトをするだけなら広さは必要ない。

　マリンの水の神獣らしい一面を見たところで、他の三体も人間形態へと姿を変えた。

「さて、ご主人様。せっかく特殊なシチュエーションなわけですし、本日は特殊な共鳴術テグヴエルトはいかがでしょうか」

「俺の共鳴術テグヴエルトは既すでに特殊な気もするんだけど……」

「それを踏ふまえて、です。それでですね、私が提案するのは縛りプレイなのですが──」

「それはエメロードがいつもやっているだろ!?」

「私ではなく、ご主人様を縛る方です」

「全力でお断りしますッ！」

　ディオスは言葉通り全力で腕をクロスして、拒きよ否ひの意思を示した。

　それは即すなわち、エメロードに好き勝手されるという意味で──。

　もう危険しか感じない。何をされるかわかったものではない。

「むぅ、そこまで嫌いやだと仰おつしやるのなら仕方がないですね……。では──」

　エメロードは他の神獣たちに振り返るや否いなや、彼女たちの体をたちまち蔦で縛り始めてしまった。

「うにゃあぁっ!?」

「ちょちょちょエメ姉マジで!?」

「…………！」

　為なすすべもなく、エメロードの蔦の餌え食じきになった神獣たち。

　砂浜の上で並んで縛られている様は、まるで良からぬ輩やからに誘ゆう拐かいされてきた場面のようでもある。

「名付けて『神獣だけどマグロだよ。さぁご主人様召めし上あがれ』作戦です！　もちろん、私も一いつ緒しよに召し上がってくださいませ！」

「待ってエメロード!?　私きっと美お味いしくないから！」

「る、ルヴィもだし!?」

「私は………………どうだろう……？」

「いや、みんな落ち着け！　俺が本当に食べるわけがないだろ!?」

　虎とらと蛇へびの肉って少し硬かたそうだし、ヒヨコは食べるほどの肉が付いてなさそうだし、クラゲはプルプルはしてそうだけど味が未知数──とそこまで考えて、ディオスは自分がエメロードの雰ふん囲い気きに吞のまれつつあることを自覚した。

　とりあえず犬のように頭を激しく振り、今自分が考えてしまったことを脳内から強ごう引いんに振り払はらう。

　彼女たちは神獣。決して食材ではない。

（俺、人間。彼女たち、神獣。聖なる存在。尊い命。………………よし）

　大きく息を吸って深呼吸。一いつ瞬しゆんの混乱劇を無事に切きり抜ぬけたところで、自分を縛った状態のまま、またしてもエメロードが口を開いた。

「そうですよレイナさん。別の……性的な方の意味です。うふふ……」

「別の意味でも食べないからな!?」

「えー」

[image: ]

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて不満の意を示すエメロードは可愛かわいいのだが、それとこれとは話が別だ。

「とりあえず、皆みんなを解放してあげてくれ。さすがにこの状態で共鳴術テグヴエルトをやるには、支障がある気がするんだ……」

「むぅ。言われてみれば確かにそうですね。これだとお腹なかに触れてもらえませんし」

　そう言うとエメロードは、皆を縛っていた蔦つたを緩ゆるませる。

「……と言いつつ、手首に蔦が残ったままなんだけど」

　後ろ手を縛られた状態でレイナが訴うつたえると、エメロードはキリッとした顔で彼女に振り返る。

「いえ、この部分だけは譲ゆずれません」

「…………」

　目が本気だった。

　何が彼女を、そこまで緊きん縛ばくに駆かり立たてるのだろうか。

　それはわからなかったが、確かなのは、手首の蔦は共鳴術テグヴエルトが終わるまで解いてくれそうにない、ということだった。

　ディオスは仕方なく、側そばの岩に背を預ける。

　こうなればもう、覚かく悟ごを決めてさっさと終わらせるしかない。

　神獣たちもディオスの考えを察したのか、次々に彼の周りに集まり、膝ひざを突いた。

　エメロードの雰囲気に当てられたのか、先ほどとは打って変わって、神獣たちの表情は艶つやっぽいものに変わっていた。

「さあ、ご主人様。遠えん慮りよなく始めてくださいませ」

　エメロードは大きな二つの膨らみをディオスの腕に挟はさみながら、共鳴術テグヴエルトの開始を促うながした。

　いや、既に始まっていた。

　エメロードの『力』を、ディオスは既に体内で感じ取っていたからだ。

　ディオスの体内を駆け巡めぐる、草原の中にいるような爽さわやかな力は、目の前の淫いん靡びな彼女の姿とまったく一いつ致ちしないのだが。

　脳が騙だまされそうになるのを堪こらえつつ、ディオスは反対の手でエメロードの鎖さ骨こつをそっとなぞる。

「ああっ……！」

　声と同時に、エメロードの力も肥大した。

　少し汗あせばんでいたディオスの腕を胸で挟んだまま、彼女は体を激しく捩よじらせる。

「────！」

　その行動が、さらにエメロードの興奮を呼んだらしい。やがてディオスの腕を中心に、彼女の胸が軽く上下に移動を始めた。

「はぁっ……！　ご主人様の腕……とても硬くて……最高ですっ……！」

　ディオスはその腕を、自分のものだと認識しないようにした。でないと、何かが決けつ壊かいしてしまいそうだったからだ。

　今エメロードが挟んでいるのは、そこらで拾った棒。

　そう思うことにした。とても頑がん張ばってそうイメージした。逆にそっちの方がいやらしい気もしたが、たぶん気のせいだ。

「ご主人様……！」

「────っ！」

　脳内イメージを懸けん命めいに修正していたディオスは、しかし強制的に現実に引き戻されてしまう。

　エメロードは少し体勢を前に倒たおし、なんとディオスの耳たぶを甘あま嚙がみしてきたのだ。

　耳から入った熱は、エメロードの力と共にディオスの全身を巡り、熱くさせる。

　腕に感じる柔やわらかい暴力。そして耳に感じる熱い麻ま薬やく──。

「ご主人様……」

　ディオスの耳元で囁ささやきながら、エメロードはディオスの耳たぶを嚙かむことをやめない。

　嚙まれてはいるが、痛くはない。

　むしろ気持ち良──

（だめだだめだだめだだめだだめだ）

　頼たのむ。もう終わってくれ。

　体を襲おそう快楽に懸命に抗あらがいながら、ディオスはこの時間が早く終わることをただ祈いのり続けた。

　そして、時間にしては短く、ディオスにとっては永遠とも取れる時間が過ぎた頃ころ──。

　とても卑ひ猥わいな上下運動をしばらく繰くり返していたエメロードは、ディオスが気付いた時には勝手に果てていた。

「…………」

　ディオスも他の神しん獣じゆうたちも、砂の上で荒あらい吐と息いきを繰り返すエメロードを、しばらく無言のまま眺ながめていた。

　理性には勝ったが、共鳴術テグヴエルトとしては、果たして本当にこれで良かったのだろうか？

　ディオスはまるで哲てつ学がく者のような顔をして自問する。

　後ろ手に手首を縛しばった彼女が、上下運動をしているのを眺めていただけな気がする。

　本来の共鳴術テグヴエルトというのは、神サ獣マ使ナいーが神獣と触ふれ合って絆きずなを深めるのが、正しい姿らしいが──。

　まあ、今は深く考えないようにしよう。とにかく、能力が強くなっていればそれでいい。

　ディオスは無理やり気持ちを切り替かえた。

「え、ええと……。皆はここまでする必要ないと思う……」

　真っ赤になっていたレイナとルヴィは、コクコクコクと力いっぱい首を縦に振ふる。マリンだけは相変わらず表情が乏とぼしく、反応はなかった。

　次にディオスは、ルヴィの頭に手を置いた。

「いいか？」

「う、うん……」

　順番に深い意味はない。単に近かったからだ。

　ディオスはルヴィを腰こしから抱だき寄よせ、正面に座らせた。

　後ろ手に縛られた状態だからか、いつもより胸が強調されている気がする。

（いや、いかんいかん。意識するな。無だ。無を感じろ）

　ディオスは彼女の胸から目を逸そらしながら、以前のルヴィとの共鳴術テグヴエルトを思い出す。

　確かあの時、一番難航したのがルヴィだった。体を色々と触れて回ったが、なかなか反応がなかったのだ。結局あの時、最初に反応した場所は──。

　ディオスはそっと、ルヴィのお腹に触れる。

「あっ──」

　やはり腹だった。ディオスの中に、熱く荒あら々あらしい感覚が走り抜けていく。ルヴィの力だ。

　ディオスはそのまま、弧こを描えがくようにルヴィのお腹を撫なで続けた。

「く……ぅっ……」

　歯を食い縛り、高まる自身の力に耐たえるルヴィ。彼女の体はどんどん熱くなっていく。

　全身に張り付いた汗が、実に蠱こ惑わく的だった。既すでに赤かったディオスの顔が、さらに赤くなる。

　自身の中に巡る力に耐えられなかったのか、そこでルヴィが大きく腰を捻ひねった。

　その勢いでバランスを崩くずし、ディオスの胸むな元もとに前のめりに倒れてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ディオスはすかさずルヴィの体を起こす。しかしルヴィの体が、ビクリと大きく跳はねた。

「────!?」

　ルヴィの突とつ然ぜんの反応に、ディオスは咄とつ嗟さに彼女から手を離はなしてしまった。

　今のは、腹に触れた時よりも大きな力が巡った。しかしどこに触れて反応したのか、ディオスにはわからなかったのだ。

　確かく認にんするべく、ディオスはもう一度先ほどと同じ場所に手を置き──。

「ひっ──!?　あっ、だめ──」

　そして、わかった。鎖骨だ。

　そこでディオスの中に浮うかぶ疑問。前に触れた時、ここは反応がなかったはずだが。

　つまり、新たに増えたということか。

　少ないよりは多い方が良い。その分、共鳴術テグヴエルトにかける時間も短く済む。

　ディオスは楽観的に考え、さらに鎖骨を撫で続けた。

「あっ……ディオっち……もうダメっ……！」

　やがてディオスの中で大きな爆ばく発はつのような力を感じた時、ルヴィは呼吸を乱しながら、エメロードと同様に砂の上に転がった。

　ディオスも少し呼吸が乱れてきた。

　神獣たちの能力が流れ込んでくることで、彼女たちの成長を直じかに感じられるのは嬉うれしいのだが──。性質がまったく違ちがう神獣の能力が、続けざまに体の中を駆け巡ることが少々負担になっていたのだ。

　以前は、そのようなことはなかった。これまでに神獣たちと一いつ緒しよに過ごしてきて絆が深まり、彼女たちの力が上じよう昇しようしているからかもしれない。

　普ふ通つうの神サ獣マ使ナいーが召しよう喚かんできる神獣は一体なのに対し、ディオスは四体も召喚できてしまった。これはディオス特有の悩なやみなのだろう。

（俺も何か鍛きたえた方がいいのかな……。でも何をどうやって？　魔ま力りよく？）

「お兄ちゃん……」

　ディオスが考えていると、マリンがピタリとくっついてきた。二人の共鳴術テグヴエルトを見て、我が慢まんできなくなったらしい。

　ディオスが彼女の頭を優やさしく撫でると、マリンの力が体内に流れてきた。

（……ん。あれ？）

　ディオスはそこで内心首を傾かしげる。以前、共鳴術テグヴエルトをした時も疑問を抱いだいたのを思い出した。

　同じ場所に触れても、神獣によっては力の高まりが感じられない場合がある。

　たとえば、マリンは頭を撫でると反応する。しかし、ルヴィは頭を撫でても反応しないのだ。

　この違いは一体何なのか。

　今まで不明だったのだが、マリンの反応に何かピンときた。もしかしたら、わかってしまったかもしれない。

　そしてこうも思う。これは、気付かない方が良かったのかもしれない──。

　だが、疑問は確かめてみたくなるわけで。

　ディオスはマリンの頭を撫でながら、勇気を出して聞いてみることにした。ただし、他ほかの神獣たちに聞こえないよう、限りなく小声で。

「あのさ……。マリンはこうしていると、その……気持ち良かったりする？」

　唐とう突とつな質問に、マリンは首を傾げながらディオスを見つめる。そして目をとろんとさせたまま頷うなずいた。

「うん……。これ、とても好き……」

「えっと、じゃあさ。こ、これは──？」

　今度はマリンの首筋に手を置いて滑すべらせる。

「……ぁあんっ…………」

　この見た目の年ねん齢れいの女の子が、出してはいけないような声であった。ディオスは途と端たんに罪悪感に襲われる。

　マリンは身じろぎをした後、さらにもの欲しそうな目をディオスへと向けた。

　そしてディオスは、ほぼ確信した。

　神獣たちの能力がディオスの中に流れてくる時──おそらく能力が強化された時──は、彼女たちの『興奮する部位に触れた時』なのだと。

（やはり、気付かない方が良かったかもしれない……）

　さらに共鳴術テグヴエルトがやりづらくなってしまった。

　だが、下へ手たに体をベタベタと触さわる必要がなくなったと思えば、それはそれで良かったのかもしれない。彼女たちが興奮を感じる部位を狙ねらえば、共鳴術テグヴエルトを早く終わらせることができるということだ。

　何だか女性に遊び慣れた男みたいで、少し複雑な気分になってしまうが。そこは深く考えないようにしよう。

　マリンは頭を撫でると興奮する。事実、既に濡ぬれていた彼女の体から、さらに倍の量の水が滴したたっていた。もう間ま違ちがいない。

　わざわざ犯罪になりそうな部分に触れなくても、このまま頭や首筋に触れ続ければ──。

「わぷっ!?」

　ディオスの思考と視界を遮さえぎったのは、その『犯罪になりそうな部分』であった。

　マリンが薄うすい胸を、ディオスの顔に押し付けてきたのだ。

「でも……こっちの方が……もっと好き……」

　さらにぎゅうっともう一押し。

　ディオスはマリンの力が激しく高まっているのを感じながらも、彼女の体を遠ざけた。

　エメロードが彼女たちの手首を縛っていたことに、初めてディオスは感謝した。でないとおそらく、もっと抵てい抗こうされていただろう。

「…………っ！」

　しかしなぜか、マリンの力が突然大きく弾はじけた。

　水を滴らせながら、くったりとディオスにもたれかかるマリン。

（そういえば、マリンは腕うでも感じるんだったっけ……）

　ディオスが彼女の二の腕をガッシリと摑つかんだことにより、マリンは果ててしまったらしい。もしかしたらマリンは、共鳴術テグヴエルトになると全身が性感帯になるのかもしれない。ちょっと困るような、逆に助かるような。

　ともあれ、今回も何とか危機は脱だつしたようだ。何の危機かはわからないけれど。

「えっと……」

「…………」

　残るレイナに視線を送る。

　彼女は刑けいを待つ囚しゆう人じんのようにおとなしく、耳を垂れて俯うつむいていた。ただし、その顔はこの上もなく赤い。やはりディオスの共鳴術テグヴエルトには、まだ慣れていないらしい。

「は、早く終わらせよう。人に見つかったらやばいし」

「うん……」

　レイナはモジモジとしながらも、ディオスに近付いた。

「で、でも私の手が使えないからって、変なとこ触ったら承知しないんだからね！」

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすためか、精せい一いつ杯ぱい強がってみせる。でも、真っ赤な顔ですごまれてもまったく迫はく力りよくがない。

　ディオスは少し苦く笑しようしながら、レイナにそっと手を伸のばす。

　レイナはもうわかる。尻しつ尾ぽだ。

　左右に揺ゆれていた尻尾を摑むと、根元からそっと撫で上げた。

「にゃぁっ……！」

　背を反らせ、レイナは声を洩もらす。

　ディオスはさらに尻尾を撫で続ける。優しく、慈いつくしむように。

「ぁっ……だ、だめっ……」

　極力声を出さないよう、レイナは懸けん命めいに堪こらえている。

「だめ？　ならやめるか？」

（────え？）

　ディオス自身も、自分が吐はいた言葉に驚おどろいた。でもなぜだろう。止まらない。

「……これ、やめるのか？」

　尻尾の根元から、ゆっくりと。少しずつ撫でさすりながらレイナに聞く。自分の口の端はしが上がっていることに、ディオスは気付いていない。

　レイナは身を捩よじり、涙なみだ目めになりがら、ふるふると顔を横に振ふった。

「や……やめるのは……いや……」

　──お願い、もっと……。

　レイナの視線だけの懇こん願がんに、ディオスは無言で応こたえた。

　優しい手付きから、激しい手付きへ。

「ああぁぁ……っ！」

　手を往復させる度たびに、レイナは激しく体を捩らせる。その都度ディオスに胸が当たっていることすら、今の彼女は気付いていない。

　やがて、ディオスの中で白い光が大きく弾けた。今までのレイナとの共鳴術テグヴエルトの中で、一番大きな光だった。

「…………」

　終わった。ようやく終わった。やはり今回も疲つかれた。

　それと同時に、大きな不安も抱いた。

　前の時もそうだった。自分の中に、何かが入ってきたような感覚。今回は一いつ瞬しゆんだったし、以前のようにハッキリと感じたわけではないのだが。

（俺の体に、一体何が起きているんだ？）

　神サ獣マ使ナいーになってしまったことと関係しているのだろうか──。

　不安と疑問を抱きながら、ディオスは立ち上がる。

　そこで自分たちの今の状じよう況きようを、冷静に見ることとなってしまった。

　月の光が静かに降り注ぐ、岩場に囲まれた浜はま辺べの一角。

　手を縛しばられた少女が四人、砂の上に倒たおれ、荒あらい呼吸を繰くり返かえしている。

「……何かの事件現場かな？」

　波の音を聞きながら、ディオスは一人呟つぶやいた。

　仮に誰だれかにこの状況を見つかった場合「自分が……やりました……」と自首する勇気は、とてもではないが出そうになかった。








二章　女の子の水着はいつだって尊とうといものですよ？









　翌朝。コーシカとファルルと合流したディオスと神しん獣じゆうたちは、早さつ速そく食堂に赴おもむき、朝食を食べていた。

　食堂は、どこかの城のダンスホールよりも大きいのではないかというほどの広さ。

　バイキング形式を採用しており、いくつもの長いテーブルの上に、様々な種類の料理が豊富に取りそろえられていた。仮に一種類ずつ取っても、数日間は食べきることができないような多さだ。

　コーシカからまんぷくちゃんと呼ばれているほど大食なアガートも、さすがに全種類を食べることはしなかった。それでも相当の数の料理を胃に収め、いつもより満足そうな顔をしている。

「その猫ねこちゃん、凄すごいね……」

　アガートの食べっぷりに、ファルルは終始目を丸くしていた。

　ディオスの神獣たちは元々あまり食事を食べる方ではないので、神獣形態のまま終始おとなしくしていたのだった。




　滞とどこおりなく食事を終えた皆みんなは、テーブルで一息ついていた。誰も動かないのは、これからの予定について話し合うためだ。

　口火を切ったのはディオスだった。

「さて、今日はどうやって過ごそうか。ここの事前大会モナーフエスまでは、あと七日もあるみたいだけど」

　世界中から人が集まるということ、そして事前大会モナーフエスの開かい催さい地が各地に分散していること。

　そういう事情もあり、事前大会モナーフエスやスリアンヴォスは、余よ裕ゆうのあるスケジュールが組まれている。

　ディオスたちがトルバ・マディナを出たのは八日ほど前だが、かなりのんびりと歩いてきてこれである。

「私たちは神サ獣マ使ナいーですからね。他の方たちと違ちがって、試合直前まで必死に修練に励はげむ必要はないかと」

　コーシカはそう言いながら「私のまんぷくちゃんは強いですから」とアガートを慈じ愛あいの目で見つめる。

「確かに、しばらく休きゆう憩けいはしたいかな……」

　レイナが言うと、他ほかの神獣たちもコクリと頷うなずいた。

「そういえばさー、ファルるんはどうすんの？　事前大会モナーフエスに出んの？」

　ディオスの頭の上から勝手にあだ名で呼ぶルヴィに、「そんなふうに呼ばれたのは初めてだよ」とファルルは小さく笑ってから、首を横に振った。

「ボクはディー君を追いかけて来ただけだから、出るつもりはないよ。そもそもトルバ・マディナの事前大会モナーフエスに出ていないし」

「でも事前大会モナーフエスの推すい薦せん状は、スリアンヴォスに出場を果たすまでは、有効期限が設けられていないのですよ。一度取得しておけば、次の大会の時に楽になると思います」

「え、そうなの!?」

　コーシカの説明に、ファルルは思わず高い声を出していた。

　十年に一度しか開催されないスリアンヴォス。出場するには、四箇か所しよの闘とう技ぎ場でそれぞれ推薦状を獲かく得とくせねばならないが、コーシカの言う通り有効期限はない。

　十年、二十年越ごしにスリアンヴォスに参加する者も少なくはないのだ。

　ちなみに今までの最長記録は、五十年越しに出場を果たした戦士の男だという。

「うーん……。でも十年後かぁ。うーん……」

　眉み間けんに大きな皺しわを寄せ、悩なやみ始めてしまったファルル。しばらくの間唸うなっていたが、皆の視線が自分に集中していることに気付き、ハッと顔を上げた。

「ええと、それについてはもう少し考えることにするよ。この後どうするかってことの方が、今は大事だよ」

「確かにその通りですね。というわけで遊びましょう。ここは『海辺の楽園』。遊ぶためにあるような街です。堪たん能のうしないと損かと！」

　拳こぶしを握にぎるコーシカの目は、朝日を受けた海面のようにキラキラと輝かがやいている。既すでに待ちきれない、といった様子だ。

「あらあら、とても目が活いき活きしていますね。私もコーシカさんの意見に賛成です」

　ディオスの腕に巻き付いたまま、エメロードも頷いた。

「でも、遊ぶって何して遊ぶの？　ホテルの中には色々あるみたいだけど」

　レイナの後に、マリンがすかさず触しよく手しゆの一本を上げて挙手をした。

「はい……。ここはやっぱり……海がいいと思う……」

「そうだな。『海辺の楽園』と言われているからには、それは外せないと思う」

　ディオスもうんうんと頷く。やはりここのメインは海だろう。

「それでは決まりですね！　まずはショッピングモールで水着を買わないと。神獣さんたちも人間形態で遊ぶのですよね？」

　コーシカが尋たずねると、レイナ以外の神獣たちは首を揃そろえて縦に振った。

「当然。だってそうじゃないと、ディオっちと対等に遊べないもん」

「わ、私は別に……」

「そんなこと言っちゃってレイにゃん。尻尾がピンと立っちゃってるしぃー？」

「実は……楽しみだったり……？」

「ち、違うってば！」

　キャッキャッと騒さわぐ神獣たちを流し見ながら、ファルルは不安そうに小さく息を吐いた。

「水着かー。ボクって山育ちだから、着たことないんだよね……。川にはそのまま入っていたし」

「なかなか豪ごう快かいですね……。でも大だい丈じよう夫ぶですファルルさん。私と一いつ緒しよに選びましょう」

　一晩同じ部屋で過ごしたからなのか、コーシカとファルルはすっかり打ち解けたようだ。ファルルがディオスに関する余計なことをコーシカに喋しやべっていないか、少し心配ではあるのだが。

「うふふ。ご主人様を悩のう殺さつできる、ギリギリな水着があると良いのですが……」

「そこは頼たのむから普ふ通つうのにしてくれ……」

　本気でギリギリを攻せめてきそうなエメロードに、ディオスは心からお願いをするのだった。




　ショッピングモールは、これがホテル内にあるということを忘れてしまうほどの規模だった。

　衣服はもちろん、雑貨や家具、食料品まで。世界中のあらゆる物が、この場所で手に入れられるのではないかと思ってしまうほどの品しな揃ぞろえ。

　ウインドウショッピングだけでも楽しそうなのだが、今は水着という目的があるので、女性陣じんは我が慢まんをしつつ通り過ぎていく。

　人の波をかき分け、目的の売り場に到とう着ちやくしたディオスたち。そこでディオスは女性陣と別行動を取ることになった。

　集合場所を決めた後、人間形態になった神獣たちとコーシカ、そしてファルルは、キャッキャッとはしゃぎながら店の中に消えていく。

「泳ぐ前から楽しそうだなぁ……」

　着る物にあまりこだわりがないディオスは、彼女たちのテンションの高さに圧あつ倒とうされるばかりであった。

　ファルルと同じく、ディオスも今までに海とはまったく無む縁えんの生活を送っていた。そういうこともあり、水着は店員に無難なものを選んでもらった。

　すぐに終わったディオスの買い物だが、女性陣はそうはいかない。

　ディオスは皆の様子を、しばらく遠くから眺ながめていたのだった。




　店内にズラリと並ぶ水着を前に、神獣たちは目を輝かせていた。

　デザイン、色、大きさに至るまで、実に豊富な種類の水着が取り揃えられていたからだ。

　世界中から人が集まるという、このポリテリア。

　様々な人種と体型に合うように、用意された水着の種類は、一いつ般ぱん的な店の比ではない。

　店内の壁かべには『必ず見つかる、満足いく一着』という宣伝文句と共に、水着を着た笑え顔がおの女性たちのポスターが、あらゆる場所に貼はられていた。

「水着はあちらで試着できます。気になったのがあったら、一度着てみてはどうでしょうか」

　コーシカが指した方向には、たくさんの試着室が並んでいた。既にカーテンが閉まっている試着室も多い。

「じゃ、みんな良げなのを見つけたらここに集合ねー」

　言うや否いなや、ファルルは目を輝かせながら早速水着の物色を始める。そして、皆もそれぞれの水着を求め、店内に散るのだった。




　何着かめぼしい水着を手にしたエメロードが、通路でボーッとしているディオスに気が付く。既に結構な時間が経過していたからか、ディオスの顔は少しだるそうだ。

　エメロードはそんな彼の許もとに、笑顔で近付いた。

「ご主人様は、もう水着をお決めになられたのですか」

「あ、エメロード。うん。よくわからないから、店員さんに選んでもらったやつにしたよ」

「際きわどいものですか？」

　目を爛らん々らんと輝かせるエメロード。貞てい操そうの危機を感じたディオスは、慌あわてて首を横に振ふった。

「いや、際どくはないから!?」

　確かに提示された水着の中には布の面積が小さいものもあったが、さすがにこれは恥はずかしいなと候補から外していたのだ。エメロードは少しがっかりしていたが、本当に選ばなくて良かったとディオスは思った。

「あらあら、そうですか……。いずれにしてもご主人様の水着姿……うふふ、楽しみです」

「男の水着って、楽しみにするようなものでもないだろ……」

「いえいえ。だってご主人様、なかなか良い体格をしていらっしゃいますもの。全ぜん裸らも良いのですが、やはりギリギリこそ至高だと思います」

「そうですか……」

　周囲の目が気になるので、全裸云うん々ぬんについては今は流すことにした。

「ところでご主人様。私たち、一度試着室の前に集合することにしているのです。せっかくですので、ご主人様もご一緒にどうぞ」

「一緒にって──うわ!?」

　聞くより前に、ディオスはエメロードに手を引っ張られていたのだった。




　試着室の前には、神しん獣じゆうたちが集合していた。

「あ……お兄ちゃん……」

　マリンが最初に気付くと、皆の視線が一いつ斉せいにディオスへと集まる。どうやらこれからどの水着が良いのか、皆で見せ合いが始まるらしい。

　今はコーシカが中に入っているからか、彼女とアガートの姿が見当たらない。

　と思った瞬しゆん間かん、試着室のカーテンがソロソロと開いた。

「ど、どうですか？」

　アガートを頭に乗せたまま、少し照れくさそうに出てきたコーシカ。彼女の水着は、清せい楚そな白色のワンピースタイプのものだった。

「わあ。コーシカ可愛かわいい」

「うん、似合ってる」

　レイナとファルルに褒ほめられ、コーシカは嬉うれしそうにはにかむ。

　が、ディオスの姿を見つけた瞬間、顔が真っ赤に染まった。

「はわっ!?　な、なんでディオスさんがいるのですか!?」

「いや。エメロードに連れて来られたというか……」

「み、見ないでください！」

　コーシカは慌てて試着室のカーテンを体に巻き付ける。

　しかし既にディオスの目には、今の姿が焼き付いてしまっていた。

　普ふ段だんはローブの下に隠かくれている、白くて細い生足が眩まぶしかった──。

（いや、何を考えているんだ俺!?）

　ディオスは脳のう裏りから今の映像を消し去ろうと、頭をぶんぶんと振る。

　その横で、なぜかエメロードは難しい顔をしていた。

「コーシカさん。確かに可愛いのですが、普段とあまり雰ふん囲い気きが変わらない気もします。ここはもう少し、肌はだを露ろ出しゆつさせるタイプでもよろしいのではと」

「エ、エメロードさん……。でも、私は神サ獣マ使ナいーです。聖なる職業です。そんなはしたない格好は──」

「何を言っているのですか。水着にはしたないも何もありません！　海に対しての水着は、むしろ聖なる法ころ衣もと言っても過言ではないです！　さあ、着き替がえてください。そして私に、コーシカさんのおへそを見せてください！」

　カッと目を見開くエメロードに、皆はただ呆ぼう然ぜんとするばかり。

「うううぅ……」

　興奮状態のエメロードの迫はく力りよくに押され、コーシカは再び試着室の中へと消えていく。

「エメ姉、何かよくわからんけど、っょぃ……」

　ルヴィの言葉に、皆みんなもコクリと頷うなずいた。




　次に出てきたのはマリン。

　シンプルな、無地の青色のビキニを着ての登場だったのだが──。

「うわあ、マリン！　それはまずいって！」

　レイナが慌ててマリンを試着室に押おし戻もどす。

　サイズが合っておらず、薄うすい胸の全すべてが今にも見えそうだったのだ。

　当然の如ごとく、ディオスは顔を横に向ける。ちょっと見えてしまったような気もするが、たぶんディオスの脳が勝手に作った幻げん覚かくだ。

　……そう思いたかった。

「こういう大人っぽいの……一度着てみたかったんだけど……。やっぱり私には……無理だった……」

「いや、無理じゃないって。今度はちゃんとサイズが合っているのを探そう？」

　しょんぼりと俯うつむくマリンを、レイナはよしよしと慰なぐさめるのだった。




「じゃじゃーん！」

　ファルルの試着室のカーテンは、かけ声と共に豪快に開いた。

　彼女の水着は、花はな柄がらフレアタイプのビキニだ。

「おぉ。随ずい分ぶんと雰囲気が違ちがって見えるな」

　ディオスは素す直なおに感心した。

　村の中で、木材を扱あつかう店を経営していたファルルの家。その影えい響きようか、ファルルは斧おのの扱いに長たけている。腕うでっ節ぷしの強さを認められ、村の自警団に戦士として参加していたほどだ。

　ディオスは子供の頃ころから、斧で薪まき割わりを手伝ったり、自警団で働くファルルの姿を見てきた。

　そういうわけで、彼女を見て真っ先に浮うかぶ単語は『豪ごう快かい』だったりするのだ。ファルルの前では、絶対に口には出さないけれど。

　そのファルルが、年相応の女の子に見える。

　──水着って凄すごい。

　もちろん、肌の露出を目の前にして少しドキドキしている部分もあるのだが、ファルルに関しては驚きよう愕がくと感心の方が勝まさっていたのだった。

　ファルルは腰こしに手を当て、モデルのようなポーズを決めてご満まん悦えつ。

　その横で、レイナは試着室のカーテンから顔だけを覗のぞかせていた。

「どしたの、レイにゃん？」

「だ、だって。ディオスがいるんだもん！」

　がるる、と半ばキレ気味に言うレイナ。

　ディオスは彼女の態度を見るまで、すっかり忘れていた。

　レイナは、元々男が苦手だということを。

　今までにデートや共鳴術テグヴエルトを経てきたので、すっかり男にも慣れたのだとディオスは思っていたのだが。

　ここにきてレイナは、水着姿をディオスに見られることが恥ずかしくなってしまったらしい。

「あー……わかったよ。じゃあ向こうを向いているから」

　そう言うとディオスは、レイナにくるりと背を向けた。

　レイナは他ほかの神獣たちに対し、ディオスの向きを変えないように視線で牽けん制せいする。今までに見たことがない、肉にく食しよく獣じゆうのような視線に圧あつ倒とうされた皆は、レイナをからかう行動を慎つつしむのだった。

　そしてようやく、レイナは試着室から出てくる。

「……どうかな」

　しかし──。

「…………」

　ファルルとレイナは、お互たがいの姿を確かく認にんした瞬間、固まってしまった。

「二人とも、まったく同じ水着とは……」

　皆もこの偶ぐう然ぜんに驚おどろき、目を丸くするばかりだ。

　ただ、胸のボリュームがあるレイナと、ストンと落ちたファルルでは、同じ水着でも多少印象は違っていたのだが。

「あ、ええと……ファルル、とても似合ってる……」

「いや、レイナちゃんの方が似合ってるよ……。ボクってスタイル良くないし……」

「…………」

「…………」

　微び妙みような空気の中、沈ちん黙もくが下りて──。

　二人はしばし見つめ合った後、すごすごと試着室へと戻っていった。




「見て見て。フツーの服っぽいけどこれも水着なんだって。凄くない？」

　と現れたのはルヴィ。

　彼女が着ていたのはタンキニだ。ビキニの上に薄いレースのタンクトップを重ね着。下は爽さわやかな青地のショートパンツである。

「可愛いのですが、いつものルヴィさんと変わらないというか。むしろ露出が下がっている気もします」

　コーシカが率そつ直ちよくに伝えると、ルヴィは「コーちゃんそれなー」と彼女を両手で指さした。

　ディオスもコーシカの意見に頷く。

「うん。確かにいつもとあまり変わらないな……」

　少し残念──というのはさすがに言えなかったけれど、やはり少し残念ではあった。

「ディオっちもそう思うかー。着替えながら、ぶっちゃけルヴィもそう感じてたんよねえ。やっぱここはもっとイメチェンするべきかぁ」

　ルヴィはため息交じりに言うとくるりと向きを変え、シャッとカーテンを閉めるのだった。




「うふふ、どうでしょうか？」

「──っっっっ!?」

　満を持して（？）現れたエメロードに、皆は思わず仰のけ反りそうになってしまった。

　エメロードの水着が、あまりにも衝しよう撃げき的だったからだ。

　黒い布地の水着だったのだが、彼女の豊満な体がほとんど隠れていないのだ。少し動くと、ポロリしてしまうのではと思ってしまうほどには。

　三角地帯の布地も最小限で、後ろに至っては紐ひもだった。つまりＴバック。お尻しり丸出し。

　見ていると、劣れつ情じようより不安を煽あおられる──そんな水着だった。これなら、エメロードのいつもの蔦つたの方がまだ隠れている部分が多いかもしれない。

「いや、エメロード！　さすがにそれはちょっとまずいんじゃない!?」

「エメ姉！　それ水着じゃない！　紐だよ！　それを水着として売ってることにルヴィが異議を唱えるくらい紐だよ！」

　レイナとルヴィが絶ぜつ叫きようするが、エメロードはきょとんとするばかりだった。

「あらあら、そうですか？　この方がご主人様も喜ぶと思ったのですが」

「い、いや、無理。そ、それは無理だって……！」

　ディオスは耳まで顔を赤くしながら、ズリズリと後ずさっていく。

　さすがに刺し激げきが強すぎる。いくら彼女たちと共鳴術テグヴエルトをしているからといって、女性の裸ら体たいに慣れたわけではないのだ。

「むしろこれは、ディオスさん以外の男の人が喜びそうな気がしますよ!?」

　コーシカの言葉に、皆もうんうんと頷いて同意する。間ま違ちがいなく、これは浜はま辺べにいる男たちの視線を独ひとり占じめだろう。

「むう。それは少し嫌いやです」

　コーシカの言葉が効いたのか、エメロードは少し難しい顔をして再び試着室のカーテンの中に消える。
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　何とか思い直してくれたエメロードに、全員が心から安あん堵どの息を吐つくのだった。

「あの、俺、やっぱり向こうで待っているよ」

　まだ少し火ほ照てった顔で、ディオスは皆みんなに告げた。このまま水着の披ひ露ろう会を続けられると、海に行く前に色々と気力が尽つきてしまいそうだと感じたからだ。そしておそらく、この予感は間違っていない。

「お兄ちゃん……行くの……？」

「もう少しかかりそうだしさ。ゆっくり選んでおいでよ」

「ん、わかった。じゃあディー君、また後でねー」

　笑え顔がおで手を振ふるファルルに見送られ、ディオスは試着室の前から離はなれるのだった。

　ディオスを見送った皆は、そこでふう、と一息吐く。

「さぁて、それじゃあ水着選びを再開しようか」

「ところでさっきから気になってたんだけど、アガートは？　着き替がえないの？」

「…………にゅ」

　レイナに振られたアガートは、しかしコーシカの頭の上でいつも通りの反応をするのみ。

「まんぷくちゃんは恥はずかしいらしいので、私と一いつ緒しよに着替えたいそうです。そういうことですので、行って参ります」

「そうなんだ。通訳ありがとう……」

　今のひと言にそのような意味が込こめられていたとは──。

　神しん獣じゆうと神サ獣マ使ナいーの絆きずな恐るべし。

　アガートも神獣だから喋しやべることができるはずなのだが、レイナたちは未いまだ一度も、彼女とまともな言葉を交かわしたことがない。

「それにしても、アガートの人間形態ってどんなのだろうね……」

　期待に胸を膨ふくらませたレイナたちは、ソワソワとしながら待ち続けた。




　合流しやすいようにと、ディオスはショッピングモールの端はしで待っていた。

　重いガラス扉とびらを挟はさんですぐ向こうに見えるのは、白い砂すな浜はまと海。ディオスは海に浮かぶ闘とう技ぎ場をぼんやりと眺ながめながら、女性陣じんが到とう着ちやくするのを待ち続ける。

　あれから既すでに一時間近く待っているのだが、まだ皆はやって来ない。水着選びは難航しているようだ。

　ディオスはここに来てから既に何度も見ていた、ガラス扉の向こうにまた視線をやった。

「……ん？」

　先ほどまでとは違う光景に、ディオスは疑問の声を上げた。

　闘技場に向かって、海を歩いて渡わたる人々の姿が見えたのだ。

　そういえばコーシカが、干潮時には闘技場に歩いて渡ることができると言っていた。今がちょうどその時間なのだろう。

　事前大会モナーフエスが開かい催さいされる四つの地と、スリアンヴォスが開催される地に設けられた闘技場は、どの街でも観光名所の一つとなっている。

　闘技場はいつの時代に建てられたのか、そもそもスリアンヴォスがいつから開催されているのか、明確なことがわかっていない。今のところ、発はつ祥しようの時代を決定付ける記録は、一いつ切さい見つかっていないのだ。

　その謎なぞめいた部分も、人々を惹ひき付ける要因の一つとなっているのだが。

　十年に一度、スリアンヴォスの優勝者は、神ガルフネーデに願いを叶かなえて貰もらえる──。

　人間にとって実に魅み力りよく的な大会であるが、ふとディオスは思う。

　なぜ、何のためにこのような催もよおしが始まったのだろう、と。

『ガルフネーデという存在は、半分はペテン師みたいなものなんだよ！』

　不意に、ビオレッタの言葉がディオスの脳内で再生された。

　テロ組織、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』。

　神ガルフネーデに関する施し設せつを破は壊かいして回る彼らの行動に、一体どんな意味があるのだろうか。

　組織の一員であるビオレッタと対話した時間は、短い。だからディオスは考えてしまうのだ。

　もしかしたら彼らの行動理念が、神サ獣マ使ナいーの素質があった自分と何らかの関係があるのではないか──。

「ディオスさん、お待たせしました」

　コーシカの潑はつ剌らつとした声が、ディオスの思考を遮しや断だんした。ようやく、水着に着替えた女性陣が姿を現したのだ。

　全員が先ほどのものとは違ちがう、それぞれに合った華はなやかな水着に身を包んでいた。

「ディオっち待ったぁ？」

「いや、本当にすっごく待ったぞ……」

　確かにゆっくり選んでとは言ったが、ここまで時間がかかるとはディオスも予想していなかった。何もしていないのに、ディオスは既に体力を消しよう耗もうしていた。

「遅おそくなってゴメンねディー君。素す敵てきな水着がとても多くてさ。ボク目移りしちゃって。でもどう？　なかなかイケてるでしょ？」

　ファルルはそこでクルリと回ってみせる。

　腰こしに巻いたパレオが、ふわりと優ゆう雅がに弧こを描えがいた。

　ファルルの後ろから、神獣たちもずずいっと前にやって来る。

　先ほどとは違う水着に着替えた彼女たちもまた、いつもとは違う雰ふん囲い気きであった。

　マリンはフリルの付いたワンピースタイプの水着で可愛かわいいし、いつも水着っぽい格好をしていたルヴィも、本物の水着を着るとやはり全然違って可愛い。エメロードは相変わらずセクシーだし、後ろで小さくなっている白いタオルの妖よう精せいも不気味可愛い。

　神獣といえども、やはり水着になると雰囲気も違うなぁ──と考えたところで。

「ちょっと待て……。今、無視してはいけないものを無視してしまったような……。白いタオルの妖精？」

　ディオスは疑問を抱いだいた対象を、再度視界に捕ほ捉そく。

　……違った。よく見るとレイナだった。

　レイナは体を拭ふくための大きなタオルを頭から被かぶり、しゃがみ込んでいたのだ。

　かなり大きなタオルらしく、レイナの体をすっぽりと覆おおっていて、その下がどうなっているのかまったくわからない。

「どうしたんだレイナ？　お腹なかでも痛いのか？」

　ディオスは彼女の前まで移動するが、レイナはタオルを取ろうとしない。

「ちっ、違うし」

「じゃあ、どうしてそんな格好を？」

　返事はない。

　先ほどレイナはディオスに水着を見られることを恥ずかしがっていたが、ここまでするほどなのか──という疑問がディオスの中に生まれる。

　羞しゆう恥ちとは別に、何か他の原因もあるのではないか。返事をする元気がなくなってしまうほどの原因が。

「もしかして、調子が悪くなったのか？　それなら、部屋まで連れていってあげるけど」

「────！」

　ディオスの申し出に、レイナはタオルの中で肩かたを震ふるわせた。

（部屋まで連れていく──!?　つまり、ディオスがこの状態の私を抱かかえて？　お、お姫ひめ様抱だっこ……!?）

　それは益ます々ますまずい、と考えたレイナは、タオルの下から視線を跳はね上げた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから！」

　大きく声を張り上げたので、今度はディオスがビクリと肩を震わせてしまった。

「本当に大丈夫？」

「も、問題ないっ。あの、じゃあ、水着、見せるから……」

　そこでレイナは、タオルの隙すき間まから目だけを覗のぞかせた。少し目が潤うるんで見えるのは気のせいだろうか。

「わ、笑わないでよ……」

　レイナはそう言うと、震える手でタオルを摑つかむ。

　ようやく現れたその顔は、夕日のように真っ赤だった。いつもは綺き麗れいな三角を象かたどっている虎とら耳も、今はペタリと伏ふせている。

　思わずディオスが笑ってしまうほど、レイナは奇き抜ばつな水着を選んでしまったのだろうか。

　そう考えるディオスの前で、レイナは少しずつ、少しずつタオルをずらしていく。

　まるでその下には裸ら体たいしか残されていないような恥じらいっぷりに、ディオスもつられて照れくさくなってしまう。

　ゴクリと喉のどを鳴らしたのは、一体誰だれだったか。

　そして──。

「え、えいっ！」

　ついにレイナは意を決し、気合いの声と同時にタオルを剝はぎ取った。

　露あらわになったのは、柔やわらかそうな白く艶なまめかしい肢し体たい。

「…………」

　ディオスはコメントに困った。普ふ通つうの水着だ。レイナが恥じるようなところは何もない。

　それでもレイナは、依い然ぜん真っ赤な顔でディオスから顔を逸そらしていた。

「レイナ……」

「な、何よ」

「いや、別におかしいところはないというか……普通に可愛いと思うんだけど」

「ぴにゃっ!?」

　いつもとは違う高い声を発し、レイナは肩を竦すくめた。見ていて可か哀わい想そうになってしまうほど、顔だけでなく全身が赤い。

　そんな彼女の後ろから、エメロードがひょっこりと顔を覗かせる。

　レイナの羞恥する姿をたっぷりと堪たん能のうしたせいか、満面の笑みだ。

「ほらほら見てくださいご主人様。このレイナさんのお姿。尻しつ尾ぽの付け根がたまらなくないですか？　私、とても興奮するのですが」

　レイナの体をぐいぐいとを押し、ディオスの前にやるエメロード。彼女は本当に興奮しているらしく、その背からは蔦つたが生えてきた。

「にゃっ!?　へ、変なことを言うのはやめてよ！」

　レイナは慌あわてて両手で尻尾の付け根を隠かくす。が──。

「うふふ。そうすると前ががら空きですよ」

「わひゃぁっ!?」

　エメロードの蔦が、レイナの胸を下から優やさしく撫なで上げた。

「もう……！　エメロードさんはすぐに破は廉れん恥ちな行動を取るんですからっ。自重してください！　ここは公共の場ですよ！」

　すぐさまコーシカの指導が飛ぶが、エメロードも既に慣れたもので「あらあら」とにこやかに笑って流すばかりだ。

「そういうコーちゃんも、なかなかに破廉恥な体をしてるよねー？」

「な、何を言うのですかルヴィさん！」

　コーシカは真っ赤になりながら、慌てて両りよう腕うでで胸を隠す。

「だってー。ホントのことじゃん」

「それはルヴィさんだって同じです！」

「ルヴィはぶっちゃけいつもの格好とあんま変わんないからぁ、そこは無実を主張するしぃ？　コーちゃんはいつもと違ってエロいから有罪ね。はい有罪ー」

「そそそ、そんなことないですうっ!?」

　自分がターゲットにされることには慣れていないのか、コーシカは完全に正体をなくし、うろたえていた。胸を隠した状態で、右を向いたり左を向いたり、なぜかスクワットを始めてみたりと落ち着く様子がない。

（コーシカもすっかり神しん獣じゆうたちと打ち解けたなぁ）

　面おも白しろい動きをするコーシカを眺ながめながら、ディオスは胸中でしみじみと呟つぶやいた。

　監かん視しするために付いてくると言われた時は焦あせったものだが、コーシカの『指導』が今のところ口だけなので、思っていたよりディオスに負担はない。

　いや、それでも精神的には色々とダメージを負っているのだが……。

　仮に彼女が体たい罰ばつ主義であったのなら、ディオスはとうの昔に逃にげ出していただろう。

　何だかんだで、コーシカの案内にはディオスも助けられている。彼女には明確な目的があるのでいつかは別れの時がくるだろうが、ここの事前大会モナーフエスが終しゆう了りようするまでに、他ほかの街のことは色々と聞いておきたい。

　──とそのようなことを考えて、ディオスはここでようやく気付く。見たことがない少女が、コーシカの後ろでモジモジとしていることに。

　ハーフアップの黒くろ髪かみの少女は、マリンと同じくらいの背せ丈たけだ。頭にはレイナと同じように黒い猫ねこ耳があるが、カチューシャでも着けているのだろうか。

「えぇと……。コーシカ、そっちの女の子は誰？　もしかして迷子とか？」

　コーシカはピタリと動きを止めると、なぜか口を半開きにしてディオスを見つめた。

「え……。何……？」

「冗じよう談だんを言っているのですか？」

「いや、大おお真ま面じ目めなんだけど……」

「迷子なんかじゃないです。この子はまんぷくちゃんですよ！」

「へえー…………ぇぇぇぇええええええええええええ!?」

　ディオスの絶ぜつ叫きように、人間形態になったまんぷくちゃんことアガートは、涙なみだ目めになりながらビクリと肩を震わせた。

　ディオスは改めて、黒髪の少女の姿をじっくりと見つめる。

　先ほどはコーシカに隠れていて気付かなかったが、尾び骨こつの付け根から尻尾が伸のびている。それは、確かに神獣形態のアガートと同じものであった。

　頭の黒い猫耳も、よく見たら見覚えがあるうえ、ピクピクと動いている。本物だ。

　何より驚おどろいたのは、その胸むな元もとだった。

　身長と不ふ釣つり合あいと言えるほど──大きい。

　彼女はワンピースタイプの水着を着ていたのだが、二つの膨ふくらみがとても窮きゆう屈くつそうにしている。

「あっ、あの……。そ、そんなに見ないでください……。恥はずかしいです……」

　アガートはサッと顔を赤くすると、さらにコーシカの後ろで縮こまってしまった。

　消え入りそうなその声が、ディオスが初めて聞くアガートの声であった。澄すんだ声こわ音ねで、なかなか可愛い。

「ディオスさん!?　私のまんぷくちゃんをいやらしい目で見ないでください！」

「いやいやいやいや、決してそんな目では見ていないから!?」

　何とも思っていない初見の女性でも、大きいものが目の前にあればついつい見てしまうわけで──。

　逆に言えば、それ以上でもそれ以下でもない。

　女性に慣れていないとはいえ、ディオスも健全な十代男子。こればかりは仕方がないことであった。

　女性陣じんたちに言っても、理解してもらえないかもしれないが。

「ていうかそれよりも！　その子キャラ変わりすぎじゃないか!?　神獣形態の時はもっとこう……ででんっていう感じで、のほほんって感じだったじゃん!?」

　まさかアガートの人間形態がこのような姿でオドオドとした喋しやべり方だとは、まったく想像もしていなかった。

　食べる量が尋じん常じようではないし、もしかしたら人間形態になったら若じやつ干かん太ましいのではないか──いや、もっとわがままボディなのでは──という考えが、ディオスの中にあったことも否定しない。

「ディオっち、気持ちはマジわかる……。ルヴィたちも、さっき超ちようビビったんよ……」

「確かに私たちも元の姿と人間形態では全然違ちがうけど……。それにしても、ねえ？」

　ルヴィとレイナにも言われ、さらにアガートは小さくなってしまう。

　そんなアガートを、マリンが横からジト目で見つめていた。

「なっ、何か……？」

「……不公平……。背の高さは……私とほとんど……変わらないのに……」

　マリンは自分の薄うすい胸と、アガートの豊かな胸を交こう互ごに見比べる。

「ぅひぃっ!?　そ、それは、あ、あの……。ごめんなさい……」

「謝られると……余計……傷つく……」

「あわわわ……ごっ、ごめんなさい──って謝ったら余計ダメなんですよね。ううっ……ご、ごめんなさいいいぃぃ……」

　どんどん縮こまっていくアガートにばつが悪くなったのか、マリンは「もう……いいです……」と小さくため息を吐ついて目を逸らした。

「アハハ。確かにアガートちゃんは、一部の発育が異常に良いよねー」

　ファルルは笑いながら、若干いじけてすすけていたマリンの頭を撫で回す。

「食べた物が全部……あそこに行ってるとしか……思えない……」

「うんうん。ボクもそう思う。でも、マリンちゃんはマリンちゃんでとっても可愛かわいいから、自信を持って良いと思うよ？」

「…………みゅぅ……」

　聞いたことのない謎なぞの鳴き声を発し、マリンもアガートのように小さくなった。

　ストレートに褒ほめられて、照れてしまったらしい。

「さぁ皆みなさん、ここではしゃいでいる場合ではありません。海です。海に向かいますよ！　あぁ、もう限界です！　興奮してきました……！」

　エメロードの一声で、ようやく皆みんなは我に返る。そしてゾロゾロと移動を開始するのだった。




　全身を撫でていく浜はま風かぜに、ディオスの胸は途と端たんに早はや鐘がねを打つ。

　丘おかの上から、そしてホテルの部屋の窓から何度も見ていた海であったが、青い水平線だったものと目の前の海とでは、やはり印象が全然違う。

　昨晩も一応目の前にいたのだが、あの時は夜だったし、そもそも景色を堪能するどころではなかった。

「本当に海だなぁ」

　何の益もない当たり前すぎる言葉も、思わず吐はいてしまうというものだ。

「お兄ちゃん……。一いつ緒しよに泳ごう……」

「うわっ。引っ張るなって」

「うふふ。マリンさん、いつにも増して嬉うれしそうですね」

「やっぱり水の神獣だもんね。私たちも行こう」

　エメロードとレイナ、その後にコーシカとアガート、ファルルも続く。

　あっという間に砂すな浜はまを駆かけ抜ぬけていく、神獣と人間たち。

　そんな中、浮うき輪わを体にはめた状態のルヴィは浜はま辺べで一人佇たたずみ、目をウルウルとさせていた。

「ううぅ、マヂ無理だって……。みんなルヴィが火の神獣だってこと、パーペキに忘れてるっしょ……」

　皆は早さつ速そく海に入り、キャッキャッと声を上げながら水を掛かけ合っている。

　その光景は、今のルヴィにはとても遠い世界での出来事に見えるのだった。

　別に水の中に入ったからといって、存在が消しよう滅めつしてしまうようなことはない。そもそも、風ふ呂ろは平気で入ることができるのだから。

　だがお湯と海とでは、やはり気持ち的にも体感温度も全然違うわけで──。

　さらにルヴィは、泳ぐことがとても苦手であった。というより泳いだことなどないし、泳ごうとも思ったことがない。

　水着に着き替がえたのは、単に皆に合わせただけだ。

「んー……。海がお風呂くらいあったかいんならいいんだケド……。ちょい寂さびしいけど、ルヴィのせいでみんながテンサゲになるのも嫌いやだし。ここは待機スキル発動だねー……」

　浮き輪はレイナが用意してくれたのだが、今思えば気を遣つかってくれたのだろう。それを使用できないことに、少し罪悪感が湧わいてくる。

「ま、ルヴィは一人で楽しむもんねー。貝かい殻がらいっぱい落ちてるみたいだし、綺き麗れいなの見つけよーっと」

　そう言ってルヴィは、下を見ながら歩き出すのだった。




　水の掛け合いを終えた皆は、今度はおそるおそる海の中へ体を沈しずめていく。

「お兄ちゃん……こっち……」

　マリンがディオスの腕うでを摑つかみ、一緒に泳ごうと催さい促そくしたその時。

　ディオスのすぐ横にいたアガートが、突とつ然ぜんバランスを崩くずしつんのめった。

「あっ──」

　倒たおれそうになるアガートの体を、すかさずディオスが片かた腕うでで支える。

「大だい丈じよう夫ぶかアガート？」

「あ、あの、ありがとうございます……。どうやら海草を踏ふんでしまったみたいで……」

「そうか。顔から海に突つっ込こまなくて良かったよ。……ん？　もしかしてその海草を食べたかったというわけでは──」

「さ、さすがに私も、海に顔を突っ込んで食べることはしないです……!?　でも、その、海草が漂ただよっていたら、味見はしたかもしれませんが……」

「塩分的に体に悪そうだから、それはやめとこうな!?　後で売店で何か買ってやるから!?」

「────！」

　アガートの顔が、目に見えてぱああっと明るくなった。とても単純思考な彼女に、ディオスは思わず笑ってしまう。

　そんな笑え顔がおのディオスとは対照的に、マリンはジト目でアガートを見つめていた。

「あっ、あの？　マリンさん……？」

　マリンの不ふ穏おんな空気に気付いたアガートは、少し怯おびえながら彼女の視線の意味を問う。

「いつまで……お兄ちゃんと……くっついてるの……」

「お兄ちゃんは私の……」と言わんばかりに、マリンは摑んでいたディオスの腕をさらに引き寄せた。

　ディオスの腕に、マリンの薄い胸の感かん触しよくが広がる。しかし、今はそれを指し摘てきできるような雰ふん囲い気きではない。というか、言ってしまったら逆にまずい事態になりそうな気もする。

　ディオスは空を見上げ、今だけ意識を遠くに飛ばすことにした。

　──空が青いなあ……。

　意識を飛ばすディオスを挟はさんで、小こ柄がらな神しん獣じゆうたちはやり取りを続ける。

「あうっ!?　いや、あの……」

「そろそろ……離はなれて……」

「ううっ……。でも、ディオスさんの腕、意外と逞たくましくて居い心ごこ地ちが良いというか……」

「……それは……聞き捨てならない……」

「そうですよまんぷくちゃん！　わ、私以外の神サ獣マ使ナいーとそんなに密着するなんて！　しかも女たらしのディオスさんと……！　うぅ……私は悲しいですううぅぅ……」

　少し離れた場所から、コーシカが目をウルウルと潤うるませていた。

　アガートは「わひぃ!?」と悲鳴を上げ、慌あわててディオスから離れる。

「ち、違うです。私の一番はコーシカです……！　ディオスさんは確かに好きですが、それは私にご飯をくれる人だからで……！」

　そしてアガートは半泣きになりながら、コーシカに向かって猛もうダッシュした。

「うぅ……まんぷくちゃん、本当ですか？」

「私の言うことが信じられないですか？」

「そんなわけないです！」

「……コーシカ！」

「まんぷくちゃん！」

　がしっと熱い抱ほう擁ようを交かわす神獣と神サ獣マ使ナいー。

「俺たちは何を見せられているんだ……」

　呆ぼう然ぜんとするディオスの横では、マリンが「……ぐすっ」と洟はなを啜すすっている。

　ディオスにはよくわからないが、感動したらしい。どこに感動要素があったのか、本当によくわからないが。

「そもそも俺は女たらしじゃないし、ご飯係でもないんだけど……」

　ディオスは彼女たちの自分に対する認にん識しきを訂てい正せいするが、残念ながらその声は届いていなかった。

「うふふ。楽しい海水浴ですね」

　見守っていたエメロードは、手を頰ほおに当て、上じよう機き嫌げんに微笑ほほえむ。

「……楽しいの、これ？」

　その横のレイナは釈しやく然ぜんとしない様子で、小さく息を吐き出すのだった。




　燦さん々さんと地上に注ぎ続ける太陽を背に、白い砂浜を真しん剣けんに見つめる赤い髪かみの少女。

　黙だまっていれば、このまま絵になりそうな一コマであったが──。

「あーもうマヂ無理！　一人で楽しむって言っても限度ってもんがあるっしょ!?」

　ついに両手を天に突き出し、ルヴィは絶ぜつ叫きようする。

　あれから、あまり人目に付かない岩いわ陰かげへと移動していたルヴィ。楽しそうな皆の邪じや魔まをしたらいけないと、気を遣ってのことだった。

　ほんの少し、いじけた気持ちもあったのは否定しないけれど。

　黙もく々もくと貝殻を集めていたルヴィの横には、小さな貝殻の山ができあがっていた。これをどうするかまでは考えていない。本当にただ集めていただけである。

「ていうか、ずっとしゃがんでると地味に足がツライし！　シビシビしてきたってーの！　ん……？　なら、立てばいいんじゃん!?」

　自分の発言に自分でツッコんだ、その時。

「ルヴィ。こんな所にいたのか」

「あえっ!?」

　いきなり名を呼ばれ、ルヴィはビクリと肩かたを震ふるわせた。

　今の声は間ま違ちがいなく──。

「ディオっち!?」

　振ふり返かえると、やはりディオスが立っていた。

　皆と一緒に遊んでいたはずなのに、どうしてここにいるのだろうか。

「どしたの？　調子でも悪くなったとか？」

「いや、いつまで経たってもルヴィが入ってこないからさ。砂浜を見たらいなくなっているのに気付いて。心配して捜さがしに来たんだよ。見つかって良かった」

「うー……。それはごめん……」

「やっぱり、海が苦手？」

「それは……」
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　いつもなら軽い調子で肯こう定ていできるのに、なぜか今に限って言葉が喉のどに引っかかり、出てこない。しかしディオスは、そんなルヴィに小さく微笑んでみせた。

「別に、無理して海に入る必要はないよ。一緒に砂で山でも作ってみる？　みんながビックリするくらい大きいやつ」

　ディオスの言葉に、ルヴィは小さく噴ふき出してしまった。

「な、何でそこで笑うんだ？」

「だってさぁ、大きい山って！　子供じゃないんだからさぁ」

　クスクスと笑うルヴィに、ディオスは少し眉まゆを寄せた。その目は、ルヴィが集めた貝殻の山に向いている。

「そういうルヴィも、既すでに子供っぽいことをやっていたみたいだけど……」

「ぅえっ!?　いや、これはノーカンっしょ！　どっかの機関の名めい誉よ教授、貝殻収集家のルヴィちゃんを演じていただけだし!?」

「何だよその肩かた書がき？　ちょっと苦しいぞ……。そもそもルヴィはヒヨコだから、子供みたいなものだよね？」

「ちょ、それ酷ひどくない？　ルヴィは神獣だし！　ヒヨコじゃないし！」

「……前から少し疑問だったんだけど、ルヴィも大人になったら鶏にわとりになるの？」

「ディオっちが話を逸そらすテクを使えたことに、ルヴィ驚おどろくし!?」

　そこで訪おとずれる、意図しない静寂しじま──。

　しばし見つめ合った後、二人はほぼ同時に噴き出した。

　思えば他の神獣たちと常に一いつ緒しよなので、このようにディオスと二人だけで会話をするのは初めてだった。

　一対一で会話することなど、普ふ通つうの神サ獣マ使ナいーなら当たり前のことなのに。

　ルヴィの心の中に、今までに感じたことのない高こう揚よう感かんが広がっていく。

「で、話を戻もどすけど、これからどうする？」

「えっと……。ディオっちが手を引いてくれるんなら、ルヴィ海も大丈夫、かも……」

　少しモジモジとしながら答えるルヴィ。

　本音を言うと、海は怖こわい。でも、楽しみたい気持ちもあるわけで。

　それに、ディオスと一緒なら──。

「そうか？　本当に大丈夫？」

「うん……」

「じゃあ行こうか」

　ディオスは置いていた浮うき輪わを取ると、もう片方の手でルヴィの手を握にぎった。

　ルヴィの手よりも大きく、少し固い感触に、ルヴィの心臓は跳はね上がった。

「はわっ!?」

　ディオスにとって、それは本当に何でもない、ただルヴィを海に連れて行くためだけの行動だったのだろう。しかし今のルヴィには、それは完全に不意打ちのクリティカルになってしまった。

（え、何でルヴィ、こんなにドキドキしてんの？　共鳴術テグヴエルトの時も、こんなことなかったよね？　おかしくない？）

　なぜか、顔と体が熱くなる。今は火の力は使っていないはずなのに。

　自分の心と体の変化に戸と惑まどったルヴィは、歩き出すディオスに続くことができない。

「ルヴィ？」

　動かないルヴィを不ふ審しんに思ったディオスが振り返ると、彼女は顔を赤くして俯うつむいていた。

「あ、あのさ……。ディオっちはその……どう思う？」

「ん、何が？」

「えと、あの、ルヴィの、水着……」

　モジモジとしながらぽしょり、と呟つぶやいて──すぐにルヴィの目は大きく見開いた。

　自分の吐はき出した言葉が、信じられなかったのだ。

（はああああああああああ!?　いきなりディオっちに何聞いてんの!?　いや、今日のルヴィ絶対おかしいって！　チョーおかしい！　これはあれだ！　きっと何か幽ゆう霊れい的なものがルヴィに取とり憑ついているに違ちがいな──）

「よく似合ってると思うよ。それに、いつもとは雰ふん囲い気きが違うというか……。普ふ段だんは元気いっぱいな感じで、海がよく似合いそうな格好だなと思っていたんだけど。こうして水着になると、逆に──って言ったら失礼かもだけど、清せい楚そな女の子に見える」

　あまりにも淀よどみなく、サラリとディオスが答えたものだから。

　ルヴィはついに、顔からばふっと湯気を出してしまった。

　顔だけではない。全身がとても熱かった。まるで共鳴術テグヴエルトの時のように──。

　気付いたら繫つないでいた手を離し、ルヴィはディオスの背中に腕うでを回していた。

「ルヴィどうした!?　いや、それより熱いんだけど！」

「………………シて」

「は？」

「だから、シてほしいの……。ここで、ルヴィと共鳴術テグヴエルトを──」

「あらあら。何やら楽しそうな雰囲気ですね。うふふ。私も交ぜてほしいです」

　突とつ然ぜんひょっこりと岩場の陰かげから現れたのは、エメロード。

　ニコニコとしたいつもの笑え顔がおを見て、ルヴィはハッと我に返り──。

「みぎゃああああああああああああ!?」

「ぎゃあああああああああああああ!?」

　驚きよう愕がくと羞しゆう恥ちで、思わず全身が燃え上がってしまったルヴィ。

　彼女の悲鳴と、ルヴィの炎ほのおの餌え食じきになってしまったディオスの悲鳴が、その瞬しゆん間かんシンクロしたのだった。




　二人の悲鳴を聞き、ルヴィを捜していた他の皆みんなも駆かけつけていた。

　ディオスは海にすぐ飛び込んで消火したのが功を奏したのか、幸い大した火傷やけども負わずに済んだのだった。

「ルヴィ、気が利きかなくてごめん。お風ふ呂ろが大だい丈じよう夫ぶだったから、てっきり海も平気なものだと……」

　レイナを始め、ルヴィがいないことにしばらく気付かなかった皆は肩を落とす。

　ルヴィは慌あわててパタパタと手を振った。

「そ、そんな！　別に謝んなくてもいいよレイにゃん。ルヴィの方こそ、みんなに言わなくてゴメンね……」

　互たがいに謝った後、ルヴィは皆に笑顔で迎むかえ入れられた。

　そしてディオスと泳ぎに挑ちよう戦せんしてみることを告げると、「がんばって」と激げき励れいされたのだった。

　その間皆は、ビーチボールで遊ぶことにしたらしい。

　早さつ速そく膝ひざまで海に浸つかりながら、ボールを高く打ち上げる。半はん透とう明めいなボールが、青い空の下を何度も行き交っていた。

　それを横目で見ながら、ルヴィはいよいよ勇気を出して海に足を踏ふみ入れる。

「つめたっ」

　だが、想像していたほどではない。熱い光を地上に注ぎ続ける太陽に感謝する。

　腰こしの高さまで入ったところで、ディオスが持っていた浮き輪をルヴィにかぶせた。

「おぉ、本当に浮いた。これイイね。チョー安心感」

「じゃあ、ちょっとルヴィと泳いでくるよ」

　ディオスが手を上げると、皆は無言のまま頷うなずく。

　いつもなら付いていくと言いそうなエメロードも、「待っていた分楽しんできてください」と笑顔で手を振ったのだった。

「お兄ちゃんも……ルヴィも……いってらっしゃい……」

「ん。マリぴっぴ、後で泳ぎ方教えてねー」

「わかった……」

　ディオスはルヴィの浮き輪に手をかけ、ゆっくりと沖おきに向けて泳ぎだす。

　穏おだやかな波に逆らいながら、ゆっくりと進み続ける二人。

　少し進んだだけで、浜はま辺べの喧けん噪そうが急に遠くなったようにルヴィは感じた。

「今さらだけど、ディオっちって泳げるんだ？　山育ちとか言ってなかった？」

「海は見たことなかったけど、川は村の近くにあったからね。小さくて流れも緩ゆるやかな川でさ。子供の頃ころから何度も泳いだり、魚を捕とったりしていたよ」

「へえー。ファルるんと一緒に？」

「うん。でも、あいつはあまり泳ぐのは得意じゃないんだ。捕った魚を食べるのは得意だったけど」

「あははっ。ファルるんらしいね」

　たわいもない会話が、なぜかとても楽しい。ルヴィは終始笑顔だった。

　ルヴィは先導を続けるディオスの姿を、改めて見つめる。

　拳けん闘とう士にしては細身なので貧ひん相そうな印象を受ける彼だが、それでも腕や腹にはちゃんと筋肉がついている。

　まったく泳ぐことのできない自分をこうして引っ張ってくれる姿は、今のルヴィには頼たよりになる男にしか見えない──と考えたところで、また顔の温度が上じよう昇しようする。

（うー……。ルヴィ、やっぱりさっきから変じゃね？　ディオっちが格好よく見える……）

　男の神サ獣マ使ナいー。

　珍めずらしくて、面おも白しろい。

　共鳴術テグヴエルトは、気持ち良くてちょっと恥はずかしい。

　今までディオスに対しては、そのように感じていただけだったのに。

　きっとディオスもルヴィのことは、四体の神しん獣じゆうの内の一体としか見ていないと思っていたのに──。

「ディオっちって、ルヴィのこともちゃんと気にしてくれるんだね……」

「え、突然何を言ってるんだ。そんなの当たり前だろ？」

　神サ獣マ使ナいーが、自分の召しよう喚かんした神獣を大切にするのは当然のこと。

　それ以上の意味はないことはわかっている。それでも、ルヴィはディオスの言葉が単純に嬉うれしかった。

「えへへ……。そっか……。当たり前かぁ」

　波に揺ゆられながら、ルヴィはへにゃりと笑うのだった。




　その頃──。

　神獣たち一行のビーチボールの遊びは、緩いパスを繰くり返かえすだけのものから、いつの間にか白熱した団体戦へと移行していた。

　場所も海から砂すな浜はまに移っている。

　レイナ、マリン、エメロードの神獣チームと、コーシカ、アガート、ファルルの人間と神獣の混合チーム。

　両チームとも砂に描えがいた境界線を挟はさみ、真しん剣けんな顔でビーチボールを見つめていた。

「ていやっ！」

　レイナが勢いよくビーチボールを打つ。ボールはファルルの頭を越こえ、彼女の後方に落下した。

「やった！」

「ナイスです、レイナさん！」

「むうぅ。やられちゃった」

　ルールは単純。落ちた時点で攻せめた方に点が入るという、極きわめてシンプルなもの。

　ただの遊び以外の何ものでもないのだが、ビーチボールが落下するたびに、それぞれが悲喜こもごもな反応を見せていた。

　その中でも、とりわけマリンの気き迫はくが凄すごかった。

　熱中のあまりか、いつもの眠ねむそうな目が「ちょっとそこで人を殺やってきました……」と言われても違い和わ感かんがないほど、鋭するどいものになっている。

　単純に言えば、少し怖こわかった。

「あ、あの……。マリンさん、さっきから私ばかり狙ねらっているような──」

「……気のせいです……」

　そう言いつつ、アガートに向けて回ってきたビーチボールを激しく叩たたきつけるマリン。

「わひぃっ!?」

　悲鳴を上げながらも、アガートは何とか片かた腕うでですくい上げる。

「よくやりましたまんぷくちゃん！　頼たのみますファルルさん！」

　コーシカがそれをアシストし、ファルルにパス。

「あいよ！　さっきのお返し、だッ！」

　気合いの声と同時に、今度はファルルが強きよう烈れつなアタックをかけた。

「うふふ。まだまだです」

　見た目に反した素す早ばやい動きで、エメロードがそれを拾う。その分、豊満な胸の揺れも凄かった。

　ちなみに神獣たちは、全員が能力を禁止しての遊びである。

　さすがに一いつ般ぱん人じんの多くいる場所で神獣の能力入り乱れな遊びは、怪け我が人にんが出るだけでは済まないであろう──との判断からだ。

「マリンさん、もう一度お願いします」

「わかった……！」

　小さな体から繰り出された強烈な一いち撃げきは、またしてもアガートに向かって飛ぶ。

「あっ──」

　僅わずかに反応が遅おくれてしまったアガート。これは拾いきれない──と誰だれもが思った時。

　ビーチボールは、アガートの豊かな胸に見事に衝しよう突とつ。そしてぽふんっという柔やわらかそうな──極ごく上じようのベッドに飛び込んだ時のような音を発してから、地に落下した。

「…………」

　テンテンテン、と浜はまをバウンドするビーチボールの音が、やけに大きく響ひびく。

　追い打ちをかけるように、ザザーンという波の音が、虚むなしさマシマシで皆の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「ふ…………ふええぇぇん…………」
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　マリンが、静かに泣なき崩くずれてしまった。

　あまりにも無情な（胸の）格差社会を目まの当たりにし、ついに耐たえきれなくなってしまったのだ。

　神獣とはいえ、やはりそこは女の子。どうしても気にしてしまう部分であったのだ。いつもの無表情が崩ほう壊かいしてしまう程度には。

「だ、大丈夫よマリン。まだまだマリンはこれからだって」

「そ、そうですよ。マリンさんは神獣の中でもまだお若い方ですし。将来に期待というやつです」

　レイナとエメロードが慌ててフォローをする。

　しかしマリンが「じゃあアガートは……もっと成長する……？」と問い返したことにより、その場の空気はさらに凍こおりついてしまうのだった。

　ディオスとルヴィが戻もどってきたのは、幸か不幸か、ちょうどそのタイミングだった。

　レイナとエメロードがマリンの頭と背中をヨシヨシと撫なでさすり、アガートはコーシカの後ろで涙なみだ目めになってプルプルと震えており、ファルルは諦てい観かんしたように空を仰あおいでいた。

　異様な空気に、二人が思わず怪け訝げんな顔をしてしまったのは当然のことであった。

「ど、どうしたのマリぴっぴ!?」

「何があった？」

　つい先ほどまで、楽しそうにビーチボールで遊んでいる姿が海からも見えていたというのに。

　今はまるで、破は壊かいし尽つくされた戦場に来てしまったかのような雰ふん囲い気き。

　本当に、この短時間で何があった。

「……ごめんディオス。ルヴィも、今は何も聞かないで」

「ご主人様は何も見ておりません。いいですね？」

「ええええ……」

　その通りだ。何も見ていない。釈しやく然ぜんとしないが、聞き返す勇気はなかった。皆みんなの目が「これ以上踏ふみ込むな」と暗に語っていたから。

「キャアアアアアアアアッ!?」

　この微び妙みような空気と絹を裂さくような悲鳴が、突とつ如じよとして海岸を駆かけ抜ぬける。

　ディオスと神獣たちは一いつ斉せいに、声の発生源へ視線を送った。

　砂浜に近い海の中。一人の女性が体をかき抱いだき、震えながらその場に佇たたずんでいる。

「あっ……。ディオスは見ちゃだめ！」

「ぅおっ!?」

　いち早く事態を把は握あくしたレイナが、慌あわててディオスの目を塞ふさぐ。

「だっ、誰!?　誰が私の水着を取ったの!?」

　女性の絶ぜつ叫きようで、周囲の人々が一気にザワリとした。

　皆が不ふ審しんな目で、どこにいるかわからない『犯人』を探し始める。

　人々の目は、特に男性に集中していた。この場合、被ひ害がいが女性なだけに仕方がない。

　この空気に耐えかねたのか、男性客の多くが海から離はなれ、そそくさとホテルへと引き返していく。

「ありゃりゃ。水着がなくなっちゃったのかー」

「でも、まだ取られたと決まったわけではないんじゃ？　単に波に流されただけじゃ──」

「いやあっ!?」

　ディオスの言葉の途と中ちゆうで、別の悲鳴が、今度は少し離れた場所から上がった。

　その声を皮切りに、次々と女性たちの悲鳴が伝染していく。

　悲鳴を上げた女性は全員がビキニタイプの水着を着用しており、例外なく上だけが取られてしまっていた。

　海の中にいた女性たちは、理解し難がたい事態にパニックに陥おちいっていた。

「何か変ですね……」

　眉まゆを寄せるエメロード。

　異常事態を察し、レイナは塞いでいたディオスの目を解放した。

「うん。痴ち漢かんがこんな同時多発的に起こるなんて、普ふ通つうに考えてありえないと思う。これはただごとじゃないよ」

「よくわかりませんが、女性の敵であることに変わりありませんっ。神サ獣マ使ナいーとして原因を究明します！」

　神しん妙みような顔でファルルが呟つぶやき、コーシカが力いっぱい宣言した時だった。

　海面から何かが勢いよく跳はね、そしてまた姿を消した。

　一いつ瞬しゆんしか見えなかったが、ディオスにはアーモンド形の生き物のように見えた。

「今のは何だ!?」

「わかんないけど魚じゃなかった！　神獣形態のレイにゃんくらい！」

「私で比べるのはやめて!?」

「とにかく……私たちも……海に入ろう……！」

　復活したマリンを先頭に、一斉に駆け出す一行。

　その間、またしても水面から何かが飛とび跳ねた。

　今度は全員、ハッキリとその姿を捉とらえる。

「何あれ。ペンギン……？」

　レイナの言う通り、どう見てもペンギンだった。ただ、体の色が澄すんだ空のように真っ青である。さらに言えば、尻しつ尾ぽがナマズのような形をしていた。

「めっちゃ青いじゃん。誰かにイタズラでラクガキされたのかってーの。さっき黒っぽい色に見えたのは、単に光の関係かな」

「あれは……海に住む魔ま物もの……。色しき彩さいの強い物を集める……習性がある……。集めた物は巣の材料に使う……」

「それで、女性たちのカラフルな水着をはぎ取ってたってわけ？　はた迷めい惑わくな魔物だなぁ」

　思わず呆あきれてしまうファルル。皆も彼女の意見と同意であった。

「あらあら。でも何だか良い匂においがしそうな巣ですね。考えたら興奮してきました」

「水の中だから……匂いはないと思う……」

　思わず皆が脱だつ力りよくしてしまったエメロードの言葉にも、マリンは律りち儀ぎに答える。

「毒がある生き物は、周囲から攻こう撃げきされることを防ぐために、あえて目立つ色をしていることがあります。その魔物の巣も、そういう習性を利用してのことでしょう」

　コーシカの説明に、ディオスは山の中で何度も見た毒キノコを思い出していた。

　見るからに鮮あざやかな色をしたものは、ほぼ間ま違ちがいなく毒がある。

　その「ほぼ」に入らない無毒のキノコは、あえて毒キノコと似た姿にすることで動物たちに「危険だ」と思わせ、生存率を上げているのだ。

　魔物にも、そのようなことをして騙だますものがいるのだな──と今は感心している場合ではなかった。

「とにかく、魔物なら何とかしないと。今のところはただの痴漢だけど、いつ人に危害を加えるかわからないし」

「ではディオスさん。あれをお願いいたします！」

「あれって？」

　いきなりコーシカに振ふられたディオスは、しかし首を傾かしげるばかり。思い当たる節がなかったからだ。

　呆ほうけるディオスの鼻先に向けて、コーシカは勢いよく指を突つき出した。

「武器ですよ！　レイナさんの能力の。私が命名した『光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア』です！　周囲に人がいる状じよう況きようですし、無む闇やみに神しん獣じゆうの能力は使用できません」

　あれか──。

　ようやくディオスも納なつ得とくした。

　それに確かに、コーシカの言うことはもっともだった。

　神獣たちの能力を使って魔物を一いつ掃そうしてしまうことは容易たやすいだろうが、未いまだ海には多くの人間たちがいる。怪我をさせてしまっては元も子もない。

「わかった。よし。レイナ、頼たのむ」

「う、うん……」

　緊きん張ちようした面おも持もちでレイナは頷うなずく。

　そして、大きく深呼吸をしてから両手を広げた。

　海岸線を一瞬だけ駆け抜ける、眩まばゆい光。

　…………だが、それ以外何も変化がない。

「レイナ？」

　ディオスが振り返ると、レイナは目の端はしに涙を浮うかべながら、首を横に振った。

「ごめんなさいディオス……。私、わからない……わからないの。どうやってあの武器が出てきたのか。何をしたら出せるのか。私、あの時はただ無我夢中で……」

「そうか……。じゃあ、それはまた方法を探そう」

「ごめんなさい……」

「謝らなくていいって。俺だって、あの時のことはよく覚えていないからさ……。お互たがい様さまだ」

「うぅ、レイナさん。私こそ事情も知らずお願いをしてしまって、すみません……」

　うな垂れるコーシカに、レイナは首を横に振ってみせる。彼女は事態を解決しようと言っただけにすぎない。

「とにかく、何か別の方法を取るしか──」

「にゃあぁっ!?」

　突とつ然ぜん悲鳴を上げ、胸を隠かくしながら海中に腰こしを落とすレイナ。

「レイにゃん大だい丈じよう夫ぶ!?」

「き、気をつけてみんな！　この近くにいる！」

　海中に首まで浸つかりながらレイナが注意を促うながすが、一いつ瞬しゆんだけ遅おそかった。

「わひゃぁっ！　ルヴィまできた！」

　持参していた浮き輪で、慌てて胸を隠すルヴィ。

「あぁんっ、私も取られちゃいました……！　ご主人様以外の存在に、衣類をはぎ取られることに興奮してしまうなんてっ……！」

「俺が常に服をはぎ取っているような言い方はやめろ!?」

「きゃあっ!?　私まで！　み、見ないでくださいディオスさん！」

「うわわわっ!?　うっそボクまで!?」

　皆は次々にペンギン型魔物の餌え食じきとなり、健康的な柔やわ肌はだを晒さらす事態となってしまった。

　ディオスは何とか捕つかまえようと、海中を注視。

　すぐに動く影かげを数匹ひき確かく認にんする。

　タイミングを見計らい、上から素す早ばやく腕うでを伸のばすが──。

「くそっ。こいつら、めちゃくちゃ動きが速い！」

　何度やっても、手に摑つかむのは海水だけ。川魚とは比べものにならないほどの速さに、ディオスは苛いら立だちを募つのらせる。

「乙おと女めの背中が丸見えという、なかなかの絶景で興奮するのですが、このままやりたい放題されるのも釈然としませんね……！」

「エメ姉、何とかならない!?」

「実は先ほどから試みているのですが、さすがに水の中だと、私の蔦つたの動きも半減してしまって……」

　エメロード以外の皆は、胸を隠した状態で身動きが取れないでいた。

　神獣形態に戻もどれば羞しゆう恥ちとは無む縁えんになるのだが、それだと能力を存分に発揮することができない。

　そんな中、ワンピースタイプの水着で無事だったマリンとアガートが、お互いに顔を見合わせた。
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「ここは私たちで……何とかしよう……」

「はい」

「二人とも、どうにかできそうか？」

「……任せて……」

「大丈夫です。皆みなさんを傷つけるようなことはしません」

　アガートの頼たよりなげだった瞳ひとみは、歴戦の戦士を思わせる、鋭するどさを帯びたものへと変へん貌ぼうしていた。

　あまりにも落差の激しい彼女の表情に、ディオスをはじめ、神獣たちとファルルは一瞬息をするのを忘れてしまう。

「マリンさん。あいつらをできるだけ一箇か所しよに集めることはできますか？」

「……やってみる……」

　アガートの頼みにマリンは沖おきに向き、小さく深呼吸。

　そして、海に向けて腕うでを真横に振るった。

　ディオスたちの周囲が、不自然に波打った。

　それはマリンを中心に円状に広がっていき、遊泳エリアの端にまで到とう達たつする。

「海中に水を走らせて……この周囲だけ……潮の流れを変えてる……。たぶん……あの辺に集まると思う……」

　マリンの視線の先を確認すると、アガートは頷いた。

「ありがとうございます。では、次は私の番ですね」

　アガートが呟つぶやいた瞬しゆん間かん、彼女に呼応するかのように空気が凪ないだ。

「……いきます！」

　アガートは目を大きく見開き、両手を前に突き出す。

　間を置かず、漆しつ黒こくの球体が海面に現れた。

　大きさはディオスの身長ほど。知らない人が見たら、巨きよ大だいなビーチボールが突とつ如じよ出現したようにしか見えないだろう。

　アガートが生み出した球体の色を見て、ディオスはある出来事を思い出していた。

　以前、ビオレッタたちと対たい峙じした時。シェイゾの毒を受け、アガートが解げ毒どくをしてくれた時のことを。

「アガートの属性って、もしかして闇やみ？」

　コーシカに尋たずねると、彼女はきょとんとしていた。

「そうですよ。言っていなかったですか？」

「うん、そういえば聞いていなかったなと……。だからあの時の解毒も、禍まが々まがしい色をしていたわけか」

「なっ──!?　闇属性なのに解毒能力が使えるって、凄すごいことなのですよ！　そのまんぷくちゃんの貴重な解毒能力を、禍々しいとか思っていたわけですか!?　失礼すぎます！」

「いや、ごめん……」

「どうして露ろ骨こつに目を逸そらすのですか!?　大体ディオスさんはいつも──」

「コーちゃん、ストップストップ。熱くなるのはいいんだけど、胸を隠している手がおろそかになってるよー？」

「きゃああっ!?」

　ルヴィに指し摘てきされ、慌あわててコーシカは胸を隠す。ついでにブクブクと口まで沈しずんだ。

　ディオスがコーシカから目を逸らしたのは、まぁそういう意味である。ちなみに、ハッキリと見てはいない。少し残念だけれど。

　──とその時、ペンギン型魔ま物ものがトビウオのように水面みなもを跳はねた。

　最初は一匹ぴき。続けて三匹びき。五匹、八匹……とその数はどんどん増えていく。

　マリンが海中の流れを変えたことにより、どうやら混乱しているようだ。

　彼らの口には、女性たちからはぎ取ったと思われる水着が咥くわえられていた。

　アガートはすかさず手をクイッと動かした。彼女の手の動きに合わせ、黒い球体が海面を滑すべるようにして移動していく。

「なっ──!?」

　続く光景に、皆みんなは口を開けて目を丸くする。

　ペンギン型魔物たちが、黒い球体に次々と吸い寄せられていくのだ。その様子は、まるで磁石に吸い付く砂鉄のようでもあった。

「まんぷくちゃん！　とりあえずそのまま逃にげないように一時確保です！」

「わかりました！」

　海中に首まで浸かりながらのコーシカの命令に応こたえたアガートは、さらに手首をしならせる。

　球体を包み込むように、漆黒の檻おりがたちまち出現した。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃっ!?」

　丸い監かん獄ごくに捕とらわれた魔物たちが、抵てい抗こうするように激しい声を上げる。

　同時に彼らが口に咥えていた水着が、次々と海面に落下していった。

　なりゆきを見守っていた女性たちは、自分の水着を回収するべく我先にと向かっていく。

「アガートの能力って凄いね……」

　海に浮かぶ黒い球体と魔物の群れを、呆ぼう然ぜんと眺ながめるディオスと神しん獣じゆうたち。

「当然です。私のまんぷくちゃんですよ？」

　得意げに言うコーシカだが、胸を隠した状態でのセリフなので、あまり様にはなっていない。それに言げん及きゆうしたら怒おこらせてしまいそうなので、ディオスは言わなかったけれど。

「とりあえず、あの魔物はどうするんだ？」

「私が……話をしてみる……」

　進み出たのはマリンだった。

　マリンの体が一いつ瞬しゆん光り、元のクラゲの姿に戻る。彼女の身に着けていた水着が、ぷかぷかと海面に浮かんだ。悪い輩やからに取られてはまずいと、エメロードがすぐに蔦でそれを回収する。

　マリンはいつものように、緩ゆるい動きで魔物を捕らえた檻に接近。

　魔物たちは、突如現れたクラゲを前に警けい戒かいしているのか、一いつ斉せいに静かになった。

　やがてマリンの触しよく手しゆの先せん端たんが、ぼんやりと青く輝かがやき始める。

　皆はただ、マリンの挙動を見守ることしかできなかった。

　マリンはその状態から動く気配がない。彼女のつぶらな瞳は、魔物たちをじっと見つめ続けている。

　波の音だけが響ひびく、無言の時間がしばらく続いた後──。

　ようやく、マリンの触手から光が消えた。同時に彼女は、つぶらな瞳をディオスたちへと向ける。

「お話……ついた……。ここの海辺には……もう近付かないって……。巣の材料は……別に見つけるって……」

「本当に……？」

「うん……。ちゃんと……約束した……。次にこんなことをしたら……問答無用で倒たおすとも……」

「脅おどしまでかけたのか……。というか、マリンって魔物と話せたんだな……」

「ううん……。ちょっと……この辺りの水の精せい霊れいたちに……翻ほん訳やくを頼んだら……上う手まくいった……」

「何ソレ。よくわかんないけど凄い……」

　想像の外の返答に、ディオスは感心するよりも困こん惑わくしてしまった。

「あのねディオっち。神獣は精霊の上位種なんだよ」

　ルヴィが言うと、エメロードが頷うなずきながら続ける。

「そして、神獣には二種類いるのです。私たちのように神サ獣マ使ナいーに召しよう喚かんされる神獣と、精霊たちを束ね、管理している神獣に」

「ちょっと待って。まず精霊のことからして俺はついていけてない」

「『魔ま法ほう使つかい』が扱あつかう魔法は精霊の力を借りているでしょ？　その精霊のことよ」

　神獣たちの説明で神獣と精霊の立ち位置はぼんやりと理解したが、それ以上の説明を求めると長くなりそうなので、とりあえず「別の機会に……」と流すことにした。今はそれよりも、大事なことがある。

「というわけで……アガート……解放してあげて……」

「わ、わかりました」

　マリンがアガートに促うながすと、魔物を捕らえていた黒い檻が、バシュッと音を立てて消しよう滅めつした。たちまち海に落下する、ペンギン型の魔物たち。

　そのまま魔物たちは、マリンの言葉どおり、逃げるように海の底へと潜もぐっていった。

　ディオスたちは静かになった海辺をしばらく見つめるが、もう戻ってくる気配はない。

「本当に行ったみたいだな……」

　一仕事終えたマリンは、ふよふよとアガートの前に移動した。

「あんなにまとめて……魔物を捕らえられるだなんて……やっぱりアガートは凄い……。ありがとう……」

　マリンが言うと、アガートは頭をふるふると振る。

　彼女の表情は、いつもの頼りないものに戻っていた。

「う、ううん。あの、私ではあの魔物たちを説得するなんて無理でしたし……。マリンさんのおかげで、この綺き麗れいな海を魔物の血で染めずにすみました。私の方こそ、その、ありがとうございました……」

　マリンとアガートはしばし見つめ合った後、そこで堅かたい握あく手しゆを交かわした。

「終わりよければすべてよし、かな」

　回収した水着を着け直したレイナが、安あん堵どしながら呟つぶやく。

「……でも……やっぱりその胸は……納なつ得とくいかない……」

「はうう……」

　耳と尻しつ尾ぽを垂れるアガートに、思わず皆は笑え顔がおになる。

　こうして海辺の女性たちを困らせた水着はぎ取り騒そう動どうは、幕を閉じたのだった。








三章　噓と真実の見極めは大切ですよ？









　海から出た一行は、次はホテルの中をゆっくりと見て回ることにした。

　ショッピングモールだけでも相当な広さの『ポリテリア』であるが、施し設せつはまだまだ目白押しだ。

「私……あとで温泉に……行ってみたい……」

「ルヴィはカジノだなー。なぁんか大人っぽくて楽しそうじゃん？」

　神獣たちは全員が元の姿に戻もどり、ディオスの体に乗っていた。

　最初の内は注目を集めて少し恥はずかしがっていたディオスも、この移動スタイルに慣れてきたのか、今は余よ裕ゆうの顔だ。

　ディオスたちの後ろに付いていくのは、アガートを頭に乗せたコーシカとファルル。無言のまま歩くファルルの視線は、ディオスの肩かたに乗っているレイナに注がれていた。

「…………？」

　ファルルの視線を感じたのか、レイナが振ふり返かえる。ファルルはレイナと目が合うと、笑顔で手を振ってみせた。

「ファルルさんは、レイナさんがお気に入りなのですか？　そういえば昨日もじっと見ていたようですが」

「あはは、気付かれていたんだ。ボクの家は猫ねこを飼っていてさ。だからつい見てしまうんだよね」

「私は猫じゃないから！」

　怒るレイナの姿もファルルの目には『可愛かわいい』に変へん換かんされるらしく、終始笑顔のままだ。

　──これは、何を言っても無む駄だなパターンだ。

　レイナは小さくため息を吐ついた。

「あ、君たち」

　突とつ然ぜんディオスたちを呼び止めた、若い男の声。

　振り返ると、灰色の髪かみを持つ、長身の男が立っていた。

　男の鼻筋はしっかりと整っており、切れ長の目元は柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを湛たたえている。同性のディオスから見ても、かなりの美び丈じよう夫ふだ。

「ふあっ!?」

　男を見た瞬しゆん間かん、なぜかコーシカが奇き怪かいな声をあげて固まった。知り合いだろうか。

　しかし男はコーシカに構う様子は見せず、赤い絨じゆう毯たんの上を優ゆう雅がに歩きながら、笑顔で近付いてきた。

「さっきの海での様子、僕も見せてもらったよ。いやあ、誰だれも怪け我が人にんを出さずに解決してしまうとは、大したもんだ」

　アガートがピクリと耳を動かすが、反応はそれだけだった。いつものように、のほほんとした顔でコーシカの頭上に座り続けている。

　そのコーシカの様子が、男が現れてからおかしい。今は夢見る乙おと女めのように、頰ほおを染めながらポーッと男を見つめている。

「もしかして、好みのタイプ？」

　ディオスが小声で聞くと、コーシカの表情が一変。犬歯を剝むき出だしにせんばかりの勢いでディオスに振り返った。

「な、何を言っているのですか!?　確かに好みかそうでないかで言えば、間ま違ちがいなく好みですがっ……！」

「なるほど。コーシカさんの好みの男性は、このようなお方なのですね」

「面食い……」

「エメロードさんもマリンさんも違います！　いや、違わないけど、その、恋れん愛あい的にとかそういう意味ではなくて──って、本人を前に何てことを言わせるんですかあっ!?」

「いや、コーちゃんが勝手に喋しやべってるだけだし」

「うぐぐっ……」

　コーシカと神獣たちのやり取りに、男は圧あつ倒とうされたのか目を丸くしている。彼の存在を再び認にん知ちしたコーシカは、さらに顔を赤くしながらディオスたちに向いた。

「か、彼はポリテリア内にある劇場の人気俳優、ウェスベルさんですよ！　ご覧の通り容よう姿し端たん麗れい！　甘い声に腰こしを砕くだけさせる女性は数知れず！　彼のグッズは出るたびに即そく完売！　ファンの女性たちの間では、舞ぶ台たいの外で見かけると、一年間は幸運が訪おとずれるというジンクスもあるほどなのです！」

「あ、はい……」

　コーシカの勢いにディオスは圧倒される。

　やけに詳くわしい。もしかしたら、コーシカもファンなのかもしれない。それを言ったらまた面めん倒どうなことになりそうなので、ディオスは黙だまったままにしておいたのだが。

「あはは。知らなくても無理はないよ。僕の活動拠きよ点てんは、ここポリテリアだけだからね」

　それでもなお、カルト的な人気を博しているのが彼、ウェスベルであった。

　そこで彼の顔が、笑顔から真しん剣けんなものになる。

「ここに挑戦者ヴアンデラーたちが訪れるのは、事前大会モナーフエスの二日か三日くらい前に集中するからね。それまでここは、ただの娯ご楽らく施し設せつさ」

「そうなんですか……」

「あぁ。だから君たちがいて本当に助かったよ」

　海辺の楽園、ポリテリア。しかし事前大会モナーフエスに出る挑戦者ヴアンデラーたちにとっては、この場所は罠わなでもあるのだ。

　遊びに夢中になり、いらぬ体力を使ってしまったことで事前大会モナーフエスで力を発揮できなかった者。カジノに夢中になりすぎて、出番を完全に忘れてしまった者。楽園のような場所ゆえに、集中力が途と切ぎれてしまい惨ざん敗ぱいする者など、今までに数え切れないほど存在している。

　そういう事情もあり、多くの挑戦者ヴアンデラーたちは事前大会モナーフエスギリギリまで、バハル・シエロ入りをしない。

　ディオスたちが早めにここに来たのは、単にそのことを知らなかっただけである。が、神サ獣マ使ナいーや魔ま物もの使いは自分で直接戦うわけではないので、他ほかの職業と比べると比ひ較かく的そのあたりの影えい響きようは少ない。

　ディオスはペンギン型魔物が出た時のことを思い返す。

　確かにあの時、浜はま辺べにいたのはほとんどが観光客のようだった。もしかしたら挑戦者ヴアンデラーもいたのかもしれないが、武器がないために何もできなかった可能性もある。ファルルも戦士だが、武器を持っていなかったので動けなかったのだ。

「私たちは、当然のことをしたまでです」

　コーシカは胸を張って答える。

　微笑ほほえみで彼女に応こたえたウェスベルだったが、少しだけ整った眉まゆが内に寄った。

「でも、少し疑問に思うことがあって……。この海辺には魔物が出現しないよう、遊泳エリアに毎日結界を張っているはずなんだが……」

「それって……。つまり、誰かが結界を解除したと……？」

　ディオスの言葉に、ウェスベルは静かに首を振った。

「わからない。だが下へ手たをすると、ポリテリアの営業が危あやうくなる失態だった」

「何もそこまで……」

「いや、それほどの事態だったんだ。娯ご楽らくを提供するには、まず安全が保障されていなければならないからね。状じよう況きよう確かく認にんで駆かけずり回まわっている支配人に代わって、お礼を言わせてくれ。本当にありがとう」

「い、いえ。そんな……」

　丁てい寧ねいに頭を下げるウェスベルに、コーシカはうろたえた。

　一番活かつ躍やくした当のアガートは、やはり無反応のままであったが。

　姿だけでなく、態度も人間形態との乖かい離りが激しい。本当にさっきの少女はアガートだったのだろうかと、ディオスは思わずにはいられなかった。

「そして、このポリテリアを仕事場にしている僕からもお礼がしたい。良かったら、僕の公演のチケットを貰もらってくれるかな？　明日の夜の分だけど」

「ええっ!?　いいのですか!?　も、もちろん喜んで頂きます！」

　ウェスベルは懐ふところからチケットを取り出し、コーシカに手て渡わたした。

　チケットは三枚。神しん獣じゆうたちは数に入っていないようだが、そもそもチケットを貰えたこと自体が奇き跡せき。文句などあろうはずがない。

「あらあら。これはなかなかに幸運なのではないでしょうか」

「コーちゃん、チョー嬉うれしそうだねー。めっちゃニヤニヤしてる」

「だ、だって、あのウェスベルさんの公演チケットですよ!?　無反応な方がどうかしてます！」

　チケットを荷物の中に大事にしまいながら、コーシカは興奮気味に返す。

「この後は、屋上プールでのイベントにも出るんだ。そっちはチケットもいらないから、良かったら来てみてね。それじゃあ」

「は、はい！　もちろん行きます！」

　ウェスベルは皆みんなに手を振りながら去っていく。

　ディオスたちは、彼の後ろ姿が曲がり角に消えるまで見送った。

「しかし、海が目の前にあるのに、屋上にプールもあるんだな……」

「だねー。ちょい不思議な感じ」

「とても……いいと思う……」

　マリンの頰が少し紅潮している。水の神獣的には嬉しい情報だったらしい。

「はああぁぁ……。それにしても夢のような時間でした。まさかウェスベルさんと、こんな場所でお会いできてしまうなんて」

　未いまだコーシカは夢から覚めないようだ。宙を見つめ、まだウットリとしている。

　そんな中、ディオスは先ほどから、ファルルがずっと無言だったことに気が付いた。

「ファルル、珍めずらしく静かだったな。もしかして有名人に会って緊きん張ちようしていたのか？」

「ふぇっ!?　い、いやっ。ボクは、別に──」

「……ファルル……反応が……とてもわかりやすい……」

「な、何言ってるんだよマリンちゃん!?　まぁ、その、確かに役者さんなんて見るのは初めてだったし……。というかディー君、珍しくってどういう意味？」

　腰に手を当てて不満の意を表すファルルに、ディオスは慌あわてて手を振った。

「い、いや。ほら、いつもはもっとうるさいというか、やかましいというか……」

「全然フォローになってないからね、それ!?　そもそも、ボクが色々と言うのはディー君が心配ばかりかけるからだよ！　本当にもう、ディー君は昔から──」

　突然始まったファルルの小言に、しかしディオスは逃にげ出すことができず、気まずそうに目を逸そらすだけ。

　そんな二人の様子を、神獣たちはクスクスと笑いながら見ていたのだった。

「さて。これからの予定ですが、夜はウェスベルさんが言っていたプールに行きましょう。ナイトプールです！」

「また泳ぐの？」

「ここは水の街、バハル・シエロですよ。海辺の楽園ですよ。心ゆくまで水を堪たん能のうするべきですッ」

　拳こぶしを握にぎり、レイナに力説するコーシカ。

　確かに、彼女の言うことも一理あるかもしれないと皆は考えた。

「夜の海は危険なので遊泳禁止ですが、プールなら安全です。しかも、普ふ通つうのプールではありません」

「どういうの？」

「それは行ってからのお楽しみです。さぁ、それまでに食事を済ませてしまいしょう」

　張りきって歩き出したコーシカの後に続きながら、ディオスとファルルは顔を見合わせ、小さく笑うのだった。




　ホテルの屋上に設置されたプールにも、多くの人が集つどっていた。

　水色、ピンク、緑と、様々な色の照明が、プールのみならず屋上を照らしている。

「ほえー。とても幻げん想そう的な雰囲気だね」

　水着の上から半はん袖そでのシャツを羽織ったファルルが、感心しながらプールを見み渡わたす。

　再び人間形態になった神獣たちも、水着の上から白いシャツを羽織っていた。

　コーシカ曰いわく、ナイトプールは泳ぐことを主体にしていないらしい。

　ディオスは彼女の言っている意味がよくわかっていなかったが、プールの雰ふん囲い気きを見ると、確かに泳ぎには向かなそうだと理解した。

　そこまで広くないプールの中に、人が入り乱れている。

　男性より女性の姿が多いのは、先ほどの青年、ウェスベルが登場するイベントがあるからだろうか。

　プールの脇わきには、白い屋根の付いた小さなステージがある。

　現在そこには、魚のような魔物を従えた、青い髪かみの青年が立っていた。

　魚型の魔物には鷺さぎのような羽が付いており、鳥のような足も生えている。ただし一本だけ。

　青年が片かた腕うでを上げると、魔物が動いた。

　一本の足でピョンピョンと跳とびはねながらプールの縁へりにまで来た魚型の魔物は、そこで口を大きく開く。

　たちまち魔物の口から、次々に泡あわが噴ふき出してきた。

　魚型の魔物はプールに向けて、夥おびただしい量の泡を飛ばしていく。より広こう範はん囲いに泡を飛ばすため、羽をはばたかせながら。

　プールの中にいた人々は、その泡を歓かん喜きしながら全身で受け止めていた。

「あらあら。蟹かにもびっくりの凄すごい量ですね」

「いやぁ、でも泡の発生源ってあの魔物っしょ？　見た目もちょいキツイ魔物なのに、生理的に無理くない？　何でみんな平気なの？」

「──と思いますよね？　ところがあの魔物さんの泡、美容にとても良いそうです。美白に加えて、お肌はだがプルプルになる効果があるそうですよ」

「……ルヴィ、ちょっくら突とつ撃げきしてくる」

「あ……私も……」

「わ、私も行く」

　ルヴィとマリンとレイナは、泡まみれのプールの中にさっそく飛び込んだ。

　濡ぬれた白いシャツが肌に張り付き、下に着ている水着がうっすらと透すけて見える。

　少し背徳感を覚えてしまう光景でもあったが、現在ここにいる男たちも同じような感想を抱いだいているのだろう。なるほど、これはこれで人気が出るはずだ。

「エメロードは良いのか？」

「はい。既すでに私の肌はプルプルでつやつやですから。ご主人様も、共鳴術テグヴエルトの時に堪能しましたよね？」

「堪能してないッ！」

　露ろ骨こつに睨にらんでくるコーシカを気にしながら、ディオスは力いっぱい否定した。

　本音を言えば、まったく堪能していないと言えば噓うそになるのだが──それは絶対に口には出せない。

　共鳴術テグヴエルトが何のことかわかっていないファルルは、疑ぎ問もん符ふを頭上に浮うかべながら首を傾かしげていた。

「そういえばアガートさん。先ほどからずっと気になっていたのですが……口の中に何か入ってます？」

「にゅっ!?」

　急に名を呼ばれたアガートは、ビクリと体を震ふるわせる。

　彼女も今は人間形態になっており、皆と同様の格好をしていた。

「アガート。もしかして何か食べてる？」

「ふぁっ、ふぁれてらいれすよ？」

「うん、喋しやべれてないよね……」

「む、まんぷくちゃん。もしかしてまだ口の中に食べ物を入れたままなのですか？」

　ぶんぶんと首を横に振ふるアガート。しかしよく見たら、リスのように頰ほおが少し膨ふくらんでいる。

「あ。もしかして、さっき夕食で俺があげた肉？」

　正解だったのか、アガートは赤面しながら俯うつむいた。

　夕食時にディオスが最後まで取っておいたステーキを、あまりにも物欲しそうに見つめてくるものだから──ディオスは三分の一ほどを分けてあげたのだ。

「まんぷくちゃんは人間形態の時は、好きな食べ物を大事に食べるのです」
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「いや、さすがに大事に食べすぎな気がするぞ……」

　神獣形態の時は、驚おどろきの吸引力であっという間に食べ物が胃の中に収まるというのに。

　冬とう眠みん前のリスのように頰を膨らませたアガートを見ながら、皆は苦く笑しようするしかないのだった。

　コーシカたちと一いつ緒しよに行動を始めてから、ディオスは割と頻ひん繁ぱんにアガートに食べ物を与あたえていた。

　そこには何の下心もなく、単純にあげてしまいたくなってしまうだけなのだが。

　アガートはディオスのことを、「コーシカ以外でご飯をくれる人間」と既に認にん識しきしていたのだ。

「そういえばディー君、ボクの家の猫ねこに、コッソリと鹿しか肉をあげていたことがあったよね」

「いやあ、あの時は怒おこられたな」

「あたりまえだよ！」

　ジト目で睨んでくるファルルに居い心ごこ地ちが悪くなったのか、ディオスは「じゃあ、俺も泡まみれになってくる」とそそくさとプールに行ってしまった。

「あ、逃げたな」

「ご主人様が行くなら、私も参ります。水に濡れてピッタリと肌に張り付くシャツ……淫いん靡びな光景で興奮しますね……うふふ……」

　自分で自分を縛しばりながら、エメロードもディオスの後を追う。

　残されたコーシカとファルルは、互たがいに顔を見合わせて苦笑した。

　アガートはどこか遠くを見ながら、まだ口をもきゅもきゅと動かしている。

　ファルルはプールの縁に腰こしを下ろすと、足だけを水につけた。

「ボク、泳ぐのは苦手。でも水遊びは好きなんだ」

「そういえばファルルさん、海の時も泳いではいなかったですね」

「うん。昔はディー君とメルアちゃんと一緒に、川遊びをしていたんだ。二人は泳ぎも教えてくれてたんだけど、ボク全然センスがなくて。その内に飽あきちゃって、川の時は遊びにばかり専念するようになったんだ」

「そうなのですか。ところでメルアさんというのは、お友達ですか？」

　コーシカが尋たずねると、ファルルの顔が僅わずかに強こわ張ばった。

「あの…………もしかして、聞いていなかったの？」

「え？　何をですか？」

　心底不思議そうに聞き返すコーシカに、ファルルはさらに困こん惑わくした顔になる。

　ファルルはしばし逡しゆん巡じゆんしたあと、ゆっくりと口を開いた。

「メルアちゃんていうのは、その、ディー君の妹で……。ただ、ディー君が何も言っていないのなら、ボクの口からはこれ以上のことは言う権利はないと思うわけで……」

　ファルルにしては珍しく歯切れの悪い物言いに、コーシカも何か事情ありということを察したらしく、ただ無言のまま頷うなずいてみせた。

「ごめんね……」

「いえ。こちらこそすみません」

　その瞬しゆん間かん、屋上プール内に黄色い歓かん声せいが沸わき起こる。

　顔を上げると、ラフな格好をしたウェスベルがステージの端はしから登場したところだった。

　彼は緑の結けつ晶しようがはめ込まれた拡声器を手に持っている。

　ウェスベルの後ろからは、楽器を手にした男性四人も登場した。

「あ、ほら。ウェスベルさんがやって来たみたいですよ。どうやらここで歌うようです」

　興奮しながらステージを指さすコーシカ。

　その隣となりのファルルは、真しん剣けんな目でじっとウェスベルを見つめていた。







　次の日も、バハル・シエロの空は晴れやかに澄すみ渡わたっていた。

　この街の周辺には高い山が存在しないこともあり、天候が急変するようなことは滅めつ多たにない。

　ポリテリアに隣りん接せつする海では、今日も朝から多くの人間が海水浴を楽しんでいた。

　しかし、その中にディオスたちの姿はない。

　彼らはホテルの三階にある遊技場で、現在ビリヤードにいそしんでいたのだ。

　ビリヤードの他ほかにはダーツもズラリと並んでおり、若者たちが一投ごとに盛り上がっている。

　近くにはシックな色合いのカウンターが設置され、バーテンダーがその腕うでを振るっていた。

　昨日ルヴィが言っていたカジノは、さすがに金銭的に厳しいと却きやつ下かした。その代わり、何となく大人っぽい雰囲気が似ていそうな、この遊技場にやって来たというわけだ。

　海に行かなかったのは、夜にウェスベルの観劇を控ひかえているのを考こう慮りよしてのことだった。

　水の中というのは、存外体力を消しよう耗もうする。昨晩は神しん獣じゆうたちも共鳴術テグヴエルトをする体力は残っていなかったらしく、すぐにベッドの中に沈しずんだのだった。

「せっかく頂いたチケットです。無む駄だにしないためにも、万ばん全ぜんの態勢で臨のぞむべきですっ。体力を温存しておきましょう」

　というコーシカの主張に、皆みんなも同調したのであった。

　ディオスも神獣たちもファルルも、ビリヤードなどやったことなどない。それどころか、コーシカも経験がなかった。

　初心者ばかりのゲームは、下へ手ただからこそ盛り上がる場合もあるわけで。

　代わる代わるに打っては、一いつ喜き一いち憂ゆうを繰くり返かえしていた。

　そんな中レイナが打とうとするが、なぜか動作を取りやめる。彼女は怪け訝げんな顔でファルルを見つめていた。

「ん、どうしたのレイナちゃん」

「いや……。また見られているなあって……」

「あ、バレた？　だって、レイナちゃんのお尻しりの突つき出だし方、可愛かわいいんだもん。尻しつ尾ぽがうねんってなって、上にピンってなってるしさ。神獣の姿も可愛いけど、人間形態でその尻尾はやっぱり反則だよねー」

「うにゃっ!?」

　レイナは顔を真っ赤にしながら後ずさる。

「………………」

　その様子を、コーシカが顎あごに手を置いて眺ながめていた。彼女の眉まゆは少し内に寄っている。

「コーシカ？」

「あ、いえ……。少し気になったことが──。…………ううん、たぶん何でもないです」

　それ以上コーシカは言いそうにない。

　ディオスは首を傾げつつも、今は流すことにしたのだった。




　そして、夜──。

　劇場のあるホテル四階のロビーは、大勢の人でひしめき合っていた。

　特に多いのは、めかし込んだ女性たち。様々な香こう水すいの匂においが混じり、独特の香かおりが充満している。女性たちは歓かん談だんしながら、開場の時を今か今かと待ち続けていた。

「どこに行っても人が多いな……」

「それはもちろん、世界でも有数のリゾート地ですからね。しかもホテルの内部に劇場を併へい設せつしている所なんて、ここだけですよ」

　コーシカはそう言いながら、ウェスベルに貰もらったチケットをディオスとファルルにも手て渡わたす。無くしたらいけないと、彼女がずっと持っていたのだ。

「受付はあそこのカウンターみたいですね。行きましょう」

　ディオスたちは、早さつ速そくカウンター内の受付スタッフにチケットを渡す。スタッフは慣れた手付きでチケットをちぎると、簡易パンフレットと共に半券を手渡した。

　パンフレットの表紙には、劇の衣い装しように身を包んだウェスベルが大きく掲けい載さいされている。

「このパンフレットだけでもお宝です……」

　コーシカがうっとりと呟つぶやいた時、開場を告げるアナウンスが響ひびいた。

　間もなく、扉とびらの前で待機していたスタッフたちが、重そうな扉を押し開ける。

　待ってましたと言わんばかりに、足早に扉をくぐる客たち。その波に流されるような形で、ディオスたちも何とか入場を果たした。

「凄すごい……」

　劇場を目にした瞬間、ディオスは思わず声を洩もらしていた。

　そこには、今までに見たことがない別空間が広がっていた。

　壁かべは素そ朴ぼくな色合いの木材。だが、その一面に精せい巧こうな模様が彫ほられていたのだ。植物か動物か、それとも人間か。複雑に絡からみ合ったその模様は、それだけで美術品としても価値がありそうなものであった。

　横に広がった舞ぶ台たいには、金の刺し繡しゆうが縫ぬい付けられた緞どん帳ちようが下りている。

　そして、綺き麗れいに並んだ座席。

　濃こい藍あい色いろの座席の背もたれは少し倒たおれており、長時間座っても疲つかれにくい構造をしているものだ。材質も硬かたすぎず柔やわらかすぎず、絶ぜつ妙みような具合。『観みる』ことに徹てつ底ていできる配はい慮りよがなされている。

　興味深く劇場内を見回すディオスたちの横で、コーシカはチケットに書かれた席番を念入りに確認していた。

　やがて無言のまま歩きだすが、ディオスとファルルはただ彼女の後に付いていく。

「私たちの席は、ここのようですね」

　コーシカが立ち止まったのは壁かべ際ぎわ。一番後ろの席であった。

　良い席とは言えないかもしれないが、急きゆう遽きよ貰ったチケットゆえ、文句などあろうはずもない。

　早速席に着こうとしたその時、ディオスは壁際に黒いカーテンが引かれてあることに気付いた。どうやら窓があるらしい。

　普ふ通つう劇場といえば、窓がなく密閉された空間である場合が多い。音の響き方に影えい響きようするからだ。しかしこのポリテリアの劇場には、ステンドグラスのような窓が、壁際の一部に備え付けられていた。ディオスたちの知るところではないが、このステンドグラスは特とく殊しゆな材質で作られた、防音効果のある物である。

　ディオスの様子を見て、ファルルも窓に気付いたらしい。彼女はすかさず近付くと、モソモソと下からカーテンの内側に潜もぐり込んだ。

「おい。何やってるんだ。勝手に覗のぞくなって」

「いやぁ、凄いよディー君。この窓とてもキレイ。教会みたいだ。でも透とう明めいになっていて、ちゃんと外も見えるんだよ。わあ、とても高い。ここのホテル、崖がけの上に立っているもんね──ってうわぁ!?」

　ディオスははしゃぐファルルの首根っこを摑つかみ、ズルズルと窓から引ひき離はなす。そして席に強ごう引いんに座らせた。

「田舎いなか者ものみたいで恥はずかしいから、そういうのはやめろって」

「正しよう真しん正しよう銘めいの田舎者だもん」

　頰ほおを膨ふくらませてむくれるファルル。ディオスは嘆たん息そくしながら自分も席に着いた。

　席の並びは、ファルルが一番端でその隣がディオス、そしてコーシカという順番だ。

「劇を観ることになるなんて、神獣をやってきて初めてのことです。ご主人様と一いつ緒しよにいると、本当に刺し激げき的な体験をたくさんできますね」

　エメロードの言葉に、他の神獣たちも深く頷く。

　何となくエメロードの言う『刺激的な体験』が別の意味も含ふくんでいるような気がして、ディオスは頰を搔かいて誤ご魔ま化かした。

　しばらく待ったのち、会場にベルが鳴り渡った。その音で、ざわめいていた会場が急激に静かになる。

　連動するように会場内の照明が消え、暗くら闇やみが広がった。

（いよいよ始まるみたいだな）

　会場全体の空気が、期待と興奮で静かに高まっているのがわかる。

　今はこの空間を存分に堪たん能のうするべきだろう。ディオスは音楽と共にゆっくりと上がっていく緞帳を、静かに見つめていた。




　劇は、架か空くうの種族の少女と、貧しいながらも誠実に生きる青年の、禁断の恋こいの話であった。

　主役の青年役はもちろんウェスベル。

　優やさしくて優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、でも恋には積極的な青年という役やく柄がらを、見事に演じている。

　昨日会った素すのウェスベルの姿を忘れてしまうほど、ディオスたちは劇に見入っていた。

　ウェスベルだけでなく、ヒロインや脇わき役やくたちの演技も見事なものだった。

　彼らの演技に観客たちは時に笑い、時には洟はなを啜すする。

　役者たちが演じる架空の人物たちの生き様に、会場にいる全員が魅み了りようされていた。

　そして劇は中ちゆう盤ばん。

　青年が少女と逢おう瀬せを重ねていることが、青年の家族に発覚。人ならざる者と接せつ触しよくした挙句、恋に落ちるとは何事だ──と青年が家族から激しく責められる。しかし青年は家族の言うことに反発し、家を飛び出してしまう──というシーンを経て、舞台は暗転した。

　青年はこれから、どう動いていくのか。

　暗転の間に、観客たちはさらに期待と不安を募つのらせていく。

　場面転てん換かんだろうか、大道具を動かす音が舞台上から洩れ聞こえてくる。美術も凝こっており、先ほどは本物の民家の中を覗いているようであった。

　しかし、なかなか劇は再開されない。

　あまりにも長い暗転に、次し第だいに劇場内がざわめきだした。

　ディオスたちもこれが初めての観劇であるが、体感としてこれが長い暗転ということは感じていた。

「何か、手間どっているのかな……」

「かもしれませんね。珍めずらしいです……」

　小声でコーシカに話しかけたその時、ようやく舞台の照明が点ついた。しかし、そこに役者の姿はない。

　袖そでから登場するのだろう──と待っていても、一向に誰だれも出てくる気配がなかった。

　舞ぶ台たい袖そでから、慌あわただしく走り回る音と切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてくる。

　何か、トラブルが起こった──。

　誰もがそう察した直後のことだった。

　いきなりファルルが、ディオスの肩かたに乗っていたレイナの体を抱だき上げたのだ。

「────!?」

　驚おどろくレイナの鼻先に、ファルルは白い布をあてがう。気絶させたのだ。

　その顔に、いつもの陽気さは微み塵じんもない。

「え……？」

「と、突とつ然ぜんどしたのファルるん!?」

　皆の驚きよう愕がくにもファルルは反応しない。

　直後、小さな爆ばく発はつ音が響いた。

　同時に甲かん高だかい音を立て、ステンドグラスのような窓が無残に割れ散らばる。

「うわっ!?」

　ディオスたちは思わず首を竦すくめるが、幸いにもガラスの破は片へんは直ちよく撃げきしなかった。

　爆発音と窓ガラスが割れる音を聞いた人々が、恐きよう怖ふと混乱から小さな悲鳴を上げる。その悲鳴は、劇場内に瞬またたく間まに伝染した。

　恐怖心から逃にげ出そうと、出入り口に殺さつ到とうする人々。

　ファルルは完全に気を失ってしまったレイナを抱いたまま、割れた窓の前に立った。

「ファルル──」

「近付かないで」

　いつの間に出したのか──。

　レイナの顔に短たん剣けんを突つき付けながら、ファルルは鋭するどく言い放った。

　彼女の行動の意図が、全くわからない。だがファルルは本気なのだと、ディオスたちは強制的に理解せざるを得なかった。

　黒のカーテンが、浜はま風かぜを受けて大きく揺ゆれる。

　悲鳴という音おん響きようを背に、レイナに短剣を突き付けて佇たたずむファルルの姿は、まるで劇の一場面のようでもあった。

「ファルル……？　どうして、そんな」

「ゴメンねディー君、騙だますような形になっちゃって……。でも、全部ディー君のためなんだ。……ボクは、どうしてもディー君を助けたいから」

　ファルルが少し寂さみしげに言ったその時、劇場内に悲鳴ではない声が響いた。

　ウェスベルの、声が。

「皆みなさん。大変お待たせして申し訳ない」

　とても穏おだやかな声だった。劇の続きが始まったのかと錯さつ覚かくしてしまうほどには。

「僕から皆みんなに──いや、このポリテリアにいる全すべての人に、プレゼントがあるんだ」

　ざわめき始める劇場内。逃げ出そうとしていた観客たちも、彼の声に足を止めていた。

　しかしウェスベルの姿は、舞台のどこにも見えない。観客席にもない。声だけが不気味に響いている。

「そう、とても素敵なプレゼントさ。『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員である僕から、爆ばく弾だんという名のな！」

　一いつ瞬しゆん、空気が凍こおり付いた。

　誰もが、その言葉の意味を瞬しゆん時じに理解できなかったのだ。

　それはディオスやコーシカ、神しん獣じゆうたちも同じであった。

「鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ……だと？」

　その単語と、ウェスベルのイメージがまったく結びつかない。だが確かに、彼はそう言った。

　ウェスベルの声は続ける。まるで先ほどまで観ていた劇の続きのように、芝しば居いがかった声で。

「せいぜい、良い断だん末まつ魔まの叫さけびをこのホテル内に響ひびかせてくれ。あと十分程度で、このポリテリアは『地上の楽園』の名が真に相応ふさわしい場所となるだろう。多くの哀あわれな魂たましいたちの集つどう場所としてな。フフ……ハハハハハハ！」

　耳みみ障ざわりな高笑いを残し、そこでウェスベルの声は途と切ぎれた。

　それは、間ま違ちがいなくホテルの爆ばく破は予告であった。

　呆ほうけていた観客たちは、再び悲鳴を上げて出入り口に殺到する。

　つい先日『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』がトルバ・マディナの事前大会モナーフエスでテロ行こう為いを仕し掛かけたことを知らぬ者は、さすがにいなかったからだ。

　ディオスたちを視線で牽けん制せいしていたファルルが、そこで動いた。

　レイナを抱かかえたまま割れた窓を飛とび越こえ、空に身を投げ出したのだ。

「なっ──!?　ファルル！」

「レイにゃん！」

　慌てて窓に駆かけ寄よるディオスたち。

　しかしそこには、悲劇的な光景など広がっていなかった。

「あれは──」

[image: ]

「まさか……ウェスベルさん!?」

　信じがたい光景に、皆は絶句した。

　空を飛ぶウェスベルと、片かた腕うでで彼の足にぶら下がるファルルの姿。

　彼らは猛もうスピードでポリテリアから離れていく。

「ディオっち！　とにかくファルるんたちを追いかけよう！」

「レイナさんを取り返さないとです！」

　しかしディオスはすぐに動けないでいた。

　先ほどのウェスベルの言葉が本当なら、ポリテリア内にいる多くの人間が犠ぎ牲せいになってしまう。

「ディオスさん！　ホテルに仕掛けられた爆弾は、私とまんぷくちゃんで何とかします！」

「でも──」

　そこでアガートがコーシカの頭から飛び下り、人間形態に変身した。

「は、早く行ってください……！　このままではレイナさんが……」

　ディオスは奥歯をギリと嚙かみしめる。

　人々の安全は気になるが、レイナのことも当然気になる。

　どういう思おも惑わくでレイナが攫さらわれてしまったのかはわからないが、テロ組織の手に渡わたってしまっては、絶対にタダでは済まないだろう。

「コーシカ……アガート……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　私たちを信じてください！」

「──わかった」

　ディオスは断腸の思いで首を縦に振ふった。

　ここまでハッキリと言い切るからには、コーシカとアガートには何か秘策があるのだろう。……あるのだと思いたかった。

　ディオスは闇やみに目を凝らす。

　既すでにウェスベルたちは、浜はま辺べの上まで移動していた。

「あの方向は……闘とう技ぎ場に向かっているのか!?」

「そのようですね！」

「お兄ちゃん……！　ここから、飛び下りる……！」

「えっ!?」

　ここはホテルの四階。さらに小さな崖がけの上に立っている。飛び下りたら確実に命はない。

「お願い……！　私を信じて……！」

　それでも必死に訴うつたえてくるマリンを前に、ディオスが悩なやんだのは一瞬だった。

「水の力を使うんだな？」

「うん……！」

　ディオスの言葉に力強く頷うなずいたマリンは、既に手に水を集め始めていた。

　二人の会話で全てを察したルヴィとエメロードは、いつも以上にディオスの体にくっ付いた。

「二人とも、しっかり摑つかまってろ！　振り落とされるなよ！」

「りょ！」

「かしこまりました！」

「お兄ちゃん……私から……離はなれないで……！」

　マリンはディオスの体に触しよく手しゆを強く巻き付ける。ディオスもマリンの触手の一本をギュッと握にぎった。

「……行くぞ」

　そしてディオスと神獣たちは、窓まど枠わくから空に身を投げたのだった。







　ウェスベルの足首にぶら下がっていたファルルは、次第に下がっていく高度に安あん堵どしていた。

　ウェスベルは風の扱あつかいに長たけた魔ま法ほう使つかい。その実力は相当なもので、空を自在に翔かけることができる──。

　そう事前に聞いていたものの、やはり少し不安はあった。

　それに自身の全体重を片腕で受け続けることは、やはりつらい。

　さらに片腕には、レイナを大事に抱えたままだ。今回の目的である彼女だけは、絶対に落とすことなどできなかった。

　ほどなくして、ウェスベルとファルルは浜辺に着地した。

「ディー君、ゴメンね……」

　ウェスベルに聞こえないほどの声で、ファルルは呟つぶやく。

　ファルルの脳のう裏りには、バハル・シエロに到とう着ちやくした直後のことが過よぎっていた。
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　ディオスを追ってバハル・シエロまでやって来たファルル。

　街を行き交かう人の多さ、そしてホテル『ポリテリア』の大きさに圧あつ倒とうされ、しばし佇んでいた時だった。黒いフードを被かぶった見知らぬ男に声を掛かけられたのは。

「君、ちょっといいかな？」

「ん？」

「突然だけど、君に頼たのみがあるんだ。この街を訪おとずれたばかりの、君に」

　ファルルは咄とつ嗟さに「もしかしてこれが、怪あやしい宗教の勧かん誘ゆうとかいうやつ……？」と思った。都会にはガルフネーデ以外の神を崇すう拝はいする宗教団体があると聞いたことがあるが、まさかこれがそうなのだろうか。

　目を丸くするファルルに向けて、男は柔やわらかな声こわ音ねで続ける。

「君、誰だれかを探しているよね？」

「な、何でそれを──」

　ファルルの中でさらに警けい戒かい心しんが強化された。子供の頃ころに言われていた「知らない人に付いていってはいけません」という、親の言葉を咄嗟に思い出してしまう。

　肩かたを縮め、眉まゆを寄せながらファルルは男から数歩後ずさった。

「あぁ、ごめんごめん。いきなりこんなことを言われても怪しいよね。実は僕の知り合いに、占うらない師しのコがいてね。どうやら君の存在を把は握あくしていたらしいんだ」

「はぁ……？」

　ファルルは露ろ骨こつに眉み間けんに皺しわを寄せた。男の格好と相まって、言っている言葉がますます怪しく思える。

　しかし黒フードの男はファルルの反応を見ても、下がる様子はない。

「うーん、何て言えばいいかな……。えぇと、もう単刀直入に聞くけど、君が捜さがしているのって『ディオス』という名前の幼おさな馴な染じみだよね？」

「なっ……！　もしかしてディー君の知り合いなの!?」

「いや、違ちがうよ」

　平へい坦たんな声で否定する男に、ファルルは驚きよう愕がくに口を開ける。

　見ず知らずの、しかもたった今会ったばかりの男の口から、ディオスの名前が出てくるとは──。

　もしかしたら、ディオスは先の事前大会モナーフエスで有名になっているのかもしれない。しかし現時点で自分と接点があることは、村の人間以外は知り得ない情報のはずだ。

　だからこそ、警けい戒かいしながらもファルルはアッサリと信じてしまった。男の知り合いという『占い師』の存在と、彼の言葉を。

　ファルルの村には占い師はいなかったので、今まで見たことはない。未知の存在だからこそ、自分に関かかわることを言い当てられ、ファルルは少しばかりの畏い怖ふと尊敬の念を抱いだいたのだ。

　ファルルの表情から、彼女の内面の変化を読み取ったのだろう。黒フードの男は、ここぞとばかりにさらに言葉を継つぐ。

「それでね、君が捜しているディオス君は、現在神しん獣じゆうたちと一いつ緒しよにいるんだけど」

「神獣……？　神獣って、あの神獣？」

　神サ獣マ使ナいーの誰かと一緒にいるのだろう──とファルルは考えた。

　まさか当のディオスが神サ獣マ使ナいーになっているなどとは、この時は想像すらできなかったのだ。

「そうだ。ここからが最初に言った頼みなんだけれど──。その内の一体を、僕の所まで連れてきて欲しいんだ」

「神獣を？」

「ああ。実はここだけの話、その神獣はとても危険な存在でね……。とはいっても、直接人に危害を与あたえるって意味ではないのだけれど……いや、十分に危害を加えているな」

　いまいち要領を得ない説明であったが、ファルルはただ聞くことしかできない。

「彼は、まったく気付いていないのだが──」

　男はそこで意味ありげに一呼吸置いてから、声のトーンを落とした。

「命を、吸い取られている」

「えっ……!?　ど、どういうこと!?」

「僕はトルバ・マディナの闘技場で彼とその神獣を見た。そして確信した。彼はとんでもない神獣と一緒にいると。このままあの神獣と一緒にいると、彼の命は危険だ。数年も持たないかもしれない」

「そんな……」

　男の口から紡つむがれるのは、あまりにも現実感のない、それでいて絶望感を含ふくんだ言葉だった。

　闘技場でディオスと神獣を一緒に見た──という部分がファルルにはいまいちピンと来なかったのだが、おそらく対戦相手の神サ獣マ使ナいーと知り合い、それからずっと行動を共にしているということだろう、と勝手に解かい釈しやくする。

　ファルルの心に影かげを落とした男の言葉であったが、すぐに同じ口から『救済』は紡がれた。

「だから我々は、彼の命を救いたいと思っている。でも、それには君の協力が必要だと考えた」

「……それで、ボクに接せつ触しよくしてきたってこと？」

「その通りだ。正直、君がこの街に来てくれたことは、僕たちには僥ぎよう倖こうであったよ。見ず知らずの我々より、やはり彼のことをよく知る人物に頼んだ方が、成功率は格段に高まるだろう。ただ、このことは誰にも言わないで欲しい。彼はこの事実を知らない。それに、その神獣自体も自分がそんなことをやっているなんて知らないんだ」

「神獣も無自覚ってこと？」

　ファルルの問いに男は頷く。

「そうだ。仮に知られたら、どんなイレギュラーな事態が起こるかわからない。自責の念に耐たえかねて暴走する可能性もある。だからくれぐれも、悟さとられないようにして欲しい。いきなり現れたうえに、とても勝手で、危険な頼みだとはわかっている。しかし今の我々には、君しか頼たよれる人物がいない……」

　フードの下に隠かくれて表情はわからないが、それでも男が唇くちびるを嚙かんだのはわかった。

　ファルルは考える。

　格好は確かに怪しい。だが、表立って行動できない理由がそれならば納なつ得とくもいく。

　まったく知らない人間がディオスとその神獣に接近するよりも、顔見知りの者が近付いた方が確実だという理由も。

　ファルルはしばらく視線を宙に彷徨さまよわせて逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて静かに頷いた。

「……わかりました……。ボク、やります。ディー君の命を救いたいから」

　その瞳ひとみに宿るのは、決意。ただディオスのことを想おもった、純じゆん粋すいな決意だった。

　ファルルの返答に、男の口の端はしが大きく上がった。

「ありがとう。君ならそう言ってくれると信じていたよ。ちなみに、その神獣の処しよ遇ぐうについても心配しないでほしい。僕たちには頼れる当てがあるんだ」

　こくりと大きく頷くファルル。神獣の行く末も不安に思っていたのだが、男の口くち振ぶりから察するに心配はなさそうだ。

　ファルルは、すっかり男の言葉を信じていた。

「では、改めてこれから打ち合わせをしよう。少し場所を移動しようか。立ち話で終わらせるような内容ではないしね？」

「あ……あの……ボク、ファルルっていいます。あなたは？」

　移動を促うながす男に、おずおずとファルルが切り出す。さすがに名前くらいは互たがいに知っておいた方がいいと思ったのだ。

「あぁ、失礼。自己紹しよう介かいがまだだったね。僕はウェスベル。ここの劇場で俳優をやっている者だよ。そして、神獣たちを守る組織の一員でもある」

　そう言ってウェスベルは、ファルルだけに見えるようにフードを軽く持ち上げる。

　フードの下には、夏の空を思わせる、爽さわやかな笑え顔がおの青年の顔があった。
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　ディオスと合流してから、いや、合流する前から、ファルルはずっとレイナが狙ねらいだった。

　ディオスとの偶ぐう然ぜんの再会は、装よそおったもの。ただ、嬉うれしくて泣いてしまった気持ちは噓うそではなかったけれど。

　素す直なおな性格が災いしてか、レイナを見ていることが何度かバレてしまったが、まさか誘ゆう拐かいするために気にかけていたなどとは、ディオスたちは微み塵じんも思っていなかったはずだ。

　海での魔ま物もの騒そう動どうは、ウェスベルが結界を壊こわしたのが原因だ。

　絶対に彼らは対処するはず──と狙ってのことだった。

　神サ獣マ使ナいーは、人々の生活を密ひそかに支えている。それゆえに、市民に対する責任感が強い節がある。その責任感が高いことを利用したのだ。

　事実、コーシカは率そつ先せんして動こうとしていた。

　それにより、ウェスベルがディオスたちと堂々と接触できる状じよう況きようを作った。

　劇場の人気俳優が、魔物を退けた勇者たちに礼をする──という口上があれば、これまでに接点がまったくない彼らに接近しても、不自然に思われない。

　チケットを三枚だけ手て渡わたしたのは、神獣たちを人間形態にしないため。もっと言えば、攫さらいやすいように、レイナをそのままの姿にしておくためであった。

　座席の位置も、当然意図的なもの。

　劇場に窓がある──とはしゃぐ演技をしながら、あの時ファルルは、ウェスベルから貰もらった小型の魔ま法ほう爆ばく弾だんを窓に仕し掛かけ、逃とう走そう経路の準備をしていたのだ。

　合図は、劇中の長い暗転だった。照明が点ついたと同時に動く手配だった。

　ファルルがレイナを奪うばい、そして風の魔法を使って外で待機していたウェスベルと合流。

　そして計画通り、上う手まくことは運んだ。上手くいきすぎた気もするが、ディオスのことを思えば悪くない。

　静かに浜はま辺べに下り立ったウェスベルに、ファルルはレイナを手渡した。

　薬物が効いているのか、まだレイナが目を覚ます気配はない。

「ディー君は、これで助かるんだよね？」

　ファルルの問いかけに、しかしウェスベルは不気味な笑みを浮うかべているだけだった。

「ウェスベルさん……？」

「どこまでも愚ぐ直ちよくで、愚ぐ鈍どんで、愚おろかな奴やつだ」

「え…………？」

　氷のように冷たく、刃は物もののように鋭するどい声だった。それがウェスベルの口から出た声だと、ファルルは即そく座ざに理解することができなかった。

「ご苦労だったな。もうお前に用はない」

　無機質に放たれた言葉は、ファルルの鼓こ膜まくだけでなく、全身を冷たく震ふるわせた。

　わけがわからなかった。

　知らない間に、自分は不備をしてしまったのだろうか。

　何か、まずいことをしてしまったのだろうか。

「えっ……あの……待って……？　それは、どういう──」

「噓だ」

「え──？」

「この神獣が、あの男の命を脅おびやかしている事実などない。そのようなこと、あるわけがないだろう。馬ば鹿かか」

　ファルルは目を見開く。

　ウェスベルが今言った言葉が、ただ信じられなかった。

「それは…………」

　辛かろうじて絞しぼり出だした声は、動どう揺ようのせいか酷ひどく震えていた。

「このレイナちゃんは、危険な神獣ではなかった、ということ……？」

　ウェスベルは答えない。口の端を上げただけ。だが、それが全すべての答えだった。

「お前は虚きよ言げんに踊おどらされた、ただの間ま抜ぬけな道どう化け師し。道化師は劇のラストを飾かざるのには相ふさ応わしくない。ここで降板だ」

「そんな……」

　利用されていた。

　その事実が、ファルルの全身を縛しばり付けた。

　信用していたのに。ディオスのためだと信じていたのに。

　ウェスベルを、信じていたのに。

　それでもファルルが絶望に膝ひざを突つかなかったのは、レイナの存在があったからだ。

「何で、こんな、わざわざレイナちゃんを──」

「当然理由はある。この神獣が、我々の組織に必要だったからだ。どうせ最後だ。ちゃんとした自己紹介をしておこう。僕は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一人、ウェスベル。俳優は表向きの顔だ。人々の前にこうして堂々と出ている人間が、かのテロ組織の一員だとは普ふ通つう思わないだろう？」

　ウェスベルは口を吊つり上あげる。下か弦げんの月を思わせる不気味な笑みだった。初対面の時に見せた柔にゆう和わな笑顔は、そこにはない。

「……本当に、テロ組織の人間だったのか……」

　ウェスベルはファルルに対し、「神しん獣じゆうをより確実に捕つかまえるために、僕は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員だと噓の自己紹介をし、爆ばく弾だんを仕掛けたと宣言する。その混乱の隙すきに、神獣を頼たのむ」と告げていたのだ。

　しかしその言葉は噓ではなかった。まぎれもない真実であった。

「……ボクを、騙だましていたのか。最初から、ずっと──」

「そうだ。なかなかによく動いてくれた。それは素直に感謝しよう」

　褒ほめられても嬉しくなどない。むしろ、屈くつ辱じよくだった。ファルルは血が滲にじまんばかりに、強く拳こぶしを握にぎりしめる。

「どうして、こんな方法を……。やるなら自分たちでやれば良かっただろ！」

「僕は魔ま法ほう使つかいだ。君の幼おさな馴な染じみが連れている神獣とは得意な属性が違ちがうとはいえ、魔法使いが神サ獣マ使ナいーとまともにやり合うと、分ぶが悪い。だから回りくどい方法を選んだ。用心して悪くなることなどないからな」

『魔法使い』が扱あつかう魔法は、この世界に存在する『精せい霊れい』の力を借りたものだ。

　火の魔法は火の精霊たちの力を借りて、水の魔法は水の精霊たちの力を借りて、それぞれ発動させる。

　精霊は普ふ段だん人間が目にすることはできないが、そこら中に存在している。

　その精霊の上位種に当たるのが、神獣である。

　神獣は精霊とは違い、普段は『神獣界』と呼ばれる世界に生息している。精霊たちを束ねている神獣も、神サ獣マ使ナいーに召しよう喚かんされる神獣も、皆みんな『神獣界』に生きるものだ。

　そして魔法使いは、ある条件下において、神サ獣マ使ナいーに勝つことは難しいと言われている。

　それは『魔法使いが扱う魔法の属性』と、『神獣の属性』が同じだった時──。

　例えば、火の魔法が得意な魔法使いが、火の神獣に勝まさることはありえない。

　上位種の神獣が精霊に『命令』を下せば、精霊は神獣に従わざるをえないからだ。マリンが海で魔物と会話を交かわしたのが、これに当たる。

　ウェスベルの説明の間も、ファルルは拳を震わせ、ウェスベルを睨にらんでいた。

　騙された自分に対する情けなさ、騙したウェスベルに対する憤いきどおり。

　どちらも内包した目でウェスベルを見み据すえ、そして背負っていた斧おのに手をかけた。

「──返せ！」

　渾こん身しんの力を込こめ、ファルルはウェスベルの眼前に斧を振ふり下ろす。

　華きや奢しやな体から繰くり出されたとは思えないほどの強きよう烈れつな風圧で、砂が巻き上がる。

「ただの田舎いなか娘むすめに、僕が後おくれを取ると思うか」

　ウェスベルは冷ややかに告げると、片かた腕うでを軽く突き出した。

　その直後。

　ウェスベルの手から、風の塊かたまりが放たれた。

「がはっ──!?」

　鈍どん器きのように重い風の一いち撃げきが、ファルルの鳩尾みぞおちを直ちよく撃げき。

　そのままファルルの体は、海面の上まで大きく飛ばされてしまった。

「──！　やばっ──」

　なすすべもなく、ファルルは海に落下する。

　そこは彼女の足が届かないほど、深い場所であった。

「う、うそっ、ごぼ、はっ──」

　顔が何度も浮き沈しずみする。

　口から、喉のどから、容よう赦しやなく海水が流れ込んでくる。

　苦しい。

　息ができない。

　苦しい。

　泳ぎ方がわからない。子供の頃ころから、もっと真ま面じ目めにディオスやメルアから泳ぎ方を教わっておくべきだった──。

　今さら悔くいても遅おそすぎた。

　水の中でもがきながら、ファルルの意識は次し第だいに薄うすらいでいく。

　それでも今強く抱いだくのは、生きたいという願望ではない。ただ、後こう悔かいばかりだった。

　自分は、何てことをしてしまったのだろう。

　よりによって、あんな人物の手助けをしてしまうなんて。

　ディオスの大切な神獣を、テロ組織に渡わたしてしまうなんて──。

　悔くやしさのあまり、目の端はしから涙なみだが溢あふれ出す。その悔かい恨こんの涙も、即座に海水と混ざり合っていく。

（レイナ……ちゃん……）

　再び空に飛び立つウェスベルの後ろ姿を見ながら、ファルルはついに意識を失った。




　闇やみの中に落下する恐きよう怖ふが、ディオスの全身に駆かけ巡めぐる。

「──っ！」

　衝しよう撃げきに耐たえるため、ディオスは歯を食い縛った。ルヴィとエメロードはギュッと目を閉じている。

「はあっ……！」

　マリンが気合いの声を上げる。同時に、水が破は裂れつするような音がした。

　ディオスが覚かく悟ごしていた衝撃はこなかった。代わりに、体がふわりと一度大きくバウンドする。

「おおおっ!?」

　勢いのまま空中で一回転。それでも何とか、砂すな浜はまに着地することに成功したのだった。

　ディオスの体をギュッと摑つかんでいたマリンも、上手くいったことに小さく安あん堵どの息を吐つく。

　海の中からの音に気付いたのは、この時だった。

「ご主人様！　あれ……！」

　音の発生源に目を向けると、海の中で何かが浮き沈みしていた。

　辺りを覆おおう闇のせいで、色も形もハッキリとはわからない。だが、ディオスは確信した。

「あれは──ファルル!?」

　既すでにディオスは走り出していた。

　彼女は子供の頃から泳ぐことが苦手だと、誰だれよりもよく知っていたからこそ。

　海の中にディオスが入ろうとしたその時、エメロードが飛び下りて人間形態になった。

「ご主人様！　ここは私にお任せください！」

　言うや否いなや、彼女はファルルに向けて蔦つたを伸のばしていた。

　エメロードの蔦は沖おきにまで伸びると、沈みかけていたファルルの体に巻き付く。そして彼女の体を海面から持ち上げ、すぐさま蔦を巻き戻もどした。

　ファルルの体を砂浜に下ろした瞬しゆん間かん、マリンが彼女の横に付く。

　横たわるファルルは、呼吸をしている様子がない。

　すかさずマリンが、彼女の腹に手を当てた。

　数本の触しよく手しゆがじんわりと発光する。

　間を置かず、ファルルの口から大量の水と咳せきがあふれ出した。

　ファルルは横を向いて体を折ると、何度も咳き込みを繰り返す。マリンは触手で、彼女の背を優やさしく撫なで続けた。

　少し経たった後、ファルルはようやく落ち着く。閉じていた瞼まぶたも、そこでうっすらと開いた。

「あ……ディー君……みんな……」

「ファルル……」

　ディオスたちの姿を確かく認にんすると、ファルルはゆっくりと起き上がった。彼女の目から、涙がとめどなく流れていく。

「聞きたいことは色々とあるんだが──まずは無事で良かった。本当に良かったよ……」

　ディオスの言葉に偽いつわりはなかった。それがわかったからこそ、ファルルはより大きな罪悪感に襲おそわれた。

「ごめん、ごめんね……。ボク、ディー君を助けたかったんだ……。でも、間ま違ちがってた。全部噓うそだったんだ……。ボクのせいで、レイナちゃんが……」

「落ち着けファルル。お前はウェスベルに殺されかけたってことでいいんだな？」

「うん、そうだよ……。ボク、あいつに騙されてたってわかったら、逆上しちゃって……。それでレイナちゃんを取り返そうとしたんだけど、返り討うちにあってしまって……」

　そしてファルルは、今までの経けい緯いを包つつみ隠かくさずディオスたちに語った。

　全てを聞き終えたディオスたちは、怪け訝げんな顔を作った。

　ファルルの行動の意味は理解した。

　しかし、なぜレイナが鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに狙ねらわれたのか──。

　その理由がさっぱりわからない。

「全すべてを話したからって、ボクが許されるとは思っていない。許して欲しいとも思わない。ボクはずっと、ディー君たちを騙していたのだから……。でも、謝らせて欲しいんだ……」

　ファルルはそこで静かに立ち上がる。服に染しみ込んだ海水が、ポタポタと砂浜に滴したたり落ちていく。

「本当にごめんなさい……。そして、こんなボクを助けてくれてありがとう……」

　そしてファルルは深々と頭を下げた。そんな彼女の頭を、ディオスはポンポンと軽く叩たたく。

「ファルルは昔から、しっかりしているようでどこか抜ぬけていたからなあ……。この程度のことは想定済み──っていうのはさすがに噓だけど、正直なところ、そこまで俺は驚おどろいていなかったりするよ」

「えっ……。ディー君、さすがにそれはちょっと酷ひどくない……？」

「まぁ、人に利用されてしまうほど、純じゆん粋すいだったとも言えますね」

「エメロードちゃんまで……。ううぅ……」

　再びポロポロと泣き始めてしまったファルル。

　人間形態になったルヴィが、よしよしと彼女の頭を撫でて慰なぐさめる。

「それで、レイナは──」

「レイナちゃんはウェスベルに連れられて、闘とう技ぎ場に向かったよ。でも──」

　皆の視線は一箇か所しよに。

　今そこに、闘技場へと続く道はない。

　満潮時刻になり、海の下へと消えたのだ。

「マリン、水の能力でどうにかならないか？」

「さすがに……海水を引かせるのは……無理……」

「だよな……」

　もはやそれは、神しん獣じゆうの力を超こえたもの──神にしかなし得ないことだろう。

「泳いでいくしかないな……」

　距きよ離りがあるので、当然ながら時間を大おお幅はばにロスしてしまうはずだ。だが、他ほかに方法がない。

　そんな中、闘技場を真しん剣けんな目で見み据すえていたルヴィが言った。

「……ディオっち、ちょい泳ぐのは待って。ルヴィ、やってみるから」

「やるって、何を？」

「道を、作る」

　短く、しかし力強くルヴィは告げた。

　今までに見たことがない彼女の気き迫はくに、ディオスは言葉を挟はさむことができなかった。

「マリぴっぴ。少しだけ手伝ってほしかったりなあって。ルヴィ、これから火を放って闘技場までの道を作るから──」

「まさか……」

「うん。ディオっちやみんなが、ルヴィの火で燃えないようにしてほしいなって」

「でもルヴィさん！　そこまでの力を放ったら──」

「まぁ、絶対に動けなくなるよね、的な？」

　ルヴィはおどけて言うが、笑っているのは口元だけだ。

　彼女は闘技場を見据えたまま続ける。

「でもね、ルヴィが今やんないと、レイにゃんを助けられないかもしれないじゃん？」

「ルヴィ……」

　ディオスに与あたえられた選せん択たく肢しは少ない。

　そして今考え得る最善の方法はそれしかないのだと、無理やり心を納なつ得とくさせるしかなかった。

「……頼たのむ」

　ディオスのその苦く渋じゆうの顔が、ルヴィには嬉うれしかった。自分を案じてくれていることが、十分に伝わってきたから。

「うぃうぃ。神サ獣マ使ナいーの命令は、神獣には絶対だかんね。ディオっちの命令通り、ルヴィやっちゃうよ！」

　あえてルヴィは陽気に言い放った。

　神獣のことを本気で見てくれるディオスのことを、ルヴィはただ助けたいと思っていた。

　それは召しよう喚かんされた神獣としての、本能。

「でもね、ぶっちゃけそんなに時間は持たないと思う。だから振ふり返らずに、全力でダッシュしてね」

　ルヴィは両手を闘技場に突つき出だし、構える。

　その時だった。ファルルがディオスの腕うでを摑んだのだ。

「ファルル？」

「ディー君。ボクも行く」

「でも──」

「ここまで騙だまされて、このまま引き下がることなんかできないよ」

「……体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「おかげさまで。さっきマリンちゃんが介かい抱ほうしてくれたからね」

　ディオスを見つめるその目は本気だ。

「わかった……。本気で走れよ」

「当然。昔から走力はディー君と良い勝負をしてたの、忘れたの？」

「いや、忘れていない」

　戦士であるファルルだが、拳けん闘とう士と同じくらい足は速いのだ。

　ディオスは無言のまま頷うなずき、彼女の要望を受け入れた。泳いで渡らなくて良い以上、ここでファルルを拒きよ否ひする理由はない。

　神獣たちに目配せをすると、彼女たちも大きく一度頷いた。

「んじゃあファルるん、お礼参りに行ってらっしゃい」

　気を取り直したルヴィは、再び両りよう腕うでを海に向けた。

　エメロードは元の姿に戻ってディオスの腕に巻き付き、マリンが水の防ぼう御ぎよ膜まくを張る。

　すうっ、とルヴィは大きく息を吸い。

　そして──。

「いっけええええええええええええええええええ！」

　雄お叫たけびと共に、ルヴィの掌てのひらから炎ほのおがほとばしった。

　闘技場に向かって、槍やりのように放たれた巨きよ大だいな赤い炎。

　あまりの高温に海水が蒸発し、瞬またたく間まに水蒸気が辺り一面を覆う。

　その炎の中に向かって、ディオスとファルルは駆かけ出した。

　ただ真まっ直すぐに、視界を赤と白に染められながらも、迷いなく。

　マリンが防御膜を張ってくれたとはいえ、ヒリヒリとした熱がディオスの全身を舐なめるようにして這はっていく。マリンの力が消えたら、間違いなくディオスたちの全身は燃もえ尽つきる。

　それでもディオスとファルルは怯ひるまずに、全力で駆け続けた。

　時間にして、ほんの十数秒。

　闘技場に到とう着ちやくすると同時に、押し寄せた海に、ルヴィの炎はかき消えた。

　ルヴィはディオスたちが闘技場に着いたのを確認すると、フッと小さく笑い、後ろに倒たおれゆく。

「エメロード！」

「はいご主人様！」

　ディオスの号令と共に、エメロードが蔦つたを伸のばした。ディオスの駆ける速度と同等の速度で蔦が向かう先は、ルヴィ。

　そして蔦は、浜はま辺べに倒れたルヴィの体を絡からめ取ると、瞬しゆん時じに巻き戻もどった。

「ディオっち……エメ姉……何で……？」

　力を使い果たし、元の姿になったルヴィが聞くと、ディオスは半ば呆あきれた顔をした。

「あんな波打ち際ぎわに、ルヴィを置いたままいけるわけがないだろう……。ルヴィは海が苦手なんだから、尚なおさらだ」

「ディオっち……」

　ディオスは小さく微笑ほほえむと、「少し居い心ごこ地ちが悪いかもしれないけど、しばらくここにいてくれ」と自分の懐ふところにルヴィを突っ込んだ。

　いつものように頭の上だと、今のルヴィは簡単に振り落とされてしまうだろう。

「それにしてもエメロード。何も言っていないのに、よく俺の意図をわかってくれたな」

「うふふ。ご主人様の考えることなら大体わかりますよ。それに私も、ルヴィさんを置いて行くなんてできないと思っていましたから。私たちは全員が揃そろってこそ、ご主人様の神獣──。そう思いませんか？」

「エメ姉……」

　ディオスの懐から頭だけを出した状態のルヴィが、静かに感動する。

「うん……。だから……レイナも絶対に……連れて帰る……」

「……あぁ、そうだな」

　ディオスは眼前にそびえる闘技場を見上げた後、その奥へと向かう。

　おそらくウェスベルがいるであろう、闘技場の奥へと。








四章　やっぱり神獣と神サ獣マ使ナいーの絆は最強ですよ？









　ポリテリア内は、すっかり悲鳴と喧けん噪そうに支配されていた。

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』のウェスベルによる、爆ばく破は予告。

　ポリテリアを代表する人気俳優が、実はテロ組織の一員だった──。

　その衝しよう撃げき的な事実は人々の口を介かいし、瞬く間にホテルにいる者全すべてが知ることとなっていた。

　従業員たちの誘ゆう導どうに従い、外に避ひ難なんする人々。

　その流れに逆らうような形で、コーシカとアガートはポリテリア内を駆け回っていた。

　駆けるアガートの体からは、一定間かん隔かくで黒い光が放射状に広がっていく。

　アガートが使用しているのは、音波に似たものを発する探たん索さく用の能力だ。

　彼女自身が『発信機』となり、能力の反射を感知して対象物を探さぐるというものである。

　ディオスを躊躇ためらうことなく送り出したのも、アガートのこの能力があったからこそだった。

　既すでに劇場のある四階は探知を終えていた。

　結果、四階には何もないことが判明し、二人は三階へと下りてきていたのだ。

「まんぷくちゃん、どうですか？　爆ばく発はつ物の気配はありますか!?」

　アガートの体から何度か黒い光が広がった後、彼女は首を横に振った。

「ううん。このフロアも何も感じないです」

「…………」

　アガートの返答に、突とつ然ぜんコーシカは立ち止まった。

「……コーシカ？」

　怪け訝げんな顔でアガートはコーシカを見上げる。

「ずっと考えていたのですが、やはりおかしいです……」

「何が？」

「鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバは、今までガルフネーデ様に関する施し設せつに対し、テロ行こう為いをおこなってきました。でもこのポリテリアは、ただのリゾートホテルです。神とは何の関係もありません。普ふ通つう狙ねらうなら、闘とう技ぎ場のはずです」

「それは、確かに……。でも、あいつらはテロ組織だし。多くの人々を犠ぎ牲せいに出すことも狙いなんじゃ──」

「それでしたら、このホテルの全フロアに爆ばく弾だんを仕し掛かけるはずです。でも、劇場がある四階も、そしてこの三階にも爆弾がありません。はっきり言って、ポリテリアは広すぎます。こう言っては何ですが、ちょっとやそっとの物では、多くの犠ぎ牲せい者しやを出すことはできないでしょう」

　コーシカが何を言いたいのか、アガートもそこで理解した。

「つまり、あの爆破予告はフェイクで──」

「はい。今回のあいつらの真の狙いは、レイナさんだった可能性が高いです。ここまでする理由は、まったくわかりませんが……」

　確かにあの時、ウェスベルの爆破予告がなかったら、ディオスもコーシカも真っ先にレイナを取り返すべく動いていただろう。

　だが多数の命と天てん秤びんにかけられたことで、迷いが生じてしまった。

　特に、ディオスが。

　ふと、コーシカはウェスベルが空を飛んでいたことを思い出した。

「そうか。ウェスベルさんは魔ま法ほう使つかい……。神サ獣マ使ナいーの私とディオスさんと、真っ向から対立することを避さけたのですね……」

　テロ行為という大だい胆たんなことを繰くり返かえしてきた『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』。

　だがテロ行為には、大胆さ以上に慎しん重ちようさが求められるということだろう。

　コーシカは思う。湖の魔ま物もの騒そう動どうから──いや、もっと前から自分たちは彼らの手の内にあったのかもしれない。

「とはいえ、爆弾が一つもないとは言い切れません。まんぷくちゃん、大変かもしれませんが、他ほかの階も引き続き探索をお願いします。次は二階に下りましょう！」

「大丈夫。任せてください……！」

　アガートは頷きながら力強く答える。

　二人はまた、人の波をかき分けて走り出すのだった。




　誰だれもいない夜の闘技場に響ひびくのは、打ち寄せる波の音のみ。

　その闘技場の舞ぶ台たいの中央に、空から黒い影かげが舞まい降おりた。

　レイナを抱かかえたウェスベルだ。

　ウェスベルは二、三度周囲を見み渡わたし、ある観客席の方を向いた。

「連れてきたぞ」

　闇やみに向けて、ウェスベルは声を放つ。

　すると闘技場の観客席から、一つの影が飛び下りてきた。

　ウェスベルの正面に立ったその影は、黒フードを頭に被かぶり、黒の外がい套とうで身を包んだ小こ柄がらな人物であった。

「迎むかえはまだみたいだな。少し早かったか？」

　ウェスベルが言うと、小柄な黒フードは小さく鼻を鳴らした。

「直すぐに来る。問題はない」

　フードに隠かくれて視線は見えないが、その目がレイナに向いていることを察したウェスベルは、彼女の体を軽く前に突つき出だした。

「ほらよ、こいつが頭領のお望みの神しん獣じゆうだ。こうして見ると、トルバ・マディナの計画を阻そ止しした張本人には見えないだろう？　神獣どころか、ただの猫ねこだ」

「……油断はしない方がいい」

「わかっているさ。僕はビオレッタのような無様な姿は晒さらさない。まぁあいつは、組織に入ったばかりの新米だったってのもあるだろうが。お前も僕のやり方を見ていただろう。僕は慎重派なんだ」

「その割には、役者も楽しんでいるように見えたが」

「そこは因果関係が逆だ。先に役者だった。組織に入ったのが後だ。おかげで、人を騙だます表情を作る時が楽しくて仕方がない。まぁ、僕のバハル・シエロでの活動が闘技場の破壊及び観覧者たちの虐殺から、神獣の誘ゆう拐かいに変へん更こうされてしまうとは、さすがに思っていなかったけどな」

「不満か」

「そりゃあな。ずっと出番を待っていたのに、いきなりのプログラム変更は当然萎なえるさ。それに僕は、派手な方が好きだ」

　浜辺から真しん紅くの炎ほのおが走り、空を一いつ瞬しゆん赤く染め上げたのは、その時だった。

　ルヴィの放った炎だ。

　ディオスたちがここまでやって来たことに気付いたウェスベルが、驚きよう愕がくに目を見開く。

「まさか、ここまで追ってきたのか……。あの神獣たちでは、海を渡わたる術すべは持っていないと思っていたのだが」

　ウェスベルはそこでわざとらしく、黒フードを見つめる。

「さすが、男の神サ獣マ使ナいーといったところか？」

　黒フードから、それに対する反応は返ってこない。

「……来る」

「わかっている。お前にも時間稼かせぎ、手伝ってもらうからな」

　ウェスベルと黒フードの人物は、ディオスたちがやって来るであろう、闘技場の舞ぶ台たい袖そでを見み据すえていた。




　ディオスたちは壁かべに手を当てながら、闘技場の中を慎重に移動していた。

　数万人を収容できる闘技場は、当然中も広い。しかし今は、誰もいない夜。明かりがない中を進むディオスたちの速度は、速いとは言えなかった。

　暗さのせいで足元がおぼつかない。駆かけていきたいのに、走ることができない。

　こんな時、レイナがいれば──。

　ふと思ってしまうが、そもそも彼女を取り返すためにここに来たわけである。

「ディオっち、ごめん……。ルヴィが炎を使えたら、もう少し明るくできたのに……」

　ディオスの懐ふところの中で、ルヴィが申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「気にするな。ルヴィの力のおかげで、ここまで最速で来ることができたんだから」

　あれだけの炎を一気に放出したのだ。ルヴィの力が回復するまで、しばらくはかかってしまうだろう。

　ディオスたちはゆっくりと進み続ける。

「そういえば、ボクずっと気になっていたことがあるのだけれど……」

　不意に、ファルルが口を開いた。

「どうした？」

「うん。どうしてウェスベルは、レイナちゃんを攫さらうのにボクを利用したのかなって……」

「それは、ファルルさんがご主人様とお知り合いだったからでは？」

「うん、そうだね。それは間ま違ちがいない。でもね、ボクとディー君が知り合いだということを、どうしてあいつが知っていたのか、それが気になって……。ウェスベルは、知り合いに占うらない師しのコがいると言っていた。それでボクの存在を把は握あくしたって。でもよく考えてみると、占いでそこまでハッキリとわかるって、おかしいんじゃないかなって……」

「確かに……。私も詳くわしいわけではないですが、占いで個人の情報をそこまで探ることができるなど、普ふ通つうに考えて不可能だと思いますね。仮にそういう力のある占い師がいれば、各国の王たちが黙だまっているはずがないでしょうし」

「誰と誰が繫つながってる……なんて知ることができたら……間違いなく……国の運営に支障をきたすと思う……」

　エメロードもマリンも首を捻ひねる。

「マリンがやっていたみたいに、精せい霊れいと話をして情報を得たって線は？　俺の村周辺にいた精霊から話を聞いたとか」

　ディオスが尋たずねると、神獣たちは同時に首を横に振ふった。

「ディオっち、それは無理だと思うよ。精霊はどこにでもいるものだけど、大移動はしない。ディオっちの村周辺の精霊が、こんな遠くまで来ることはないよ」

「そもそも、精霊たちが個々の人間関係に興味を持つこと自体がありえないですからね。彼らは基本的に、自然と共に在るものですから」

「そうなのか……」

　ファルルが合流するまで、ディオスは自分に幼おさな馴な染じみがいることを──ファルルの存在を、一いつ切さい口にしてはいなかった。つまり、ウェスベルがどこかで盗ぬすみ聞ぎきして情報を得ていた、という可能性はない。

　いつ、どこから、ディオスとファルルの関係が洩もれたのか──。

　薄うす気き味み悪い感覚が、二人の体に走る。

「でもまぁ、それもあいつに直接聞いたらいい話だよね」

　ファルルはそう言うと、再び前を見据える。

　数分進んだところで、ようやく先の視界がほのかに明るくなっている所まで来た。

「ご主人様、あそこが出口のようです」

「ああ。出口というか、舞台の入り口みたいだけどな」

　エメロードとマリンはそこでディオスから離はなれ、人間形態へと変わる。その顔は険しい。

　闘技場の舞台にいる『何か』の気配に気付いたのだ。

　間違いなく、ウェスベルだろう。

「お兄ちゃん……作戦は……？」

「レイナの奪だつ還かんが第一だ。あとは──その時考える」

「まあレイナさんを取とり戻もどして逃にげようとしても、泳いで渡るしかないですからねえ。後こう顧この憂うれいを完全に絶ってから逃げる、しか道はなさそうです」

　エメロードの言う通りだ。ここまでは片道切きつ符ぷ。帰りの安全も保障されていない。

　ならば、自分たちで『安全』を作るのみ。

「私が……先に行く……」

　マリンがディオスの前に進み出た。ディオスは無言のまま頷うなずき、彼女の後に続く。その後ろのエメロードも既すでに背から蔦つたを伸のばし、戦せん闘とう態勢に入っていた。

　ファルルはベルトに巻いていた短たん剣けんを抜ぬき出していた。斧おのは先ほど、海中の中に沈しずんでしまったからだ。

「舞台に出たら、まずは状じよう況きよう把は握あく。レイナの命を最優先で頼たのむ。ファルルはあまり前には出ず、自分の身を守ることを優先してくれ」

「わかった。悔くやしいけど、今は斧がないから仕方ないよね。しばらくは隙すきを窺うかがうよ」

「それじゃあ……行く……！」

　声と同時に、マリンが通路から飛び出した。

　彼女は即そく座ざに水の防ぼう御ぎよ膜まくを張り、自分とディオスたちを守る壁を張る。

　その瞬しゆん間かん、空気が唸うなった。

　バシュンッ！

　マリンの張った水の防御膜が、音を立てながら派手に飛び散ったのだ。

「おー？　先制攻こう撃げきは失敗か。それに道どう化けまで一いつ緒しよとは」

　聞き覚えのある声が上から降ってくる。

　月明かりを背負い、ウェスベルが空に浮ういていた。

　その片かた腕うでの中には、レイナ。

　まだ気を失ったままらしく、ピクリとも動く気配はない。

　ファルルはウェスベルに何か言い返そうとしたが、すぐに奥歯を強く嚙かんだ。

「レイナを返せ」

　低く抑おさえた声で、しかしディオスははっきりとウェスベルに告げる。

　無む駄だだろうとはわかっている。だが、言わずにはいられなかったのだ。ここに来た目的を、改めて彼に知らしめてやるためにも。

「残念だが、それはできない。こっちも命令なもんでね」

「……誰だれの命令だ。どうしてレイナを攫う必要がある」

「それは言えるわけがないだろう？　邂かい逅こうした瞬間に内情をペラペラと喋しやべる悪役は、残念ながら劇や小説の中にしか存在しないんだ。覚えておくことだな」

「ご自分が悪役ということは、自覚されているようですね？」

「まあ、テロ組織の一員だしな。正義の味方だとは思ってはいないさ。……今はな」

　ウェスベルはそこで不敵に笑う。

　唐とう突とつに、甲かん高だかい口笛が鳴った。

　音がしたのは、ウェスベルの後方。

「えっ──!?」

「何？　もう一人いるってこと!?　ウェスベル一人じゃなかったの!?」

　ファルルが驚愕の声を上げる。

「客席か！」

　ディオスはすぐに『もう一人』の姿を捉とらえた。

　客席に一人佇たたずむ、黒いフードと黒い外がい套とうを纏まとった、小こ柄がらな人物。

　その人物の眼前に、円形の光が出現していた。

「──っ!?」

　ディオスは思わず息を吞のむ。

　あれによく似た光を、ディオスは前に一度見たことがあった。

　一度だけ。でも、忘れられるはずがない。

　神獣たちを、召しよう喚かんした時の光だったからだ。

「召喚!?」

「あの人物も神サ獣マ使ナいーなのですか!?」

「でもあれは……神獣じゃない……!?」

　光の中から現れたのは、狼おおかみ型の魔ま物もの──ルー・ボルクと呼ばれる魔物であった。

　薄うす紫むらさき色の毛並みを持つ巨きよ体たい、血のような赤い瞳ひとみが特とく徴ちようの魔物だ。

　非常に気き性しようが荒あらく、また殺傷力の高い爪つめを持っているので、遭そう遇ぐうすれば挑戦者ヴアンデラーでも歯が立たないことがある。

　現れたルー・ボルクは四体。それぞれが黒フードの人物を守るようにして立つ。

　信じがたい光景だった。

　召喚とは、神獣界から神獣をこちらの世界に呼び出すことだ。魔物を呼び出すなど、通常ではありえない。それは『魔物使い』という職業の者ですら、不可能なことだ。

『魔物使い』という職業は、魔物を手て懐なずけることで自らの仲間にする。その手懐けた魔物は、神サ獣マ使ナいーが神獣と共にいるのと同じように、常に連れて歩く。

　しかしあの黒フードの人物が今やってのけたのは、常識では到とう底てい考えられないことであった。

（魔物使いとも、神サ獣マ使ナいーとも違ちがう。あいつは一体──）

「みんな、避よけて！」

「──っ!?」

　ルヴィの声に、ディオスたちは咄とつ嗟さに横に転がる。

　今彼らがいた空間を、風の刃やいばが通り過ぎた。空くうを切ったその風は、闘とう技ぎ場の壁の一部を深く抉えぐり、霧む散さんした。

　改めて確かく認にんするまでもない。ウェスベルが放った風の魔ま法ほうだ。

　さらに客席から、黒フードの人物とルー・ボルクたちも飛び下りてくる。

「前回の計画はお前らに潰つぶされてしまったからな。男の神サ獣マ使ナいーというイレギュラーな存在。こっちも油断はしていない」

　こちらの力を過小評価してくれていた方が、まだ立ち回りは楽だったのだが。さすがにそれは甘い考えだったようだ。

　再びディオスの前に立つマリンとエメロードが、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の二人をじっと見み据すえる。

　そして──。

「行け──！」

　黒フードの声が力強く告げると、ルー・ボルクたちが一いつ斉せいに動いた。




　コーシカとアガートは、現在ホテルの一階、ロビーのラウンジ部分にいた。

　二階にも爆ばく弾だんらしき物は見当たらず、ついに一階まで下りてきていたのだ。

　一階には今やって来たばかりと思われる観光客たちが、慌あわただしいホテル内を呆ぼう然ぜんと眺ながめている。従業員たちが懸けん命めいに宿しゆく泊はく客たちを外へと誘ゆう導どうしようとしている図は、何も知らない者が見たら、ただ混乱するばかりであろう。

　それでも宿泊客たちの避ひ難なんは大方済んだようで、かなり人数は減っている。

「まんぷくちゃん、どうですか」

　コーシカが聞くと、アガートは頭を横に振った。彼女の体からは、未いまだ一定の間かん隔かくで黒い波は紋もんが広がり続けている。

「見つかりません。念のためホテルの周辺まで範はん囲いを広げているのですが、まったくです」

「そうですか……。やはりあの爆ばく破は予告は──」

「狂きよう言げんだった可能性が、非常に高いでしょうね……」

　アガートが眉まゆを下げると、コーシカは天を仰あおいだ。

　もう疑いようがなかった。今回の鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの狙ねらいは、レイナだ。

　ディオスとコーシカを二分するための爆破予告。レイナを攫さらうそのためだけに、ウェスベルはここまで大きな噓うそをついた──。

「まんぷくちゃん、ひとまず私たちも浜はま辺べに向かいましょう。説明は、皆みんなの避難が完かん了りようした時に。落ち着いてからしないと、いたずらに混乱させてしまうだけでしょうし」

「はい」

　そして二人はロビーを抜け、浜辺へと通じる出入り口を目指すのだった。




　黒フードの命令により、一斉に動いたルー・ボルクたちが狙うは、ディオス。

「させません！」

　エメロードが叫さけび、蔦の鞭むちをルー・ボルクの一体に伸ばす。

　岩をも砕くだくエメロードの蔦。その一いち撃げきは、ルー・ボルクの脇わき腹ばらをいとも容易たやすく貫かん通つうした。

　地を這はうような咆ほう吼こうが、ルー・ボルクの口から吐はき出される。

　しかし、エメロードは顔色一つ変えない。そのまま蔦を地に突つき刺さし、ルー・ボルクを大地に縫ぬい止めた。

　脱だつ出しゆつしようとルー・ボルクがもがくほど、体に食い込んだ蔦が肉を断たっていく。細い棒ほどだった傷口をルー・ボルクは自ら広げ、大量の血を大地へと染しみ込ませる。

　短時間で生命維い持じに必要な血を失ったルー・ボルクは、口を大きく開けたまま、光の粒りゆう子しへと姿を変え、霧散した。

　エメロードの蔦が巻き戻る。左右に細かく振ふれているのは、蔦に付着した血を振り落とすためか。

　それを見ていた他ほかのルー・ボルクたちは、前足で地を強く摑つかみ停止する。

　エメロードが自分たちにとって危険な存在だと、仲間の死を見て察知したのだ。

　彼らは目標に対し、闇やみ雲くもに突とつ撃げきをするようなことはしない。ある程度の知能を有している。それこそが、獣けものと魔物とを分わけ隔へだてる要素でもあった。

「──っ！」

　瞬しゆん時じに魔物の一体がやられてしまったからか、黒フードが忌いま々いましげに舌打ちをする。

　同時に後ろへ跳ちよう躍やくし、ディオスたちから距きよ離りを取った。

　魔物を召喚したことは常識外であるが、自らが戦わないことから察するに、黒フード本人は戦せん闘とう能力が低いのかもしれない。

「あちらの黒い方は、先に魔物を倒たおしてしまえば問題なさそうですね？」

「そいつはどうかな」

　直後、エメロードに向けてウェスベルが魔法を放った。

　緑の軌き跡せきを残しながら飛ぶそれは、風の刃。

　エメロードの蔦つたを切断しようとした魔法だろう。

「……危ないっ……！」

　マリンがすかさず両りよう腕うでを伸のばし、エメロードの前に水の防御膜を張る。

　風の刃は、水の壁かべに接せつ触しよく。

　瞬しゆん間かん、ばしゃりと大きな音を立て、水の壁が飛び散った。

「相そう殺さいしたか」

　無感情にウェスベルが呟つぶやく。

　今の一撃でエメロードを倒せるとは思っていなかったが、ノーダメージにするつもりもなかった。そのような顔をしていた。

「だが、そっちに風の神しん獣じゆうがいないことは、僕にとっては幸運でしかない。おかげで存分に力を使える」

　風の魔法で浮うき続けながら、ウェスベルは小さく笑った。

　扱あつかう魔法と神獣の属性が同じであれば、神サ獣マ使ナいーと魔ま法ほう使つかいの力関係は、明確に優ゆう劣れつが決まっている。それゆえに、事前大会モナーフエスでは魔法使いと神サ獣マ使ナいーが当たるようなことは、極力避さけるような配はい慮りよがなされているほどだ。

　しかし、魔法使いの扱う魔法と、神獣の属性が違う場合──そこに優劣はない。

　ウェスベルは再度、上から風の刃を放つ。

　今度の狙いはディオス。しかしまたしても、マリンの張った水の防ぼう御ぎよ膜まくが風の刃を防いだ。

　ディオスはそこで違い和わ感かんを覚える。

　先ほどから、ウェスベルの放つ魔法が単調だ。確かに殺傷力のある魔法である。当たればただでは済まない。だが、ウェスベルから明確な殺意が感じられないのだ。

（何を考えている？）

　ディオスは静かに拳こぶしを握にぎる。ウェスベルの行動の真意がわからない。

　レイナを人ひと質じちに取っていることの余よ裕ゆうなのか。

　それとも、他に何か企たくらんでいるのか。

『ウェスベルを倒す』ことに重点を置けば、それは容易いことであると断言できる。

　だがエメロードもマリンも、そしてファルルも、ウェスベルに対して強く攻こう撃げきを仕し掛かけられない。

　彼の腕うでの中に、レイナがいるからだ。下へ手たをすれば、レイナが巻まき添ぞえになってしまう。

「お前は変に動くな」

　後方の黒フードが、硬かたい声をウェスベルに放つ。

「少しくらいはいいじゃないか。僕だって遊びたい」

「お前が抱かかえているのはぬいぐるみではない。貴重な神獣だ。不用意なことはするな」

（遊び……？）

　ディオスは内心で首を捻ひねるが、情報が足りない。

　黒フードに淡たん々たんと諫いさめられたウェスベルは、小さく舌打ちを洩もらし、ディオスたちから少し距離を取る。

　入いれ替かわるように、再度ルー・ボルクたちが動いた。

　まとめて動いてくれていたら、マリンの水流でおそらく一いつ掃そうできていたであろう。しかし彼らは時間差で、さらに木々の合間を縫うように不規則な動きで接近してきたのだ。

　考えるのは後。今はあの魔ま物ものたちをどうにかする方が先──。

　そう切り替えたディオスは、エメロードとマリンに目配せをした。

　二人はそれだけで、ディオスの意思をくみ取ってくれた。二人とも一いつ瞬しゆんだけ眉が内に寄るが、ディオスに抗こう議ぎをする隙すきをルー・ボルクたちが与あたえなかった。

　二人は互たがいに逆方向に散り、ルー・ボルクたちをそれぞれ引きつける。

　そして、残る一体はディオスの方へ。

（二人があいつらを撃げき破はするまで、一体は俺が引きつける）

　それが、ディオスが二人に無言でした『指示』。確実に、ルー・ボルクの数を減らすための作戦であった。

　緊きん張ちようで、握った拳の中にじわりと汗あせが滲にじむ。

　エメロードとマリンなら、おそらく問題ない。ファルルも、最初に自分で宣言した通り、今は端はしの方で動かずに機会を窺うかがっている。

　問題なのは自分だ。神獣たちの救きゆう援えんが来るまで、ルー・ボルクの餌え食じきにならないようにしなければならない。

　考えている一瞬の間に、既すでにルー・ボルクはディオスの眼前に迫せまっていた。

　大きく開けた口から覗のぞくのは、幾いく重えにも重なった鋭するどい牙きば。

　もちろん、牙の餌食になるつもりはさらさらない。

　ディオスはタイミングを見計らい、上に跳躍。

　何とかルー・ボルクの背後に着地したディオスは、さらにバックステップで距離を取る。

「グルル……」

　だが、ルー・ボルクは即そく座ざに方向転てん換かん。小さな唸うなり声を発した後。

　放たれた弓のような速度で、ディオスへと駆かけ出した。

「くそっ！　速い！」

　さらにディオスがルー・ボルクから距離を取ろうと跳躍した、その時だった。

　ディオスの胸むな元もとから、ルヴィの小さな体が飛んだのは。

「────!?」

　瞬間、ディオスの全身の血の気が引いた。

　それはディオスの命令でも、ルヴィの意図的な行動でもなかった。

　体力の限界だったルヴィが、ディオスのスピードに振り落とされてしまった──。

　ただ、それだけ。

　そして、あまりにも不幸な事故だった。

　ルヴィは自分の身に何が起きたのか、瞬時に理解できないでいた。

　愛らしい瞳ひとみをより丸くさせて、ただ無防備に空中に投げ出されるのみ。

　そのルヴィに向けて、ルー・ボルクの鋭い牙が向けられていた。

　高速でディオスに向かっていたルー・ボルクは、刹せつ那なの間にターゲットをルヴィへと移したのだ。

　ディオスの瞳には、その光景がスローモーションのように映し出されていた。

　少しずつ、でも確実に、ルヴィの小さな体に迫る牙。

　そして──。

　血ち飛沫しぶきが、夜の闘とう技ぎ場に舞まった。




　覚かく醒せいして最初に感じたのは、全身を襲おそう激しい揺ゆれだった。

　酷ひどく、不快な夢だった。

　見知らぬ誰だれかに抱だきかかえられ、全身を揺さぶられるという不快な夢。

（……夢？）

　レイナは静かに瞼まぶたを開ける。

　まず見えたのは黒い布地。そして嗅かぎ慣れない『他人』の匂においが、鼻を通り抜ぬける。

（これは……夢じゃない……。じゃあ……）

　レイナは自分を抱きかかえる人物の顔を、チラリと流し見る。

　ディオスではなかった。

　気を失う前まで、舞ぶ台たいの上で見ていた人物だった。でも、その時の顔と今の彼の顔は、まったく別人のように見えた。

　どうして彼が──と疑問に思うより先に、不快感の方を強く抱いだいた。

　全身の毛が逆立つのを抑おさえられたのは、奇き跡せきかもしれない。

　そして、何となく自分の置かれた状じよう況きようを察した。

　なぜか、酷く冷静だった。

　それは見えたウェスベルの顔が、狂きよう気きに満ちていたからかもしれない。そして何より、自分を取とり戻もどそうとしてくれているディオスや神獣たちの真しん剣けんな顔を、確かく認にんできたからかもしれない。

　ここまでの過程はスッポリと抜け落ちている。

　だが、これから自分がやるべき行動は──わかる。

　ウェスベルはまだ、レイナが意識を取り戻したことに気付いていない。

　レイナは半分目を閉じて、まだ気絶した振ふりをする。そして、行動を起こすべきその時を、じっと待ち続けた。




　二体のルー・ボルクが、それぞれエメロードとマリンに接近。そして大きく口を開け、牙を剝むく。

「はあっ！」

　エメロードは蔦で攻撃を仕掛ける。

　空中で複雑に絡からみ合ったいくつもの蔦は、ルー・ボルクの眼前で解け、槍やりのように向かう。

　この間、僅わずか一秒。

　しかし、ルー・ボルクはそれに反応する。巨きよ体たいに似合わぬ速度で急転回したのだ。

　エメロードの蔦はルー・ボルクを射い貫ぬくことなく、虚むなしく空くうを切る。

「先ほどの攻撃から、学習してるようですね……」

　蔦を巻き戻しながら冷静に呟くエメロードだったが、細い眉まゆは内に寄っていた。

　その横では、マリンが自分に向かい来るルー・ボルクに向け、水流を放ったところだった。

　それを狼おおかみらしからぬ跳ちよう躍やく力で躱かわすルー・ボルク。

　外れた水流は闘技場の壁かべに穴を空け、消しよう滅めつした。

「…………」

　マリンはそれを見届けると、隣となりのエメロードをチラリと見た。

「エメロード……。あいつらを……引きつけて……欲しい……」

「二体とも、ですか？」

「うん……大だい丈じよう夫ぶ……？」

「それくらい余裕ですよ。こちらの想定以上にスピードは速いですが」

「なら……お願い……」

　そう言うと、マリンの姿がかき消えた。

　水の力を使い、姿を消したのだ。

　突とつ如じよいなくなったターゲットに、ルー・ボルクから動どう揺ようの色が見て取れた。目を忙せわしなく動かし、マリンの姿を捜さがしだそうとしている。だが、闘技場の中に彼女の姿を捉とらえることはできない。

「そういうことですか。これは頑がん張ばって囮おとりにならないとですね」

　エメロードは不敵に笑うと、両の掌てのひらを上に向けた。

　彼女の掌の上に小さな草が出現し、舞うように踊おどり出す。

　エメロードはその草を、まるでボール遊びをするかのように、ルー・ボルクたちに向けて投げた。

　刹那、草が姿を変えた。ナイフのように鋭い形へと。

　草のナイフはルー・ボルクたちの足を掠かすめ、血の線を引く。

　二体のルー・ボルクがエメロードを睨にらむように見み据すえるのと、彼女に向かって駆かけ出だすのは、ほぼ同時だった。

　エメロードは数本の蔦を構え、それを迎むかえ撃うつ体勢を取り──。

　直後、二体のルー・ボルクの体が、横に勢いよく弾はじき飛ばされた。

　渦うずを巻く水流が、二体のルー・ボルクを横から襲ったのだ。

　改めて確認するまでもなく、マリンの放った水流だ。

　激しい水流に抵てい抗こうする術すべもなく、闘技場の壁にまで押しやられたルー・ボルクたち。

　すかさずマリンは、彼らを水の檻おりで取り囲んだ。

　その檻の中に、今度は水を大量注入。たちまちルー・ボルクたちの巨体は、水でできた水すい槽そうに閉じ込められる形となった。

　容よう赦しやない水みず攻ぜめに、ルー・ボルクたちはもがくことすら許されない。鼻から、口から、苦く悶もんの水すい泡ほうが出続ける。

「あらあら。マリンさんはいたぶるのがお上手ですね。ちょっとビックリです」

「その言い方は……やめて……」

　再び姿を現したマリンは、エメロードと少し離はなれた場所にいた。水の力を操あやつるためか、両りよう腕うではルー・ボルクたちに向けて突つき出した状態だ。

「このまま放ほうっておいても肺呼吸は終わりそうですが、苦しそうなのでお手伝いしてあげますね」

　エメロードが微笑ほほえむと、再び彼女の蔦は槍のようにルー・ボルクたちに飛んだ。

　水の檻を突き抜けた蔦の先せん端たんは、そのままルー・ボルクたちの体に吸い込まれるかのように突き立った。

　檻から流れ出すのは、大量の水と赤い血。

　闘技場の土に投げ出されたルー・ボルクたちはそのまま起き上がることなく、光の粒りゆう子しになり消滅した。

　エメロードとマリンは然さしたる反応を見せず、互たがいに近付いていく。

「今の水の檻、もしかしてアガートさんの能力の応用ですか？」

　エメロードが問うと、マリンは視線を逸そらしつつ頷うなずいた。

「……うん……。あれ……私も使えそうだと……思ったから……」

　真ま似ねをした、とは言い難にくかったのか、いつも以上に声に覇は気きがなかった。エメロードはそんな彼女を見て、笑えみを浮うかべる。

　ルヴィの体が宙に投げ出されたのは、この時だった。
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　意識はしなかった。

　ただ、ディオスは咄とつ嗟さにルヴィに向けて腕うでを伸のばしていた。伸ばさなければならなかった。

　自分の失態で誰かを失うなど、もうあってはならないことだから──。

　ディオスの手がルヴィの体を摑つかむのと、ルー・ボルクの牙がディオスの腕に突き立ったのは、ほぼ同時だった。

「────っ!?」

　痛さと同時に熱さを感じた。それでも、ディオスは苦痛の声を洩もらさなかった。

　ディオスの腕から舞う血飛沫が、ルー・ボルクの上うわ顎あごを染める。

　それでもルヴィの体を離さぬよう、ディオスはそれだけに全神経を集中させた。

　そして──。

「はあッ！」

　反対の手で、ルー・ボルクの顎あごにアッパーを繰くり出した。

　牙きばに貫かれたままのディオスの腕にも、その衝しよう撃げきが伝わってくる。神経を焼き切られているような感覚に、ディオスは激しく顔を歪ゆがませる。

　ルー・ボルクは堪たまらず口を開ける。その隙すきに、ディオスは牙から腕を引き抜いた。

　既すでに感覚はなかったが、それでもルヴィだけは絶対に離さないと決意していた。

　何とか救出したルヴィは、ディオスが何をしたのか、信じられないような目で見ていた。

　ディオスはそんな彼女を、また自分の懐ふところへと押しやった。

「……そんな……噓うそでしょディオっち……」

　ルヴィは見てしまった。牙で貫かれたディオスの腕の部分が、抉えぐれてしまっているのを。

　ディオスは傷口から大量の血を流しながらも、続くルー・ボルクの攻こう撃げきを避さけるべく動いていた。

　だが痛みという枷かせが、ディオスの動きを鈍にぶくする。

　ディオスはルー・ボルクの体当たりを、まともに受けてしまったのだ。

　空中で何回転かしながらも、それでもディオスは胸むな元もとにいるルヴィを潰つぶさないようにと受け身を取る。

　しかし、続けて立ち上がることができない。

「ご主人様！」

「お兄ちゃん……！」

「ディー君！」

　異変に気付いたエメロードとマリン、そしてファルルが、ディオスの許もとへ向かおうとする。だが彼女たちの前に上から風の刃やいばが降り注ぎ、地に突き刺ささった。

「おおっと。面おも白しろいシーンなんだから邪じや魔まをするなよ」

「くっ──」

　エメロードは反射的にウェスベルに対し蔦を伸ばしかけ──。

「おいおい。この神しん獣じゆうがどうなってもいいのか？」

　ウェスベルの指先が、レイナの瞼まぶたに当てられた。目を潰すぞ、と言っているのだ。

　エメロードとマリンは、歯は嚙がみすることしかできない。

　あのようにレイナを出されてしまったら、動くことなどできない。

　ルー・ボルクたちを個々で撃げき破はするためにディオスから離れてしまったことが、完全に裏目に出てしまった。

　その間も、ディオスに対するルー・ボルクの攻撃は続いていた。鋭するどい爪つめがディオスの背を、腕を、脚あしを、切きり裂さいていく。

　それでも、ディオスは気を失わなかった。その頑がん丈じようさゆえに、意識を手放せなかったのだ。

　自身の体に傷が増えていくのを、ディオスはどこか意識の外から見ていた。

『お前の突きも蹴けりも、鋭さが決定的に足りない。その力が、すべて耐たい久きゆうに振り替えられているのではと疑ってしまうほどにはな』

　拳けん闘とう士として修しゆ業ぎようをしていた時、飽あきるほど言われた言葉が頭に過よぎる。

　ディオス自身もずっと疑問だった。そして悔くやしくもあった。本気でやっているのに、どうして攻撃力だけが伸びないのか。耐久力だけがあるのか。

　その疑問が、ようやく氷解した。

　神獣たちを守るため。

　今、こうして神獣たちを守るためだったのだと、ディオスは得心した。

　懐の中で、ルヴィが泣いているのがわかる。それでもディオスは服の上からそっとルヴィを撫なで、安心させるように呟つぶやいた。

「大丈夫だから。俺は今、自分の体が丈じよう夫ぶで良かったと、心から思っているよ」

　このような怪け我がを負っても、まだ動くことができるから──。

　痛みを押し殺して口の端はしを上げるディオスに、ルヴィはただ涙なみだを流すことしかできなかった。

　その一方で、エメロードとマリンは険しい顔のままウェスベルを睨んでいた。

　彼女たちの心は、ある方向へと向きかけていた。

　──ディオスを助ける。

　レイナが怪我を負うかもしれない。それでも──。

　神サ獣マ使ナいーの命令に従うか、それとも神サ獣マ使ナいーを救うか。

　彼女たちは究極の選せん択たくを前にして、主あるじの命を最優先させるべきと考えたのだ。

（すみません、レイナさん。でも、私たち神獣はやはり──）

　苦く渋じゆうを顔に滲にじませながら、エメロードがウェスベルに向けて腕を伸ばした、その時。

　光が、闘とう技ぎ場を走り抜ぬけた。

　ディオスもルヴィも、エメロードもマリンも、ファルルもルー・ボルクも、そして黒フードも。

　その光に視界を奪うばわれた。

　目を眩くらませながらも、ディオスたちは即そく座ざに理解した。

　この光はレイナだ。間ま違ちがいない──。

「ぐおあっ!?」

　至近距きよ離りで発生した多量の光に目を焼かれ、ウェスベルは苦悶の声を洩らした。

　レイナはその隙を見み逃のがさなかった。

　自分を抱だいていたウェスベルの腕に、おもいきり嚙かみついた。

「────っ!?」

　鋭い痛みに、ウェスベルは堪たまらず腕を振ふり払はらう。

　たちまちレイナの体は、ウェスベルの腕から宙に放り出される。

　人間形態であっても、落ちたら無傷では済まない高さだ。それでも、レイナの目は恐きよう怖ふに染まってはいなかった。

　人間形態になったルヴィが、天に向けて腕を伸ばしていたのが見えたから──。

「レイにゃんーッ！」

「ルヴィ！」

　目が眩んだままなのか、ルヴィの瞼はまだ半分開いていない。

　それでもレイナは、彼女の腕に吸い込まれるようにして飛び込んだ。

　落下の勢いで、ルヴィはレイナを抱いたまま転がるようにして後ろに倒たおれる。それでも、決してレイナを離すことはなかった。先ほどディオスが、自分にやってくれたように。

「ルヴィ……ありがとう。大だい丈じよう夫ぶ？」

　神獣形態のまま、レイナは倒れたルヴィを心配そうに見やる。ルヴィは少し痛そうに顔を歪めながらも、笑顔で体を起こした。

「えへへ……。ナイスキャッチだったっしょ」

「でも、どうして？」

「レイにゃんなら、絶対に飛び下りると思ったから。それに今のルヴィは、これくらいしかできないからね……」

　光で目を眩ませていたほんの僅わずかの間に、ルヴィはレイナの次の行動を予測していたのだ。

　そして、ディオスの懐から飛び出し、人間形態へと変身した。

　本来なら、レイナを受け止めるのはディオスの役目だったのかもしれない。だが彼は今、ルー・ボルクと対たい峙じしていて動くことができない。

　だから、ルヴィが動いたのだ。

　大切な主人である、ディオスの代わりに。

「やった……！」

「ルヴィさん、レイナさん！」

　視界の回復したマリンとエメロードが、嬉き々きとして二人に駆かけ寄よっていく。

　だが、再会を喜び合うのは後回しだ。

　ディオスはまだ、ルー・ボルクと対峙している。

　そのルー・ボルクの背後から、近付く者がいた。

　短たん剣けんを手にしたファルルだった。

「はあああああああっ！」

　ファルルはルー・ボルクに向けて跳ちよう躍やくすると、短剣の切っ先をルー・ボルクの頭へと向ける。そして渾こん身しんの力を込こめ、短剣を突つき刺した。

　恐おそろしいほど、真まっ直すぐな軌き跡せきだった。

　短剣は刃やいばの部分が見えなくなるほど深く、そして垂直にルー・ボルクの頭に突き立っていた。

　ファルルは慌あわててルー・ボルクから離はなれる。

　口から涎よだれを垂らし、激しく頭を振るルー・ボルク。ひとしきり暴れた後、糸が切れたかのようにルー・ボルクの動きが止まる。そして、横向きに地に倒れた。間もなく、光の粒りゆう子しとなり、消えゆくルー・ボルク。

　光の残ざん滓しが目に残ったまま、ディオスたちは振り返る。

　これで残るは、ウェスベルと黒フードのみになった。

　ウェスベルはレイナに嚙まれた腕うでを見つめたまま、呆ぼう然ぜんとしている。

「……ふん」

　黒フードは無感情に小さく鼻を鳴らすと、何かに弾はじかれたように突とつ然ぜん動いた。

　ディオスは目を疑った。

　黒フードが、真っ直ぐにこちらに向けて駆けてくるのだ。

　そうはさせまいと、ファルルがディオスの前に躍おどり出でる。

　だが、既すでに彼女は武器を持っていない。

「あぐっ!?」

　黒フードはファルルの腹に数発拳こぶしをめり込ませた後、腕を摑つかみ、彼女の体を横に投げた。

　受け身を取る間もなく、ファルルの体は地にバウンドする。

　──速い！

　今の黒フードの攻撃は、間違いなく拳闘士並みの威い力りよくと速度を伴ともなっていた。

　戦士とはいえ、機動力ではディオスにほとんど劣おとらないファルルがまったく反応できなかったのだ。

　ディオスが足を開いて構えを取った時には、既に黒フードは彼に肉にく薄はくしていた。

　すかさず、ディオスの顔目がけて繰くり出だされる拳。

　ディオスはかろうじて、その拳を無事な方の腕で受け止める。しかし黒フードは、即座に逆の手でディオスの腕を打ち払った。

「────っ!?」

　ディオスの顔が歪ゆがむ。腕の骨が折れたのかと思うほどの衝しよう撃げきだった。

（何だこいつ!?　魔ま物もの使いじゃなかったのか？　動きも攻撃も鋭すぎる……！）

「お兄ちゃん……！」

　それをただ黙だまって見ている神獣ではない。

　マリンの放った水流が、黒フードに勢いよく向かう。

　しかし黒フードは背を反らし、それを難なく躱かわした。

　四体の神獣が揃そろったことで形成が逆転したと察したのか、黒フードはそこで後ろに跳躍し、ディオスから距離を取った。

　その隙すきを見逃さず、神獣たちはすぐにディオスの許もとへと向かった。

「ディオっち、お待たせ」

「ルヴィ。本当にありがとう」

「動けるようになったのは、ディオっちが休ませてくれたおかげだから……」

　ルヴィからレイナを受け取ったディオスは、安あん堵どの笑えみと共に、彼女の小さな体を片かた腕うでで抱ほう擁ようする。

「レイナ。無事で良かった……」

「ディオス……」

　レイナも今は抵てい抗こうしない。彼の匂においを確かく認にんするかのように、鼻を強く押し付けていた。

「でもディオス、腕……」

　皆みんなも不安そうに負傷したディオスの腕を見つめる。傷口からは、未いまだ血が流れ続けていた。

「ひとまず、私の蔦つたで止血を──」

「光の神しん獣じゆうごときが小こ賢ざかしい真ま似ねをしやがって！」

　唐とう突とつに、吐はき捨すてるかのようにウェスベルが叫さけんだ。彼はレイナに嚙まれた腕を見つめながら、ワナワナと震ふるえている。

　その彼の体に、みるみるうちに風が纏まとっていく。

　それはもはや、風と呼ぶに値あたいしないほどの力であった。

　大気が、震えている。

「落ち着けウェスベル！」

　黒フードが声を張り上げる。しかしその声が届いていないのか、ウェスベルから発生している風はさらに激しさを増していく。

　闘技場の上空を厚い雲が覆おおう。いや、闘技場だけでなく、もはやバハル・シエロ全土にその雲は広がっていた。

　弱々しい光を地上に落としていた月が、あっという間に見えなくなる。

　のしかかるような曇どん天てんは、風だけでなく激しい雨をも呼び起こしていた。




　コーシカとアガートは、一いつ瞬しゆんの内に暴風雨の領域と化してしまった浜はま辺べの中にいた。

　ポリテリア内にいる客たちの避ひ難なんは、ほとんど終わっていた。二人は避難の最さ中なかに負傷してしまった客たちの許へ出向き、簡単な治ち療りようを行っていたのだ。

　客たちもだいぶ冷静さを取とり戻もどし、事の経けい緯いを説明しようとしていた矢先。突然彼女たちは、激しい風と雨に襲おそわれたのだ。

「こ、この風は──!?」

　姿勢を低くし、腕で視界を守りながらコーシカが声を張り上げる。

　突然のことに、周囲では小さな悲鳴も上がっていた。

　立ち上がると、容よう赦しやなく飛ばされてしまうほどの風。そして全身を叩たたき付ける、痛いくらいの雨──。

　先ほどまで、雨が降りそうな気配は微み塵じんもなかった。雲一つない夜空に、綺き麗れいな月が浮うかんでいた。その月明かりの下、コーシカたちは治療を行っていたのだから。

「バハル・シエロでは、このような天候の急変は起こらないと聞いていたのですが……」

「コーシカ！　この風、自然のものではありません！　魔ま力りよくを感じます！」

　アガートは飛ばされないよう、コーシカの体にしがみつきながら言う。

「魔力……まさか、ウェスベルの魔ま法ほう？」

「はい。風の精せい霊れいたちの力を感じるので、間違いないです。闘技場の方からですね……！」

　そう告げるアガートの体を、黒いオーラが包んでいく。しばらくアガートは、その状態で瞼まぶたを閉じていた。

　しかし数十秒も経たたない内に、黒いオーラはかき消えた。アガートも息を止めていたのか、途と端たんに呼吸を荒あらくし、酸素を体内に取り入れる。

「まんぷくちゃん？」

「試ためしに、風の精霊たちに接せつ触しよくを試みたのですが──やはり闇やみの神獣である私では無理でした。話さえ聞いて貰もらえないです……」

「そうですか……」

「ここは、ディオスさんたちに何とかしてもらうしか──」

　眉まゆと耳を下げるアガート。

「ディオスさん……」

　闘技場の周囲は、強風で白い波が立っている。渡わたって行くことは不可能だ。

　コーシカは闇に浮かぶ闘技場を見つめながら、ただ祈いのることしかできなかった。




「任務を忘れたのか、馬ば鹿かが」

　黒フードはウェスベルを見み据すえたまま舌打ちを洩もらし、さらに後退する。

　ウェスベルは風の魔法を止めようとしない。

　狂きよう気きを増した彼の目は、レイナだけを見据えていた。

　相手に出し抜ぬかれた。

　傷付けられた。

　そのことが、ただ彼には許せなかったのだ。

「油断していた……それは素す直なおに認めよう。だからといって、僕の体を傷付けるなんて許されることではない。逃にげられると思うなよ!?」

　獣けもののように叫んだ直後。

　ウェスベルは闘とう技ぎ場の舞ぶ台たいに向けて、大きく腕を振ふり下ろした。

　雨を含ふくんだ重たい風が、ディオスや神獣たちの体を激しく叩き付ける。

「ぐうッ……！」

　もはやそれは風ではない。鈍どん器きで殴なぐられているかのような衝撃だった。

　ウェスベルは小さく指を鳴らす。瞬時に、その風の性質が一変した。

　まるで刃やいばのような、骨の髄ずいを刺さされるような風へと一瞬で変へん貌ぼうしたのだ。

「これは──！」

「……っ！」

　マリンが水の防ぼう御ぎよ膜まくを張ろうとするが、激しい風により呆あつ気けなく散らされ、雨の一部と成り果てる。

　その間にも、風は鋭するどさを増していく。ついにはディオスや神獣たちの体から、鮮あざやかな血が飛び散り始めた。

「どうだ!?　少しずつ体を刻まれる感覚は！」

「ウェスベル……！」

　名を叫んだのは黒フードだ。闘技場の壁かべに背を張り付け、難を逃のがれていた。

「あぁ、ターゲットのことは心配するな。光の神獣を傷付けないよう、最大限に気を遣つかっているからな。だから光の神獣、そのまま主人の中に隠かくれていろよ？」

「くっ──！」

　レイナはまだ、神獣形態でディオスに抱だきかかえられたままだった。

「ディオス、離して！　このままじゃディオスが──」

「ダメだ。奴やつらの狙ねらいはレイナだ。絶対に離さない。それに、お前も知っているだろ？　俺は耐たい久きゆう力だけは無む駄だにあるってことを」

「でもッ……！」

　ルー・ボルクの牙きばで、激しく損傷したディオスの片腕。さらに傷付けられる全身。

　それでもディオスは、絶対にレイナを離すまいと腕に抱かかえ続けていた。

「おーおー。やっぱり自ら体を張るねえ、男の神サ獣マ使ナいーさんよ。だがお前は丈じよう夫ぶだとしても、お前の神獣たちはどうかな？」

「ぐっ──！」

　ウェスベルの言う通り、神獣たちは既に満まん身しん創そう痍いといった様子で、地に両りよう膝ひざを突けている。神獣だけでなく、ファルルも同様にだ。

　その柔やわらかい肌はだには、目を覆いたくなるような深い切り傷が、いくつも刻まれていた。

「ご主人様、私たちのことは構わないでください！」

「でも……」

「今は、あいつをどうにかする方法を考えないと……！」

　エメロードはそう言うと、気き丈じようにも背の蔦をウェスベルに向けて伸のばしてみせた。しかし風の刃やいばにより、呆気なく彼女の蔦は切り刻まれてしまう。

「うっ……！」

　体を抱くようにして、ついにエメロードが倒たおれてしまった。

「エメロード！」

　続けて、その横のマリンとルヴィも、地に伏ふせてしまう。

「マリンちゃん、ルヴィちゃん！……ぐぅっ！」

　ファルルが神獣たちを守るべく覆い被かぶさるが、風の刃は彼女の体も容赦なく、さらに切り刻んだ。

「ファルル！　みんな！」

「……くそっ！」

　レイナが悲鳴を上げ、ディオスは奥歯をギリと強く嚙かむ。

　エメロードの言う通り、ウェスベルの魔法をどうにかして止めないと。

　だが、どうやって？

　こちらにはその術すべがない。

　何も、思いつかない。

「ついに倒れてしまったなあ？　どうする？　その光の神獣を渡してくれたら、この魔法は止やめてやるぞ？」

　余よ裕ゆうの表情でウェスベルはディオスを見下ろす。

　血が流れすぎたのか、ディオスの意識は朦もう朧ろうとしてきた。その回らない頭で、ディオスは懸けん命めいに考える。

　もう、どうしようもないのか。このまま奴らに、レイナを渡すしか皆が助かる道はないのか──。

（ダメだ……それだけは、ダメだ）

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ。神を殺すという名目で活動しているテロ組織などに、レイナを渡せるはずがない。

　自分の考えを強く否定した、その時だった。

「…………い」

　小さく言葉を発したのは、レイナ。

「レイナ？」

　ディオスの腕うでに守られているレイナの表情は、彼からは見えない。

「……許さない」

　今度は、ハッキリと聞こえた。低く、怒ど気きの籠こもったその声が。

　同時にディオスの中に、明るくて激しくて、少し優やさしい力が巡めぐる。

（この力は──）

「許さない！　これ以上、ディオスを、みんなを傷つけさせないッ……！」

　レイナが風に向かって吼ほえた、その時──。

　眩まばゆいほどの、光の柱が立ち上った。

　ウェスベルが発生させた曇天をも貫つらぬくその発生源は、ディオスの体。

「な……!?　あれは……！」

　黒フードが驚きよう愕がくに口を開く。

　トルバ・マディナの時と同じだった。

「ちっ……出しやがったか」

　光の柱とレイナを交こう互ごに見つめながら、ウェスベルは苦々しげに舌を打つ。

「……遊びすぎだ、馬ば鹿かが」

　黒フードも小さく呟つぶやくが、その声は上空にいるウェスベルまでは届かなかった。

「あ……傷が……」

　傷だらけだったディオスの体は、一いつ瞬しゆんにして回復。

　彼だけではない。倒れていた神しん獣じゆうたちやファルルも、同じく目を覚ましていた。レイナの光を浴びた全員、その体からは傷が消えている。

　そしてディオスの右みぎ腕うでには、虎とらを彷ほう彿ふつとさせる白い手てつ甲こう──コーシカ命名の『光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア』があったのだ。

「これは──」

　自分の右腕を呆ぼう然ぜんと眺ながめたのは一瞬。すぐにディオスは立ち上がった。

「レイナ。振り落とされるなよ」

　ひと言だけ告げると、口を固く結ぶ。

　自分の一番近くでレイナを守る──それこそが、最善の方法だと考えた。

　レイナは何も言わなかったが、ディオスの考えを理解したらしい。懐ふところに潜もぐり込み、ただおとなしくしている。

　ディオスは何も言わず、光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアを纏まとった腕を下から上に振り抜いた。

　爪つめの形に沿って、光が放たれる。

　光の軌き跡せきは風と雨を切きり裂さきながら、高速で空まで達した。

　雲さえも、その光に触ふれた瞬しゆん間かん、霧む散さん──。

「凄すごい──！　ディー君！」

　ファルルが拳こぶしを握にぎりながら、感かん嘆たんの声を上げる。

「ご主人様、そのままやっちゃってくださいませ！」

　エメロードの声に応こたえるかのように、ディオスは続けて空に向けて腕を振ふるった。

　闘技場を覆おおっていた厚い雲の一部が、さらに霧きりのようにかき消える。

　雲に隠されていた月が、再び姿を現した。

「やった……！」

「さすがディオっち！　無敵じゃん！」

　神獣たちが歓かん声せいを上げる。ディオスの顔にも笑みが広がっていた。

　これなら、いける──。

　しかしウェスベルはそれを見ても、僅わずかに眉まゆを上げただけであった。

「ふん……さすがにバハル・シエロでの計画を変へん更こうしてまで頭領が欲ほつした、神獣の力だけあるな」

　冷静に呟いた直後、彼の手には新たな風が集い始め──。

「はあっ！」

　気合いの声を上げ、ウェスベルは腕を真上にかざす。

　それだけの動作だった。たったそれだけで、またしても空は厚い雲に覆われてしまったのだ。

「なっ──!?」

　一瞬で元に戻もどってしまった空に、ディオスたちは目を見開く。

「ディー君！　あれ！」

　切せつ迫ぱくしたファルルの声にディオスは振り返かえる。彼女は闘とう技ぎ場よりも横の空を指さしていたのだが──。

「──っ！」

　ディオスは思わず拳を握りしめていた。

　ウェスベルが生み出した厚い雲は、この周囲だけに存在するものではなかった。

　バハル・シエロ全土を覆っていたのだ。不気味な黒い雲の中には、稲いな光びかりも見える。

　今いま頃ごろあの下では、多くの人々が恐きよう怖ふに震ふるえているはず。

　だがディオスが渾こん身しんの力を込めて腕を振るっても、さすがに届かない距きよ離りであった。

　ディオスはギリ、と奥歯を嚙む。

　ウェスベルが使った魔ま法ほうは、天変地異とも呼べる、風魔法でも最大クラスのものである。

　彼の魔法は、闘技場の上空だけであれば対処できるだろう。現に、容易たやすく散らすことができた。

　が、効果範はん囲いが広すぎる。これでは、ウェスベル自身を止めないと意味がない。

　獣けものが唸うなるかのような風の音が、ウェスベルの上を駆かけていく。

　その風の音は、次第にウェスベルの嘲ちよう笑しようと混ざり合った。

「クククク……ハハハハハ！　お前ら、トルバ・マディナであれだけ派手にやっておきながら、こっちが何も対策していないと思っていたのか!?　頭がお花畑すぎて本当に笑えるな！　その武器の範囲は限定的、かつ瞬間的なもの！　違ちがうか？　違わないだろう!?　現にそうやって呆ぼけているのが何よりの証明だ！　この際ついでだ、お前らに良いことを教えてやる。僕は組織で魔ま力りよくの備び蓄ちく量を強化している！　そんなチビチビした攻こう撃げきでは、僕には通用しないってことだ！」

「そんな……」

　レイナが愕がく然ぜんとした目でウェスベルを見やる。

　この武器さえあれば、ディオスは誰だれにも負けないと少なからず思っていた。自分が役立つことができる、数少ないことの内の一つ──。

　それを、こうもあっさりと防がれてしまうなんて。

　ウェスベルはさらに笑みを浮うかべると、地に向けて腕を振り下ろした。

「みんな、避けろっ！」

　散り散りになるディオスと神獣たち。

　彼らがいた場所に数十本の風の刃やいばが勢いよく突つき刺ささり、霧む散さんした。

「ハハハハハ！　ほら逃にげろ逃げろ逃げろ！」

　ウェスベルはディオスたちに向けて、次々と風の刃を放つ。

「ふん……本当に遊んでやがる」

　黒フードは呆あきれたように鼻を鳴らすが、彼を止める様子はない。

　ディオスは光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアを振って何とか風の刃を散らしていくが、間に合わない。

　ウェスベルの魔法を放つ間かん隔かくが、あまりにも速いのだ。

「ぐうっ──！　くそっ！」

　またしても、先ほどと同じ状じよう況きようだ。

　マリンも必死に水の防ぼう御ぎよ膜まくを張るが、形成した瞬間にことごとく切り刻まれてしまう。

　ウェスベルは笑みをこぼしながら、ただひたすらに風の魔法を放ち続ける。

「まだ魔力が枯こ渇かつしないなんて……」

　先ほどウェスベルは自ら言っていた。『組織で魔力の備蓄量を強化している』と。

　その言葉の通り、底知れぬ魔力であった。魔法は精せい霊れいの力を借りて使用するものであるが、術者に魔力がないと発動できるものではない。そして普ふ通つうの魔法使いは、ここまで魔法を連発できるほどの魔力はないのだが──。

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』が、今回の計画をほとんど彼に任せた一因がこれにあった。

　魔法を放ち続けていたウェスベルの動きが、そこで不意に変わった。

「え……」

　小さく声を発したのはルヴィ。今まで正確な狙ねらいを定めていなかったウェスベルの手が、なぜか急にルヴィへと向いたからだ。

　ウェスベルはずっと上から見ていた。ディオスたちが闘とう技ぎ場に着いてから、彼らの戦う様子をずっと。

　その中で、ルヴィだけが何も能力を使わずにいることに気付いたのだ。

「その光の神獣を僕に渡わたせ。でないと、足手まといな神獣から順番に葬ほうむり去さっていくぞ」

　対価のない、上辺だけの交こう渉しようだった。

　なぜなら、既にルヴィに向けて鋭するどい緑の槍やりが放たれていたから。ウェスベルは、見せしめにルヴィから狙うことにしたのだ。

「────！」

　ルヴィは反射的に、炎ほのおを放つ構えを取っていた。

　それは他ほかの神獣たちにとって、あまりにも絶望的な光景であった。

　既に能力を使い果たしているルヴィ。あの風の槍を返すほどの力は、もう残っていない。

　それぞれがルヴィに向けて手を伸のばしかけるが、既に間に合う距離ではなかった。

　ザシュッ──

　肉を貫く音が、やけに大きく響ひびいた。

「……あ……」

　ルヴィは目を見開く。エメロードもマリンもファルルも、その瞬間声を失った。

　ディオスが、ルヴィの前に立っていたのだ。

　腹に、槍が刺ささった状態で。

「良かったルヴィ……間に合った……」

　ディオスが小さく笑うと同時に、緑の槍は消しよう滅めつする。ディオスは腹を押さえながら、倒たおれるように膝ひざを突ついた。

「ディオス！」

　少し離はなれた場所から、レイナがディオスに向かって駆かけてくる。彼女の姿を見たディオスは、また小さく笑った。

「ごめんなレイナ。放ほうり投げたりして……」

　ディオスはルヴィに駆け寄る寸前、懐にいたレイナを投げ捨てるようにして体から離していたのだ。レイナは頭を横に振る。

　レイナの身を案じての行動だったのはわかっている。文句などあろうはずがない。

「ディオっち……」

　放心するルヴィの横で、レイナは人間形態になり、彼の背に手を当てていた。

「レイナ……お兄ちゃんの傷を……治せる……？」

「わからない。やってみるけど、それでもあの光がどうやって出せるのか……」

「光の神しん獣じゆう」

　上からウェスベルに呼ばれ、レイナは肩かたを震わせた。

「こっちに来い。そうしたら、僕もこれ以上の攻撃はやめてあげよう」

「レイナ、だめだ……」

　ディオスはレイナの目を強く見み据すえる。

　が──。

「お前は少し黙だまっていろ」

「ぐあっ!?」

　ウェスベルが、風の刃で追い打ちをかけた。ディオスの背に、さらに傷が刻まれる。

「ご主人様！」

　ついにディオスは、地に倒れ伏ふしてしまった。その衝撃で腹に刺さっていた風の槍も消滅するが、傷口からはとめどなく血が流れていく。

「お前、いい加減にしろよ……」

　怒ど気きを含ふくめた声でファルルがウェスベルを睨にらむが、彼はそれを鼻で笑い飛ばした。

　神獣たちの能力も空まで届かない今、彼に驚きよう異いはない。

　倒れたまま苦しそうな呼吸を発するディオスの頭に、ルヴィはそっと手を置いた。

「またルヴィのせいで……ごめん、ごめんね……」

　ルヴィは、溢あふれる涙なみだを抑おさえることができなかった。

　何の役にも立つことができない。それどころか、完全に足を引っ張ってしまっている。

　自分は神獣なのに。神サ獣マ使ナいーに守ってもらってばかりいるなんて──。

『ディオっちって、ルヴィのこともちゃんと気にしてくれるんだね……』

『え、突とつ然ぜん何を言ってるんだ。そんなの当たり前だろ？』

　不意に、海での会話が脳のう裏りに過よぎる。

　ディオスは、ルヴィのことをちゃんと見てくれている。大切に思ってくれている。

　それをはっきりと、こんな形で知りたくなどなかった。

　もっと別の形で知りたかった。

「でもね、不ふ謹きん慎しんかもだケド、ちょっと嬉うれしいんだ……」

　ルヴィはディオスの頭を撫なで続ける。

　ディオスと出会ってからのことが、走そう馬ま燈とうのように頭の中を駆けていく。

　最初は、男の神サ獣マ使ナいーということがただ珍めずらしく、面おも白しろかった。

　共鳴術テグヴエルトは予想外で、恥はずかしくて、少しドキドキした。

　そして、海での出来事を経て、今──。

「やっぱりルヴィ、神獣としてディオっちの力になりたい……今、力になりたいよ……」

　一ひと粒つぶの涙が、ディオスの頰ほおを打ったその瞬しゆん間かん──。

　唐とう突とつに、炎が生まれた。

　闇やみを照らす、力強く頼たのもしい炎が。

　その炎は、ディオスの背から立ち上っていた。

「────!?」

「これは想定外だな……」

　ウェスベルと黒フードは、信じられないといった様子でディオスを見つめる。

「ディオっち!?」

　驚きよう愕がくに目を見開く神獣たちの前で、倒れていたディオスは再び体を起こした。

　起き上がると、ディオスの背の炎はさらに大きく燃え盛さかり、そしてある形に収束した。

「ご主人様……それは……」
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「炎の……羽……？」

　ディオスは小さく微笑ほほえむと、ルヴィの頭にポンと軽く手を置いた。

「ありがとう」

　ひと言だけ告げると、ディオスは目付きを鋭いものに変え、すぐさま地を蹴けった。

　背から生えた炎の羽が、ごう、と唸うなるような音を上げた。

　ディオスの体は、みるみるうちに地上から離れていく。まるで、空に吸い込まれるかのように。

　そして一いつ瞬しゆんの間に、ディオスは空に浮くウェスベルの上にまで到とう達たつしていた。

「な──どういうことだ!?」

　突とつ如じよ自分よりも高い位置に移動したディオスを、ウェスベルは見上げることしかできない。

　完全に、彼の理解を超こえていた。

　今まで、ディオスたちに空を飛ぶ手段などなかった。彼らの様子から判断するに、それは確実なことであった。

　それなのに、今目の前に在るこの光景は何だ──。

　光の爪つめを右みぎ腕うでに纏まとい、燃え盛る炎の羽を背負ったディオスの姿が、月明かりに照らされる。それはウェスベルの脳裏に、ある存在を想起させた。

　────神。

「くっ、くそったれが！」

　ウェスベルはディオスに向けて、風の刃の魔法を放つ。

　しかしディオスの炎の羽が彼の体を守るかの如ごとくヴンと左右に振れると、風の刃は呆あつ気けなく霧散した。

「馬鹿な……。あ、ありえないありえないありえない！」

　ウェスベルは次々に風の刃やいばを放つ。まるでヤケになった子供のように。

　それをことごとく、炎の羽が受け止め、散らしていく。

　ウェスベルはただ、眼前の光景が信じられなかった。

　本来なら、炎は風に煽あおられ、吹ふき消されるはずである。

　炎が風を無効化するなど──。

「そんなこと、あってなるものか！」

　ウェスベルはさらにディオスに向けて、風の刃を放った。

　これまでにディオスや神獣たちの体を多く傷付けた、ウェスベルの風の刃。しかしディオスの炎の羽を前に、まるで紙のように散っていくばかり。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄お叫たけびと共に突き出だしたウェスベルの両手から、今までとは比ひ較かくにならないほど大きく鋭い緑の刃が、ディオスに向かう。

　それは、ウェスベルの全力だった。持てる力を全すべて注いだものだった。

　しかし──。

　ディオスの炎の羽が、また大きく横に薙ないだ。

　信じられないほど、呆気なく。

　ウェスベルの放った巨きよ大だいな風の刃は、炎の羽に触ふれたその瞬間、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

　ウェスベルはただ、目を見開く。

　風の刃だけではなかった。

　気付いたら彼の上を覆っていた厚い雲も、既すでにほとんど消えていたのだ。

「あ…………」

　初めて、ウェスベルの心に恐怖が生まれた。

　得体の知れない、強大な力を前にした畏おそれ。

　ディオスは目を見開き固まるウェスベルに向けて、降下を開始。

　同時に、腕うでを振りかぶった。

「お前は絶対、一発ぶん殴なぐるって決めてた」

　瞬間、ディオスの右みぎ腕うでに装着された光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアが、淡あわい光を纏まとう。

　まるで、ディオスの怒いかりの心に呼応しているかのような輝かがやきだった。

「────!?」

　ウェスベルは動けない。

　恐怖に染まった目で、ただディオスを見つめるだけ。

　そのウェスベルの頰ほおに、ディオスの拳こぶしが食い込んだ。

「堕おちろ」

　低い声で短く告げて。

　全体重を乗せ、ディオスは拳を振り抜ぬいた。

　自由落下を超えたスピードで、ウェスベルは墜つい落らくしていく。

　そして雨でぬかるんでいた闘技場の地に、激しく衝しよう突とつ。それっきり、動かなくなる。

　ディオスもその後に、遅おくれて着地をした。背に生えていた炎の羽も、そこで消滅する。

　すぐに神獣たちが、ディオスの許もとに駆けつける。

「お兄ちゃん……！　今の力は……？」

「ああ。ルヴィに助けられたかな？　たぶん」

　ディオスは笑え顔がおで答える。腹の傷も、また綺き麗れいに消えていた。

「見て！　空が──！」

　レイナの言葉に、皆みんなは同時に視線を跳はね上げる。

　ウェスベルの魔ま法ほうが途と切ぎれたことにより、バハル・シエロを覆おおっていた禍まが々まがしい雲は、すっかりその姿を消していたのだ。

　その横でエメロードが、顎あごに手をやりながら思案していた。

「まるでレイナさんの時と同じようなことが起こりましたが──もしかして、何かありました？」

「何かって？」

　心底不思議そうに聞き返すディオス。エメロードは、視線をルヴィへと移動させる。

「ど、どうしたのエメ姉？」

「じー……」

「だ、だから何!?」

「いえ。ルヴィさんがご主人様を見る目付きが、少し色を帯びたものに変わっているような気がしたもので……」

「はあ!?　い、意味わかんないよエメ姉。ルヴィには何のことだかさっぱり……」

「……うふふ。まぁいいです。後でたっぷりとお聞きしますから」

「ひぇっ!?」

　エメロードの不気味な笑みを見て、思わず小さな悲鳴を上げるルヴィ。

　その横ではファルルが、おそるおそるウェスベルの顔を覗のぞきこんでいた。

「まさか、死んじゃった……？」

「ううん……まだ生きてる……。風の魔法を使ったままだったから……それが衝しよう撃げきを和やわらげたと思う……」

　マリンの言葉に、ファルルだけでなくディオスも安あん堵どの息を吐ついていた。

「そ、そうか。ちょっとやり過ぎたかなと怖こわくなってたんだけど、生きてるなら良かったよ……」

「あらあら。ご主人様は甘いですね。あれだけ傷付けられたというのに」

「いや、そうだけど。さすがに殺すのはちょっと……」

「その光の神しん獣じゆうを渡わたせ」

　彼らのやり取りを遮さえぎったのは、それまで沈ちん黙もくを保っていた黒フードだった。

　闘とう技ぎ場の壁かべ際ぎわから観客席に跳ちよう躍やくした黒フードは、倒れたウェスベルを見ても取り乱している様子はない。

　ディオスは黒フードに振ふり返かえり、眉まゆを開いて反論する。

「渡すわけがないだろ！　レイナは俺が召しよう喚かんした神獣だ！」

「彼女の力が我々には必要だ」

「だったら尚なおさらだ。お前らなんかにレイナは渡せない」

「……意外と頑がん固こだな」

「何を言っても無む駄だだ」

　ディオスの答えは絶対に変わることはない。

　それよりも、このままどうやってこの場から撤てつ退たいするか──とディオスが考えた時だった。

「そう……。じゃあ、私のお願いでもダメ？」

　唐突に、黒フードの声質が変化した。性別不ふ詳しようのものから、明確な少女のものへと。

「な──!?」

　驚愕するディオスたちに向けて、さらに黒フードは声を発する。

「………………兄さん」

　その瞬間、時が止まった──。

　いや、そんなことは現実にはありえない。時間を司つかさどる神獣も魔法も、この世界セント・エスピリには存在しないのだから。

　つまりそう錯さつ覚かくしてしまうほどの衝撃が、ディオスの全身を撃うち抜いたのだ。

　ディオスは極限まで目を見開き、眼前の人物を見み据すえていた。そして、今の言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　──ハッタリか？

　しかし、どうしてそのことをこの人物が知っている？

　もしかして、ファルルが彼らに伝えたのだろうか。

　でも、これ以上彼女を疑いたくはない。

　そもそも既すでにいない妹のことを──メルアの情報を、ファルルが彼らに伝える意味があるとは思えない。

　刹せつ那なの間に、ディオスの頭の中に様々な考えが巡めぐった。

　黒フードの人物は、硬こう直ちよくするディオスの様子を吟ぎん味みするかのように一いつ拍ぱく置いた後──。

　今まで頭を覆っていた黒のフードを、ゆっくりと取とり払はらった。

　月明かりの下もと──現れたのは、ディオスと同年代と思おぼしき少女の顔。

　藍あい色いろの髪かみが、海風に揺ゆれる。

　髪と同色の瞳ひとみは、強い意志を湛たたえたままディオスを見つめ続けている。

　その髪と目の色に、ディオスは大いに見覚えがあった。

　いや、既に飽あきるほど見ている。

　毎日。

　鏡で。

　そう。ディオスと、まったく同じ色だったのだ。

「久しぶりね。兄さん」

　少女は、もう一度ディオスのことを呼んだ。

　いや、でも、だが、しかし──否定の接続詞がいくつもディオスの頭に浮かぶが、彼の口は勝手に言葉を紡つむいでいた。

「……噓うそだろ……。本当に……メル……ア……？」

　喉のどの奥から絞しぼり出だしたような声は、海風が即そく座ざに攫さらっていく。

　いなくなったあの日より成長しているが、その顔には確かに面おも影かげが残っていた。

　二人で顔を会わせ、「鏡みたいだね」と笑い合った、幼き日の面影が。

「…………ぁ……」

　言葉が出てこない。

　何を言えばいいのかもわからない。
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　ディオスはただ、目を見開き立ち尽つくしていた。

　……ずっと捜さがしていた。

　もうダメだと思っていた。でも、心のどこかで生きていると信じてもいた。

　一日たりとも忘れたことなどなかった。

　帰ってきてくれたら、稽けい古こをサボって外に出たあの日の自分を、叱しかって欲しかった。

　そして、謝りたかった。

　あの日から稽古にちゃんと打ち込んでも、相変わらず弱いままだったけれど。

　それでもディオスは、スリアンヴォスを目指してきた。

　全ては、メルアの居場所を知るためだった。

　それなのに。

　──どうして。

　再会できたのに。嬉うれしいはずなのに。

　どうして、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員なんかになっているのか。

　どうして、得体の知れない力を得ているのか──。

　いなくなったあの日以降、どこにいたのか。

　一体、彼女の身に何があったのか──。

　疑問と感情の荒あら波なみに揉もまれ、ディオスは動くことができない。口からは言葉になりきれていない息が洩もれるだけ。

　そしてディオスと同様に、ファルルもまた、目を見開いたまま固まっていた。

「本当に、メルアちゃん……？」

　それに対する返答はない。

　ディオスの異変を察知した神獣たちが、彼を守るかのように前に出る。

「あなたがご主人様とどのような関係なのか、私たちは詳くわしくは知りませんが──」

「レイナは……あなたたちには……渡さない……」

　ふん、と興が削そがれたように小さく鼻を鳴らしたメルアは、空を見上げた。

「やっと迎むかえが来たか。どうやら今回は時間切れのようだ」

　先ほどまでディオスに向けていた愛らしい声とは一変、またメルアの声は硬かたいものに変わる。

　その直後。

　巨きよ大だいな影かげが闘技場の上を横切った。

　ディオスも神獣たちも目を疑った。

「なっ──!?　あ、あれは──」

「ドラゴン!?」

　月明かりを背負い、闘技場の真上に現れたのは、漆しつ黒こくの鱗うろこを持つドラゴンだった。

　その強さゆえ、魔ま物もの使いですら操あやつることができないと言われている存在。

　操ることができたら、間ま違ちがいなく伝説になれるとさえ言われている存在。

　それが今、ディオスたちの真上を飛んでいるのだ。

　驚きよう愕がくに目を見開くディオスたちを置いて、漆黒のドラゴンは闘技場の舞ぶ台たいに急降下した。

　凄すさまじい風圧がディオスを、神獣たちを襲おそう。

　ディオスたちは飛ばされないよう、踏ふん張ばることが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかしメルアはそれをものともせず、ドラゴンの背に飛び乗った。

「私たちは諦あきらめない。その神獣も、神の破は壊かいも。その日まで、私たちのことを存分に神に知らしめてやる」

「……っ！　待て！　メルア！」

　ディオスの声は、翼つばさがはためく音にかき消える。

　ドラゴンは倒たおれたままのウェスベルを足のかぎ爪づめで摑つかむと、大きく翼をはためかせ、闘技場を去っていく。

　後に訪おとずれた静せい寂じやくが、皆の鼓こ膜まくを静かに打ち続けた。

「わざわざ闘技場までやって来たのは、最初からこれドラゴンで逃にげるためだったんだな……」

　ウェスベルが言っていた『遊び』という言葉から推察するに、彼らの目的は迎えが来るまでの時間稼かせぎであったのだろう。

　本来なら、誰だれも辿たどり着つけない闘技場で悠ゆう々ゆうと迎えを待つはずだった。だが、予想外にディオスたちが追いついてしまった。だから襲いかかってきた──。

　それがわかったところで、今は何もならないが。

　空の彼方かなたに消えゆく漆黒のドラゴンを、ディオスたちは見送ることしかできなかったのだった。




　凪ないだ海の上を飛ぶ黒い影。

　メルアを乗せたドラゴンは、その大きな羽からは想像できないほどの静けさで飛ひ翔しようを続けていた。

「あそこで、自分の正体をばらしても良かったのか……？」

　不意にドラゴンの下部から声がして、メルアは驚おどろいた。

　喋しやべったのはドラゴンではない。ドラゴンのかぎ爪に握にぎられている、ウェスベルだった。

「……無理して喋らない方がいい。骨が折れているだろう」

　メルアは淡たん々たんと返すが、僅わずかに眉が寄っている。

「あぁ、あばらが何本かいってるな……。だから喋っている方が、痛さから気が紛まぎれるんだ」

「いつから聞いていた？」

「最初からだ。迎えが来るまでにもうひとあがきしようかと思ってたんだが、まあ無理だったろうな。動けない」

「気絶したままの方が良かっただろうに、難なん儀ぎだな」

　ウェスベルは風の魔ま法ほうを全身に纏まとい、空に浮うかび続けていた。その風の魔法が、彼の体を守る鎧よろいとなっていたのだ。かといって風の魔法を完全に解除していたら、それこそ瀕ひん死しの状態になっていただろうが。

「まったくだ……。だから答えてくれよ」

「別に。あのように言えば、神しん獣じゆうを渡わたしてくれるかと考えただけだ」

「……そうかい」

　沈ちん黙もくが下りるが、その時間は一瞬だった。すぐにウェスベルが言葉を継ついだからだ。

「しかし、あの炎の羽は完全に予想外だったな……。特とく殊しゆなのは光の神獣だけではなかったというわけか」

「わからん。だが今後は、火の神獣にも狙ねらいを定めるべきだろう」

「それだけでいいのかねえ」

「どういう意味だ？」

　メルアが問うと、ウェスベルは小さく鼻を鳴らした。

「お前の兄貴のことだよ。直接対たい峙じしてわかった。ありゃあ、このままだとヤバイ。そもそもお前は、兄貴のことがあって組織に居続けているんだろ？」

「……私のことはお前には関係ない。それに、今回の任務にも無関係だ」

　メルアの声のトーンが下がったのを察したウェスベルは、「そう怒おこるなよ」と軽くなだめる。

「今回の件、報告はお前に全て任せる」

「おいおい。僕だけに責任を押し付けるつもりか」

「元々、バハル・シエロでの計画はお前の担当だったろう。私はあくまで補助。何もおかしいことはない」

「ちっ、上う手まいこと言いやがって……。骨は拾ってくれ」

「その折れたあばらをか？」

　皮肉混じりにメルアが言うと、ウェスベルは言葉を途と切ぎれさせた。

　喋られないほど痛さが増したのか、それとも自身の今後を憂うれいているのか、メルアからは見えない。

「ディオス……」

　双ふた子ごの兄の名を呟つぶやいたメルアは再び前を向くと、眉み間けんに皺しわを刻んだ。







　レイナを取り返したディオスたちは、闘とう技ぎ場を後にした。

　だが、まだ潮が引く時間にはなっていない。おそらく次の干潮は明け方頃ごろだろう。

　さすがにその時間まで闘技場で待つつもりはなかったので、浜はま辺べまで泳いで渡るしかなかった。

　レイナとルヴィとエメロードは、神獣形態でディオスの頭の上に乗っている。

「レイにゃん、狭せまいんだから押さないで!?　海に落ちちゃう！」

「押してないわよ！　私じゃなくてエメロードが……」

「うふふ。ではお二人が落ちないよう、私がしっかりと支えてさしあげます」

　そう言うとエメロードは、レイナとルヴィの体を囲うようにぐるりと巻き付いた。

「エメロード、このまま縛しばらないでね!?」

「うふふ。どうしましょうか」

「エメ姉、絵え面づら的にも洒しや落れになんないからやめて！」

「お前ら、俺の頭の上で騒さわぐのはやめてくれないか……」

　泳ぎ続けていたディオスは、頭上で騒ぐ神獣たちに思わずため息を吐つきそうになってしまった。

　炎ほのおの羽が生えた時に傷は癒いえていたが、体力まで回復したわけではなく。

　疲ひ労ろうを感じながらも泳いでいたディオスにとって、彼女たちの騒ぎはさらに疲労を増幅させられるものであった。

　同時に、嬉しくもあった。

　またこのように、レイナも交じって騒げることが。

　ちなみにマリンは人間形態になり、ファルルを背負った状態でディオスの隣となりで一いつ緒しよに泳いでいる。来た時よりも元気がありそうなのは、やはり水の中だからか。

「それにしても、今回はルヴィさんの炎の力がご主人様に宿りましたよね？　どうやったのです？」

　エメロードの疑問は、この場にいる全員が思っていることでもあった。

　しかしルヴィは首を捻ひねる。

「うーん……。ぶっちゃけ、ルヴィにもわかんない……」

「あの炎の羽……風を切きり裂さいて……凄すごかった……」

「えへへ。ありがとマリぴっぴ」

「正直に言うと、俺もあそこまでできるなんて思ってなかったよ」

　苦く笑しよう交じりにディオスが言うと、ファルルは意外そうに目を丸くした。

「ディー君、随ずい分ぶんと使いこなしているように見えたけど」

「そうか？」

　ファルルに答えつつも、ディオスは心の中で思う。

　レイナの時と同じだった。あの炎の羽の使い方が、自然と理解できていたのだ。

　神獣の力を、自身に宿らせることができる──。

　冷静に考えたら、『特殊な力』とひと言で済ませるものではない。

　それでも、ディオスは心のどこかで感じるのだ。

　それは、当然のことなのだ──と。

「あぁ、それにしても羨うらやましいです。もしかして、私も何かできたりするのでしょうか？　例えば、ご主人様ともっと濃のう密みつな接せつ触しよくをするとか……。一度試してみる価値はありそうですよね。うふふ……ふふっ……」

　妄もう想そうの世界に意識が半分行ってしまったエメロードから、ディオスは意図的に目を逸そらす。彼女の言う『濃密な接触』からは、ヤバイ匂においしかしない。

「んでもさぁ、やっぱり今回もレイにゃんの……何だっけ？　光縲アクテイニ──なんちゃらは、やっぱ凄かったよねー」

　ルヴィが言うと、その隣となりのレイナは「えっ!?」と声を上げた。

「そ、そんな。その、私の力は、今回は……」

「そうですね。あの光が厚い雲を振ふり払はらっている様子は、私とても興奮いたしました」

「エメ姉、思い出すのはいいけど、ルヴィたちをさらに縛るのはやめて!?」

　ルヴィの抗こう議ぎに、エメロードは垂れかけていた涎よだれをじゅるりと啜すする。

「あの、でも本当、私の出した武器のことはあいつらに知られていたみたいだし、そんなに役に立ったわけじゃ……」

「何を言ってんのさレイナちゃん。ディー君はあの武器で、ウェスベルをやっつけたんじゃん！」

　マリンの背にしがみついていたファルルが振り返かえる。その下のマリンも、ファルルの言葉に大きく頷うなずいた。

「うん……。お兄ちゃん……格好よかった……」

「あはは……そう言われると照れるけど……。ルヴィもレイナも、今回は本当に助けられたよ。ありがとう」

　笑え顔がおでディオスに礼を言われたルヴィとレイナは、同時に顔を見合わせ、そして同時に照れくさそうに笑うのだった。

「しかし仕方がなかったとはいえ、闘技場の舞台を結構傷付けてしまったよな……。このまま知らない振りをするのはだめだよな……」

　目に見えて落ち込むディオス。

　闘技場自体、観光名所となっている場所だ。さらに数日後に控ひかえた事前大会モナーフエスのことを思うと、気が重いとしか言いようがなかった。最悪、何かの罰ばつを受けることになるかもしれない。

「でも……鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバということにすれば……たぶん……許してくれると思う……」

「マリンはそう思う？」

「根こん拠きよはないけど……」

「ないんかい」

　ガクリとうな垂れるディオス。マリンの言う通り、この件については全すべての罪を鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに被かぶせてしまおう。

　そんなやり取りをしているうちに、浜辺に近付いていた。

　ホテルから避ひ難なんしていた多くの人たちが浜辺にはいたが、こんな夜中に泳いでいるディオスたちに気付く者は、誰一人としていなかった。




　ルヴィの小さな炎で全身を乾かわかしてもらったディオスとファルルは、その後コーシカたちと再会した。

　彼女たちも浜辺に出てきており、ホテル内に爆ばく弾だんはなかったと、皆みんなに説明をしている最さ中なかだったのだ。

　彼女の説明を受けて安あん堵どする者、未いまだ不安な顔を残したままの者、様々な反応が見られたが、次し第だいに人々はホテルに戻もどり初めていた。

　人の波がほとんど引き、コーシカがホテルの支配人や従業員たちに説明を続けるのを待ってから、ようやくディオスは彼女たちに近付いた。

「ディオスさん！」

　ディオスの姿を見て、コーシカは笑え顔がおになった。

　神しん獣じゆう形態でコーシカの頭の上に乗っていたアガートは、いつもの通りどっしりと構えていたが。その表情はいつもより嬉うれしそうだ。

　しかしコーシカは、ファルルも一緒にいることに怪け訝げんな顔を作る。

　ディオスたちは、ファルルがウェスベルに騙だまされていたこと、そして劇場を出てから闘技場で起こったことを、簡単にコーシカに説明するのだった。

　さらにディオスは、自身のこと──スリアンヴォスを目指していた本当の理由と、メルアのことについても、包つつみ隠かくさず彼女たちに話した。

　特に神獣たちは、ディオスの話に驚きを隠せないでいた。

　今までディオスは、スリアンヴォスを目指す理由を「何となく」で誤ご魔ま化かしてきた。その本当の理由が、このように重いものだとは思っていなかったのだ。

「そうだったのですか……。だからご主人様はあの少女を見た時、あのような反応をなされていたのですね……」

「メルアちゃん……」

　重い空気が皆の間に渡る。

　その空気を変えるかの如ごとく、今度はコーシカがホテル内での出来事をディオスたちに報告。何も見つけられなかったことを告げる。

「つまり、今回の奴やつらの狙ねらいはレイナだけだったということか……」

　結局、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバがレイナを狙った理由はわからないままだ。皆の心に、大きな不安を残す結果となってしまった。

「あぁ、しかしとても残念です……」

　肩かたを落としながら、コーシカは地面に向けて息を吐はき出した。

「コーちゃん、何が残念なの？」

「今回はディオスさんに炎の羽が生えたのですよね？　この目でしかと見ていれば、それにも良いネーミングを考えられていたのですが……」

「あ、あはは……」

　皆は乾かわいた笑いを出すことしかできない。

　レイナの『光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア』もコーシカ命名なのだが、未だ誰だれも声に出してその名を呼んでいなかったりする。何となく、気き恥はずかしいのだ。

　それにしても、コーシカはなぜ名前を付けたがるのだろう。形から入るタイプなのだろうか。

　しかしそれを聞くと強引にまた何かを命名されそうなので、今はひとまず置いておこう、とディオスは気を取り直した。

「まぁ何にせよ、みんな無事で良かったよ」

「うん、そうだね」

　ディオスが言うと、神獣たちも大きく頷く。

「あの、改めて、本当にごめんなさい……」

　か細い声を出すファルルに対し、レイナは苦笑で答えた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよファルル。だからそんなに落ち込まないで」

「レイナちゃん……」

　目を潤うるませたままレイナを見上げるファルルに、今度は人間形態のマリンが近付いた。

　そういえばコーシカとの再会から、マリンの姿が見えていなかったことにディオスはようやく気付く。

　マリンはその体に不ふ釣つり合あいな、重そうな斧おのを手に持っていた。

「マリンちゃん、それ……」

「うん……。さっき……海の中で見つけたから……拾ってきた……」

「あ、ありがとう……」

　受け取ったファルルは、大事そうに斧を抱だきしめる。

　それはウェスベルに飛ばされた時、海の中に落としてしまった斧だった。

　マリンは帰ってくる時、ファルルを背負いながらも、時おり海中に顔を浸つけていた。その時に見つけていたのを、今の間に回収しに行っていたのだ。

「武器のない戦士とか、ファルルの存在意義に関かかわるだろうしな」

「もう、そんなこと言わないでよディー君。確かにさっきも、ほとんど役に立たなかったけどさ……。でも、本当にありがとうマリンちゃん。これはボクの大切な斧だから」

　そこでようやく笑顔を見せたファルル。マリンもつられてはにかんだ。

「今思えばですが、最初にお会いした時から、ファルルさんの様子は少しおかしかったです」

「コーシカちゃんは、気が付いていたの？」

「いえ、そういうわけでは。ただ、違い和わ感かんは覚えていました。ファルルさんは猫ねこが好きだと仰おつしやっていたのに、いつも見つめているのはレイナさんだけでした。私のまんぷくちゃんも猫型の神獣なのに、レイナさんのような熱い視線を送っていなかったですよね？」

「『も』って、そもそも私は猫じゃない……」

　レイナの控えめな抗こう議ぎは、残念ながら流されてしまう。

「あちゃー、言われてみれば確かにそうだね……。それにしてもボクって、そんなにレイナちゃんを見ていたのかぁ……」

「隠おん密みつ行動には向かないタイプですよね、ファルルさんって。素す直なおすぎます」

　コーシカの冷静な分ぶん析せきに、ディオスはうんうんと大きく頷うなずいた。

「本当にな」

「文句を言いたいところだけど、ぐうの音も出ないよ……」

　二人に言われ、ファルルは肩かたを落とす。

　ディオスは彼女の肩をポンポンと軽く叩たたきながら続けた。

「ま、それがお前の良いところだと思うよ」

「むう。それは褒ほめてるの？」

　微び妙みような顔をするファルルに、ディオスや神獣たちは小さく笑うのだった。








エピローグ









　湖面のように静かだった昨晩の海とは打って変わり、日の光を受けた海は、宝石のように煌きらめいている。

　水着に着き替がえたディオスは浜辺に立ち、ぼんやりとその海を眺ながめていた。

　昨晩見たメルアの姿が、脳のう裏りから離はなれない。

　ずっと捜さがしていた双ふた子ごの妹と、あのような形で再会するなどとは夢にも思っていなかった。

　生きていてくれたことは素直に嬉しい。それでもやはり、一晩経たっても戸と惑まどいは解消しなかった。

　なぜか、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員となっていた。

　そして魔ま物ものを召しよう喚かんするという、俄にわかには信じられない力──。

　あまりにも、疑問に思うことが多すぎる。でも、彼女が偽にせ者ものだとは微み塵じんも思わなかった。

　ディオスは、彼女の攻こう撃げきを直接受け止めた手を見つめる。

　あの動きは、間ま違ちがいなく拳けん闘とう士としてのものだった。幼い頃ころ、稽けい古この時に何度も泣かされたあの拳こぶし──。あの時より、ずっと動きも威い力りよくも鋭するどさは増していたけれど。

　同時に思うのは、彼女たちが狙ったレイナのこと。

　トルバ・マディナの時と同じように、またレイナの力に助けられた。ディオスの肉体を超ちよう回復させる、あの光の力。

　レイナが鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに狙われた理由──。それは彼女の能力が関係しているのだと、ディオスはほぼ確信に近い思いを抱いだいていた。

　それでも「何のために？」という疑問は解消しない。

『神を殺す』という名目の下もと、破は壊かい活動を行っている鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ。

　まさか彼らは、レイナを使って神ガルフネーデを殺そうとでもしているのか。

　しかし神しん獣じゆうを生み出すと言われている神に神獣の力をぶつけるなど、ディオスには無む謀ぼうにしか思えない。構造的には、水の精せい霊れいが水の神獣に抗あらがうのと同じだ。

　彼らには他ほかに、何か目的があるのか。

　それに今回は新たに、ルヴィの炎ほのおの力もディオスの体に宿ることとなった。

　レイナとはまったく違ちがう形での顕けん現げんではあったが。

　となると、今後はルヴィも狙われる可能性が──

「お待たせディー君」

　思考を中断したのは、耳に馴な染じんだ声。振ふり返かえると、水着に着替えたファルルが立っていた。

「あれ、みんなは？」

「まだ着替えているよ。もう少ししたら来るんじゃないかな」

　ホテルの方角を見ながらファルルは言う。

「そうか……」

「何を考えていたの？」

「色々、かな」

「もしかして……メルアちゃんのこと？」

「……それもある」

　ファルルはディオスの隣となりに並ぶと、彼と同じように海を見つめた。

　大勢の人がはしゃいでいるその上を、カモメが気持ちよさそうに旋せん回かいしている。

「ボクさ……」

　ポツリと、細い声でファルルは言う。

「闘とう技ぎ場で言ったよね。どうして鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバは、ボクを利用しようとしたのかって。ディー君とボクの関係は、どこから知られたんだろうって。それは、向こうにメルアちゃんがいたからだったんだね……」

　ファルルの呟つぶやきに、ディオスは何も返すことができない。

　当然のことながら、メルアはファルルのことを知っている。ディオスのことを覚えていたことから察するに、あんなにもよく遊び、一いつ緒しよにいた幼おさな馴な染じみのことを、忘れるはずがない。

　そのメルアが自分の幼馴染みを組織のために『利用』しようと考えたことが、ディオスにはただ複雑だったのだ。

　ディオスの気持ちを理解したのか、ファルルはそこでわざとらしく「んっ」と声を洩もらし、伸のびをした。

「ディー君は、これからどうするの？」

「どうって？」

「メルアちゃんを追って鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに殴なぐり込みに行くのか。それともこのまま事前大会モナーフエスに挑ちよう戦せんして、スリアンヴォスを目指すのかってこと」

　それは、ディオスが一晩考えたことでもあった。そして、既すでに答えは出ている。

「スリアンヴォスを目指していたら、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバとこの先も接せつ触しよくすることになると思う」

「つまり、このまま事前大会モナーフエスにも出場を続けるということだね？」

「そうなるな」

　メルアの行方ゆくえを追いたいと、当然のようにディオスも思っている。だが、今は情報が足りなすぎるのだ。

　それに、残りの事前大会モナーフエスはここを含ふくめて三回も残っている。

　ここまで鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの活動が活発化しているのなら、また事前大会モナーフエスで何かを仕し掛かけてくる可能性は非常に高いだろう。

　ならば、今は神に近付くためにも、スリアンヴォスを目指す。

　そしてどんな願いでも叶かなえてくれるという神なら、もしかしたらメルアを──。

　とそこまで考えて、ディオスはファルルが自分を凝ぎよう視ししていることに気付いた。

「どうしたファルル？　俺の顔に何か付いているとか？」

「いやあ、ディー君は神サ獣マ使ナいーが似合っているなぁって」

「えっ!?」

　そこでファルルはにこやかに笑う。

「神サ獣マ使ナいーになったと聞いた時は、本当に驚おどろいたけれど。拳闘士の修しゆ業ぎようをしていた時よりも、今の方が断然良い顔をしているよ、ディー君」

「そ、そんなことは──」

「あるかもですよねー、ディオスさん？　神獣たちとイチャイチャできますもんねー？」

「────!?」

　突とつ然ぜん話に割って入ってきたコーシカに驚き、ディオスは大きく肩を震ふるわせる。彼女は、なぜか怒いかりを感じる半目でディオスを見ていた。

　いつの間にかコーシカの後ろにも、水着に着替えた神獣たちがいた。

　全員が昨日とは違う水着を着ていたのだが、今のディオスにはそれをじっくりと眺めている余よ裕ゆうはない。

「いやっ──俺は決してやましい気持ちでやってるわけではなくてっ──！」

「え……ディー君。イチャイチャって何？　……イチャイチャしてるの？」

　明るかったファルルの表情が一変。闇やみを感じる薄うす気き味み悪い笑え顔がおに変へん貌ぼうした。

「そ、そういう意味じゃなくて……」

「じゃあどういう意味なのさ？」

　腰こしに手を当て詰つめ寄よってくるファルル。ディオスは額からダラダラと汗あせを流しながら後退することしかできない。

「百聞は一見にしかずと言いますし。ここはファルルさんに私たちの共鳴術テグヴエルトを見ていただく、というのはどうでしょう？」

「それ……いいかも……」

　いつもの笑顔で言うエメロードと無感情に言うマリンの後ろで、ルヴィが「ぅえっ!?」と腰を引く。

「ダメに決まっているだろ!?」

「そ、それはだめっ」

　ディオスとレイナの声が重なるが、この場合、さらにファルルの不信感を増やしただけであった。

「何がダメなの？　共鳴術テグヴエルトって何？　それって、ボクに見られたらまずいものなの？」

「あのっ、別にそういう意味では……」

　いや、そういう意味である。

　ファルルに見られたら、間違いなく彼女の中のディオス像が変わる。というか、たぶんぶっ飛ばされる。

「と、とりあえず海！　海に入ろう！」

　慌あわてて浜はま辺べを駆かけていくディオス。いつにも増して速い。

「あ、逃にげたな！　待ってよディー君！　説明してもらうかんね！」

　ファルルはすかさずその後を追いかけていく。彼女もディオスに負けず劣おとらず、走る速度が速い。

　あっという間に海の中に入った二人を見た後、コーシカと神獣たちは顔を見合わせた。

「んもう。ディオスったら」

「うふふ。では私たちも参りましょうか」

「……うん……」

「マリぴっぴ、今日こそ泳ぎ教えてね」

　そして神獣たちはのんびりと歩きながら、全力で水を掛かけ合っているディオスとファルルの許もとへと向かうのだった。








あとがき






　皆みな様さまこんにちは。福ふく山やま陽はる士しです。

　前回より倍ほどのあとがきページを要求されていて、ほとほと困り果てている福山です。

　自分があとがきから読む人間なもんで「あとがきでネタバレはしない」という自分ルールを設けたものの、早さつ速そくそれが縛しばりプレイになっております……。

　悲しみ。辛つらみ……。

（↑無む駄だに改行して稼かせごうという算段）

　いや、本当、何を書けばええの……。

　私の実生活とか書いてもしょうがないやろ……。

　そもそも赤せき裸ら々らに書いてしまったら、間ま違ちがいなく編集部に止められるだろうし……。

　この際あとがきのページを全部顔文字で埋うめてやろうかとちょっと考えていますが、さすがに怒おこられそうなのでそれはやめておきます。




（よし、一ページ埋まった）

　本を読むのはそれなりに好きだった子供でありますが、将来何になりたいか、という夢の中に『作家』という職業はまっっっっっったくありませんでした。

　本当に。一ミリたりとも。

　でもまぁ、どういう因果か大人になってから目指すことになりまして。

　子供の頃ころはライトノベルも読んでいたのですが、高校を卒業してからは離はなれておりました。

　そういうわけで『書く』ことを決心してから、昨今のライトノベルを色々と読んで勉強しました。

　そしてわかったのは『二巻、ないし三巻は水着回が多い』ということです。

　一体いつからこの風潮になったのかはわかりませんが（本当にいつから……？）私が読んできた中ではそうでした。

　デビューする前から『もし二巻を出せたら水着回』ということを自然と考えていました。

　ということで、表紙からもわかると思いますが水着回です。

　イラストページを穴が空くほど見るための巻です。見てね。

　…………前振ふりが長い。




　今回の舞ぶ台たいは海ですが、私にとって海はかなり身近な存在です。

　実家の二キロ先が海なので、学生の頃は夏休みになるとよく泳ぎに行っていました。

　家族で行ったり、友達同士と自転車で行ったり。

　瀬せ戸と内ない海かいなので、お世辞にも綺き麗れいとは言えないのですけどね……。

　お盆ぼん前になるとクラゲがとても多くなるので、泳ぐのは七月下げ旬じゆん～八月上じよう旬じゆんまでにしておりました。

　お盆を過ぎても泳いでいる人たちをテレビでは良く見ますが、クラゲ平気なのかなぁと毎回思ってしまいます。刺さされるとミミズ腫ばれになってかなり痛いのに……。

　あと、そのあたりから潮の流れも変わり始めるので、沖おきに流されやすいというか。

　お盆に泳ぐと「あっちの世界」の人に連れていかれる──という話は、水難事故を防ぐための先人の知ち恵えなのでしょうね。昔の人、凄すごい。

　ちなみに昨年、十数年振ぶりくらいに泳ぎに行ったのですが、子供の頃よりも海の色が変わっているような気がして、かなり衝しよう撃げきでした。

　もうちょっと透とう明めいだった気がするんだけどなぁ……。

　海の家も、昔より減っていたのがちょっと寂さびしかったです。

　やっぱりみんなプールの方に流れているのかな。




　今回もイラストについてちょっとだけ言げん及きゆう。

　ちなみにあとがきから読む人でも、イラストページを飛ばしてまでここを真っ先に読む人はいないだろう──と考えているので、これに関してはネタバレの内に入らないと思っています。……入らないよね？

　で、今回の表紙にいる黒い子。

　体の一部がやけに目を惹ひく、あの子。

　頂いたラフでは、それはもう、とても凝こった衣い装しようにしていただきました。

　でも、その衣装をすっ飛ばしていきなり水着での登場です。

　何かもう、本当にすみませんとしか言いようがありません……。すみません……。




　ぜーはーぜーはー……（息切れ）。

　あ、あと少し……。




　では、今回も謝辞を。

　担当様。毎回アレだったりコレだったりでご迷めい惑わくをおかけしております。今回もありがとうございました。

　生活感をほとんど感じないので、編集部以外でもちゃんと生きているのかたまに不安に思う時があります（失礼）。

　趣しゆ味みは何ですか？　魚は食べます？　洗せん濯たく機きもたまに掃そう除じしないと洗せん濯たく物ものがにおうので気をつけてくださいね？

　おりょう様。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　相変わらず人数が多いうえに新規キャラは登場するし、さらには水着とか……。

　感謝してもし足りません。

　お住まいが不明なので、全方位に感謝の祈いのりを捧ささげながら寝ねます。

　読者様。

　皆様のおかげで、二巻も出版できる運びとなりました。

　そして今巻も手に取っていただきまして、誠にありがとうございました。

　皆様のお声が、何よりの励はげみとなっております。

　ディオスや神しん獣じゆうたちを、引き続き見守ってくだされば幸いです。

　それでは、また三巻でお目にかかれますように。
































































神獣わたしたちと一いつ緒しよなら世せ界かい最さい強きようイケちゃいますよ？２
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